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第一話　残念耳かきの顛てん末まつ







　朝である。

　俺おれ、砂さ戸ど太た郎ろうは目を覚まし、ベッドの上で上半身を起こした。

　すると――

　いきなりドアが開き、小柄な女性が飛び込むようにして部屋の中に入ってきた。

　鎖さ骨こつを覆おおうくらいの髪の長さの、色の白い幼い顔立ちをした女性である。

　ピンク色のパジャマに身を包んだその女性は、

「あにょるんひおっ！　あばばっばばああんはあ～っ！」

　謎なぞの奇声を発しながら、床の上をのたうち回るようにごろごろ転がりだした。

　両手で耳を覆いながら。

　顔面を痙けい攣れんさせながら。

「へにょはんあああ！　きにきにゅしてきもわるもぞよぉお――っ！」

　規制されてしまいそうな奇声だ。

　そんなしょうもないことを思いついてしまうほどに、それはもう常じよう軌きを逸いつした嬌きよう声せいでございました。

　俺はかなりの恐怖を覚えながら、おずおずと声をかける。

「お、おい、姉貴。どうしたんだ？　ついに脳みそが奇想天外な感じになっちゃったのか？」

　いま俺の目の前で絶叫しながら回転している女性は――

　俺の姉貴である砂戸静香しずかだった。

　声をかけると、姉貴は、

「ふえ～んっ！　太郎ちゃーん！」

　びょーんと俺の胸に飛びついてくる。

　そして半泣きの顔で、

「み、みみが！　みみがー！」

「ミミガー？　沖おき縄なわ料理？」

「耳が、もぞもぞこしょこしょして気持ち悪いんだよぉ！　えーん！」

　叫ぶと、俺の胸に泣き顔をぐりぐりこすりつけてくる。

　俺はぽかんとしながら、

「……は？」

「だから、耳がこしょこしょして気持ち悪いの！　というわけで――」

　姉貴はどこからともなく耳かき棒を取り出すと、

「太郎たろうちゃんお願い！　この耳かき棒でお姉ちゃんの耳をお掃除してください！」

「えーっと……」

　俺おれは頭痛に耐えるような仕草をしながら、

「おまえは、耳がこしょこしょして気持ち悪かったからという理由だけで、両耳を押さえながら部屋をのたうち回ったのか？　ご近所に響き渡るような奇声を発しながら」

「そうだよ～っ。だって、それぐらい気持ち悪かったんだもん！」

　姉貴は悪びれる様子もなく告げる。

　俺は盛大なため息をついた。

　ああもう……

　呆あきれて言葉が出ない……

　俺は冷めた口く調ちようで、

「耳かきくらい自分でしろよ」

「自分でやったらうまくできないんだよ～っ！　お願い、太郎ちゃん！　一生のお願いだよっ！」

　姉貴は胸の前で両手を合わす。

　断れば、またさっきみたいにのたうち回るんだろうな……

「やれやれ……」

　俺はもう一度ため息をつき、

「五分だけだからな。両耳で五分だけ」

　と、言った。

「ご、五分で充分だよっ！　うわーい、すんごくうれしいよ～っ！」

　姉貴は両手を広げながらくるくる舞っている。満面の笑みで。

　俺はベッドの上に腰を下ろす。

「た、太郎ちゃんに耳かきを……ハァハァ……」

　姉貴は微妙に顔を赤くしながら、息を荒らげながら、俺のベッドの上に乗っかる。

「し、しかも、耳かきをされるということは必然的に膝ひざ枕まくらをされるということになるわけで……ハァハァハァ……」

　姉貴は異常なほど気持ちが高まっているように見えた。

　相変わらずアホでクレイジーだな、こいつは。

「ほら、姉貴。さっさとしてくれ」

「う、うん！」

　姉貴が俺おれの太ももの上に頭を乗せる。

　……顔面を、俺の股こ間かんのほうに向けながら。

「なんでこっち側を向いてんだよっ！　普通はあっちに顔を向けるだろうが！」

「だって……このほうが興奮するから……」

「アホか！　さっさとあっちを向け！　そうしないと耳かき自体をやめるぞ！」

「わ、わかったよ～」

　姉貴は再び俺の太ももの上に頭を乗せる。

　今度はちゃんと顔をあちら側に向けて。

「お、おふぁ！　た、たた、太郎たろうちゃんの太ももは天てん上じようの心ここ地ちよさ……一瞬で昇天しちゃいそうだよぉ……」

　とろけそうな笑みを浮かべている姉貴。

　そういえば自分以外の人の耳を掃除するなんてはじめてだな。

　どんな感じの力加減でやればいいのか、ちょっと不安だ。

　俺は少し緊張しながら、姉貴の耳の穴に耳かき棒の先端を入れる。

　ゆっくりと、慎重に。

　と――

「お、おおお、おひゃあふうあ!?」

「あ、姉貴？　どうした、痛かったか？」

「う、ううん……大丈夫だから続けてほしいな……」

「そうか。それじゃあ……」

　俺は丁寧に姉貴の耳を掃除する。

　耳かき棒が、

「あ、あぶううう!?」

　耳の中をこにょこにょ動くたびに、

「ひゃにいいあああああ!?」

　耳の中の皮膚をくにゅくにゅ撫なでるたびに、

「う、うにゃはああああああああああん!?」

　姉貴はビクンビクンと全身を痙けい攣れんさせる。

　姉貴は激しく肩で息をしながら、

「ハァ、ハァハァハァ……た、太郎ちゃんの操あやつる棒が、お姉ちゃんの穴を突っついて擦こすってこねくり回して……も、もも、もう、お姉ちゃんおかしくなっちゃうよぉ……絶頂を迎えちゃうよぉ……」

　姉貴は両足の指をピーンと伸ばし、口から涎よだれを垂たらしながら、脱力したうつろな表情を浮かべている。

　……なんか、とてもキモい。

　まあ、この残念姉貴は基本的にキモいのですが。

　そのとき。

　俺おれはある異変に気付いた。

「えっ!?　なんじゃこりゃ！　な、なんで床がこんなに濡ぬれてるんだ!?」

　いつの間にか、部屋の床が大量の液体で濡れていたのだ。

　その水分は部屋のドアのほうから流れてきている。

　顔を上げ、ドアのほうに目を向けると、そこには――

　ふんわりした長い髪を首の後ろで結った女性が立っていた。

「か、母さん!?」

　その女性は、俺の母親である砂さ戸ど智とも子こでございました。

　母さんは――

「ひ、ひっぐ、うえぐっ、ぶはっは、ういっぐ……へ、へぐわ、ひぐびぐ……」

　号泣していた。

　引くほど号泣していた。

　両目から溢あふれた大量の涙が全身を伝って床に落ち、その涙が床を濡らして俺のいるベッドの近くまで流れてきている。












　大量の液体の正体は母さんの流した涙だったのだ。

　……いや、涙だけじゃなくたぶん鼻水や涎よだれも混ざっていると思う。

「か、かかか、母さん！　なんで泣きながら登場してきたの!?　というか、人間はそんなにも大量の涙を流せるものなの!?」

「ひびゃぐ、えぐ……だ、だだ、だって……」

　母さんは全身を震わせながら、

「太郎たろうさんに会いたくなったというかイチャイチャしたくなったから部屋にやって来たら、太郎さんが静香しずかさんに膝ひざ枕まくらをしてて……しかも耳かきまで……」

「それは姉貴が一生のお願いだからと……」

「そ、その光景を見たら、あまりにも悲しすぎて、うらやましすぎて、突発的な鬱うつ状じよう態たいになっちゃったんです……ひっぐ、ひっぐ……」

「だ、だからって、そんな非常識な量の涙を流さなくても……」

　母さんはまだ泣き続けている。

「も、もう私、悲しすぎて生きていけません……というわけで、このまま涙を流し続けて脱水症状を起こして死にます……」

「し、死にますって……」

「涙るい死しします」

「涙死ってなに!?　唐とう突とつに変な造語を作んないで！」

　泣きすぎの脱水症状で死亡なんて前ぜん代だい未み聞もんすぎる。そしてアホすぎる。

　身内を涙死させるわけにはいかない。

　というわけで――

「か、母さんにも……耳かきしようか？」

「ぐす……へ？　太郎さん、いまなんと……？」

「だから、母さんにも耳かきをしてあげ――」

「はいしてくださいいますぐしてくださいやったやったやったヤッホーイイィィ！」

　母さんはキラキラした笑顔で叫ぶと、神しん速そくの動きでベッドに近づいてくる。

　忘我の状態となっていた姉貴を乱暴にベッドの外に投げ捨てる。

　俺おれの太ももの上に頭を乗せる。

「さあ、太郎さん！　お願いいたします！　ヘイ、カモン！」

　母さんはにこにこしながら言ってくる。

　涙の跡はもうどこにもない。

「…………」

　俺はなんとなく釈然としないものを感じながら耳かき棒を握った。

　母さんは顔を赤らめ、なんかそわそわしながら俺の耳かきを待っている。

　俺おれは耳かき棒を母さんの耳の穴に入れようとして――

「あ、あの、太郎たろうさん……？」

　母さんがちらりとこちらに目を向けながら、怪け訝げんな声を発する。

「なんだ、母さん？　どうした？」

「え、えっと……それで耳かきをするんですか……？」

『それで』というのはどういうことだろう。

　俺は首をかしげながら右手に持つ耳かき棒を見て、

「へぼおっ!?　な、なんで!?」

　驚きの声を上げる。

　俺の右手には耳かき棒――ではなく。

　たこ焼きをひっくり返すときに使う道具が握られていたのだった。

　先端が錐きりのように尖とがったあの道具だ。

「そんなもので耳かきをされると、耳から赤い液体が噴水みたいに出ちゃいます……」

「い、いや、えっと……わ、悪い！　今度はちゃんとこの耳かき棒で……」

　俺は困惑しながら、耳かき棒を母さんの耳に近づけ――

「た、太郎さん、今度のそれは……」

「え？　おわあああ!?」

　俺の右手には、いつの間にか弓矢の矢が握られていた。

　先端は鋭い刃物で、ぎらりと攻撃的な輝きを放はなっている。

　な、なぜだ!?

　なぜ耳かき棒が弓矢の矢に!?

「こ、ここ、今度こそ間違いなく――」

　ちゃんと耳かき棒をしっかり握って。

　それを母さんの耳に……

　そのとき、俺の耳にギュイイインという音が聞こえてきた。

　なんだこの音は？

　その音は俺の右手のほうから聞こえてきていて――

「おわぼおおお!?」

　俺の右手には電動ドリルが握られていた。

　ギュイイインという音は、電動ドリルが回転する音なのでした。

　ど、どど、どういうことだ!?　この不可思議な現象はいったいなんなんだ!?

　と――

「ふっふっふっ……」

　すぐそばから、なにやら笑い声が。

　その笑い声の主――姉貴は、にやにやしながら母さんを見つめ、

「太郎たろうちゃんの極上耳かき……それを味わうのは、わたしだけで充分だよ……」

「や、やっぱり静香しずかさんの仕し業わざでしたか！」

　母さんはガバッと立ち上がり、姉貴と相対する。

　耳かき棒を錐きりのような道具や弓矢の矢や電動ドリルと交換していたのは姉貴だったのか。

　つーかそれを俺おれに気付かれないように行うなんてどんな超人的な技なんだよ！

　おまえはマジシャンになれ！

　絶対にそうしろ！

　母さんは血の涙を流しながら、

「静香さん……太郎さんの超絶耳かきを自分だけが味わい、私への耳かきを邪魔する……こ、これはもう万ばん死しに、いや億おく死しに値あたいします」

「ふん……アホアホ鬱うつババァのくせに太郎ちゃんの耳かきを味わおうなんて、虫がよすぎるんだよ。ああ、太郎ちゃんの耳かきキモチよかったー。もうサイコーだったよぉ～」

「億死ですら足りません！　兆ちよう死しですシャアアアアアア！」

「ふん、上等だよデヤアアアアアアア！」

　母さんの鞭むちのようなフリッカージャブを、姉貴がビーカブースタイルからのデンプシーロールで避よける。ボクシング統一王座決定戦以上のハイレベルな攻防が俺の部屋で繰り広げられていた。

　そのスーパーバトルをぼんやり眺めながら、

「さて……学校に行くか」

　と、俺はつぶやいた。





えむえむっ！小劇場　その１




「ブタロウ！　またまた素晴らしいドＭ治療方法を思いついたわ！」

「はあ、そうですか……」

「そのまったく期待してないっぽい顔はなんじゃいボケー！」

「がばんちょおおおおお!?　ハリセン最高だっぱっぱー！」

「今度は本当に素晴らしいのよ！　絶対にあんたのドＭは治っちゃうわ！」

「それはどんな治療方法ですか？」

「それは……あ、愛の力よ……」

「え？」

「あ、ああ、愛の力であんたのドＭを治すのよ……」

「愛の力って……確か前にもやりましたよね？」

「…………」

「で、見事に失敗したような気が……」

「あ、あのときとはちょっと状況が違うというか、その、えっと……」

「へ？」

「あ、あたしのほうの愛情が本物だから、あのときよりもちゃんとできるというかごにょごにょ……と、とにかく、愛の力でドＭを治すから二人でデートを――」

「そこまでです、美み緒おさん！」

「あ、嵐子あらしこ!?」

「美緒さんはドＭ治療にかこつけて、タローと二人っきりでデートしたいだけ！　そんな不純なドＭ治療は絶対にゆるせません！」

「く……そう言うと思って、嵐子が掃除当番で部室に来るのが遅れるときを見み計はからって提案したというのに……」

「第六感で危険を感じたので、お掃除を光速で終わらせてきました。……とにかく、愛の力でドＭ治療というなら、『彼女』であるわたしが行ったほうが効果があると思うので、わたしがタローとデートしてきます！　『彼女』であるわたしが！」

「変態ブタロウのドＭ治療にはとても繊せん細さいな技術と天性のセンスが必要なの！　だからあんたには無理よっ！」

「大丈夫です！　だってわたしはタローの『彼女』ですから！」

「ムカつくほど『彼女』の部分を強調するわね……」

「だって事実ですから」

「無事にドＭ治療を実行するためには、その『彼女』さんを排除する必要があるかもね……本意ではないけど、治療のためだからしょうがないわ……」

「そんな脅おどしには屈しませんよ……毎日のようにタローを殴り続けたわたしの拳こぶし、じつはけっこう鍛きたえられてるんですよ……」

「泣く前にあやまったほうがいいと思うけど……」

「それはわたしのセリフです……」

「ちょ、ちょっと二人とも！　その尋常じゃない濃度の殺気はなんですか!?　い、いがみ合うのはやめてくれというかあんたらはどっかの姉と母かよおおおおおおおおおお！　家でも部室でもこんなのってもうイヤアアアアアア！」












第二話　トホホな感じの変態演技







　自宅付近にある駅から電車に乗り、十五分ほど揺られ、桜さくら守もり駅で降りる。

　駅から十分ほど歩いたところに、俺おれの通う私立桜守高校はあった。

　いまは三月の終わり――春休みである。

　だから授業はない。

　が、部活はしっかりあるのだった。

　校門を抜けた俺は部室棟のほうに足を向ける。

　部室棟の一番端。

　そこに、俺が所属する第二ボランティア部の部室があった。

　俺は部室のドアを開けた。

　中は十畳ほどの広さ。

　さらに奥には六畳ほどの畳敷きの部屋がある。

　その部室の真ん中あたりに――

　小柄な美少女が仁王立ちで立っていた。

　光を流す長い亜あ麻ま色いろの髪。宝石を溶かして封じ込めたような美しい瞳ひとみと、それを彩いろどる長い睫まつ毛げ。発光してるように見えるほど透き通った白い肌に、可か憐れんな桜色の唇。

　完成された芸術作品のように精せい緻ちで端正な容姿を持つ彼女は、この第二ボランティア部の部長、石動いするぎ美み緒お先輩だった。

　石動先輩は、部室に入ってきた俺を睨にらみ付けるように見ると、

「このド変態のクソブタ野郎！」

　清すが々すがしいほどまっすぐに罵ば倒とうしてくださりました。

　先輩はさらに目つきを鋭くし、

「てめえ、部活に来んのが遅いのよ！　やる気あんのかボケ！　あんまふざけてると、変態事業仕分けを行ってあんたの寿命を廃止するわよ！」

「す、すみません……はあ、はあ、はあ……」

　俺は微妙に気持ちよくなりながら言う。

　先天的ドＭ野郎である俺は、身内以外の女性から罵ののしられたり冷たくされたり殴られたりすると変態的に気持ちよくなっちゃうという驚くほど残念な属性を持っているのである。

　石動いするぎ先輩は両腕を組みながら、

「春休みに入ったから授業はない！　つーわけで、部活をする時間がいっぱいある！」

　言って続ける。

「その時間をめいっぱい使って、あんたのあまりにも気持ち悪すぎるドＭ体質を絶対に治してやる！　神様であるこのあたしが！　そう意気込んでたのに、肝心のあんたが来なくてどうすんのよ、ブタ！」

　むふーっと不機嫌そうな先輩。

　石動先輩は自分のことを神様であると宣言している。

　本気で言っているのかどうかはわからないが、ちょっとアレな感じの発言である。

　俺おれはもう一度「すみません」とあやまったあと、先輩の背後のほうに目を向ける。

　俺の視線の先にいるのは、二人の女性。

　ショートカット気味の髪に、ぱっちりと大きな瞳ひとみが印象的なかわいい女の子。

　彼女の名前は結ゆう野の嵐あらし子こ。

　男性恐怖症で男性の体に触れるとその男性を無意識のうちに殴ってしまうという症状をお持ちの女の子だ。

　あと、結野は……

　俺の恋人だったりするのである。

　付き合いはじめたのが三月の初旬くらいなので、付き合ってからまだ三週間ぐらいしか経たっていないのだけど。

　結野の隣に立つ長身の女性は鬼瓦おにがわらみちる先生。長い髪を首の後ろで結い、私服の上に白衣を着こんでいる。

　いつも気け怠だるげな無表情を浮かべていて、かわいい女の子にかわいい服を着せたりコスプレをさせたりするのが大好きな人である。自分の欲望を叶かなえるためなら手段を選ばない、かなり壊れた人物でございます。

　俺と結野の目が合う。

　結野はちょっと小首をかしげるような仕草をしながら、瞳と唇をゆるませる。

　俺も結野と同じように表情をゆるませる。

　なんかいまのって、恋人どうしのアイコンタクトっぽくて……微妙に照れちゃうな。

　そのとき――

「ぐえべっ!?」

　首を万まん力りきのような力で絞められる。

　石動先輩は右手で俺の首を絞めながら、俺を見上げ、

「あんた……人が怒ってんのに、なにやんわりほほ笑んだりしてんのよ……」

　地獄の底から響いてくるような声で告げる。

「しゅ、しゅみまふぇん……はあ、はあ、はあ……」

「嵐子あらしこと見つめ合って、そんな優しい笑みを浮かべて……ほんと、こんちくしょう……」

　先輩の額ひたいには怒りマークが浮かんでいる。

　なんというか、かなりイライラしているご様子。

　そ、それにしても、すんごい力……

　このままだとボクちんの首の骨がぐっちゃぐちゃになっちゃうでちゅう……はあ、はあ、はあ、はあはあはあはあ……

「み、美み緒おさん！」

　結野ゆうのが大声を上げながら、俺おれたちのほうに近づいてくる。

「やりすぎです！　このままだとタローの首の骨が折れちゃいます！」

　おお、結野、俺をかばってくれるのか……

　ありがとう……

　先輩は結野のほうに顔を向け、

「嵐子……しょうがないのよ、この変態駄だ犬けんにはしつけが必要なんだから！」

　と、告げる。

「タローは駄犬じゃありません！　わたしの彼氏を駄犬呼ばわりしないでください！」

　結野は右手を自分の胸に当てるような格好で、妙に『わたしの彼氏』という言葉の部分を強調しながら告げる。

　その瞬間。

　なぜか先輩の額に浮かんでいた怒りマークが増えたような気がした。

　それに連動して先輩の右手の力が尋常じゃないほど強力になってもう気持ちよすぎて頭がおかしくなっちゃうぴょろーん！　ぴょぴょろろろろろーん！

　先輩は表情をビキビキさせながら、

「へ、へえ、『わたしの彼氏』ねえ……」

「そうです！　タローはわたしの彼氏！　わたしとタローは相思相愛！　つまり、わたしたちはラブラブなんです！　そういうわけだから、部活中にラブラブなアイコンタクトをしちゃうのも仕方ないことなんです！」

　結野は顔を真っ赤にしながら言い放はなつ。

　えーっと……

　結野さん、突然なにを言っちゃってるんですか？

　なんか話が変な方向に歪ゆがんでませんか？

　先輩は、

「ふん……」

　ぱっと俺の首から右手を放す。

　ああ、もう放はなしちゃうんでしゅかぁ……じゃなくて、たすかった……

　石動いするぎ先輩はふうと一つ息を吐くと、

「確かにちょっとやりすぎたわ。それは認める」

　と、言った。

　え……？

　先輩が反省とかって……マジですか？

「首を絞めたり、変態駄だ犬けんとかしつけとか言ったり、本当にひどかったわね。というわけで……」

　先輩は告げると――

　いきなり、俺おれの頭を胸に包むようにして抱きしめた。

「はにゅわっ!?」

　結野ゆうのがこれまで聞いたことのないような変な声を出す。

　俺はあまりの驚きに声さえ出せなかった。

　せ、せせせせせ先輩!?

　い、いいい、いったいなにを!?

　先輩の胸が俺の頬ほおのあたりでふにゃっとつぶれる。

　先輩の胸はかなり小さいのだが、決してゼロというわけではない――ということが充分にわかる、極上のやわらかさ。

　このやわらかさはやばい。

　マジでやばすぎる。

　なんかもう脳みそが溶けちゃいそう。

　石動先輩は俺の髪を優しく撫なでながら、言う。

「ごめんねブタロウ。ひどいことをしちゃったお詫わびに、今度は優しくしてあげる」

　でも、その声にはちょっぴり照れや恥ずかしさが隠れているように感じた。

「み、みみみみみみ、美み緒おさん!?」

　結野が絶叫するような声を上げる。

「な、ななな、なにをしちゃってるんですか!?　いますぐタローから離れてください！」

　先輩はちょっと不満そうに、

「なによ。あんたが『やりすぎです』って言うから、素直にあやまってるんじゃない」

「こ、こここ今度のほうが百倍やりすぎです！　そんなことをするくらいだったらタローの首の骨を折っちゃうほうがずっとマシです！」

　ゆ、結野、それはあまりにもひどすぎませんか……

　結野はかなり慌あわてながら、

「と、とにかく一刻も早く離れて！　早く！」

「わかったわよ」

　先輩は両腕をほどき、俺おれを解放する。

「というか、あたしももう恥ずかしさが限界だったしね……」

　先輩はぼそぼそとなにかを言った。

　見ると、先輩は耳の先まで真っ赤になっていた。

「うー！　美み緒おさんは非常識です！　破は廉れん恥ちです！　鬼き畜ちくです！」

　結野ゆうのは握った両方の拳こぶしをぶんぶん上下に振りながら告げる。

　なんか結野のキャラが変な感じになっちゃってるのは気のせいだろうか……

「ふむ……端から見てるぶんには、かなり楽しいな……」

　そんなことをみちる先生がつぶやいたりしている。

　俺はまだ痛む首をおさえながら、やれやれとため息をつく。

　それから。

　ちらりと石動いするぎ先輩の顔を見やる。

　先輩はまだ顔を赤くしていた。

　さっきの行動は、先輩的にもかなり思い切ったものだったようだ。

　――石動美緒先輩。

　あり得ないほど綺き麗れいでかわいくて美しい少女。












　そんな女の子が……

『あたしは――太郎たろうのことが好きなのよっ！』

　そんな女の子が、俺おれを好きでいてくれているらしいのだ。

　刃やいばのような瞳ひとみで睨にらんだり。

　ひどい罵ば倒とうを浴びせたり。

　首の骨を折ろうとしたり。

　……その行動だけを見れば、まったく信じられないような話というか逆に殺したいほど憎ぞう悪おしてるんじゃないかって感じなのだが、本当のことなのだ。

　俺のことが好きだという自分の気持ちを伝えた石動いするぎ先輩は、彼女である結野ゆうのに向かって、いずれ俺を奪い取ってやる的なことを宣言した。

　その日を境に、石動先輩と結野はなにかと対立したりいがみ合ったりするようになって……その渦か中ちゆうにいる俺もいろいろ被害をこうむったりしているわけなのです。

　でも――

　かなり不思議なことなのだが、以前よりもいまの先輩と結野のほうが、頻ひん繁ぱんに言い争いをしたり喧けん嘩かしたりしている二人のほうが仲良く見えるというか本当の友達どうしのように見えるのは、なぜなのだろうか。

　うーむ……

　本当に不思議だ。

「つーかいろいろ脱線しちゃったけど――ブタロウ！」

　石動先輩が鋭く俺を呼ぶ。

「は、はい！」

　俺は反射的に背筋を伸ばしてしまう。

　先輩は俺を見つめ、

「あんたの気持ち悪いドＭ体質を治すために、治療を開始するわよ！」

　と、告げた。

　ああ、やっぱり今日もドＭ治療をやっちゃうのか……

　先輩は両手を腰に当てた格好で、

「今回のドＭ体質改善方法は――演技力治療よっ！」

「え、演技力治療？」

「そうよ！」

　先輩は自信満々に言い放はなつ。

「超一流俳優レベルの卓越した演技力を身につけ、ドＭ人間という本来の自分を覆おおい隠す！　『俺はドＭではなく普通の人間なのです』という偽いつわりの仮面を付けて自分を騙だまし続けることによってドＭ体質を封ふう殺さつするという完かん璧ぺきな論理！」

「偽いつわりの仮面……」

「というわけで――」

　先輩はびしっと俺おれを指差し、

「偽りの自分を手に入れるために、演技力を磨きまくるのよ！」

「え、演技力を？」

「イエス！」

　先輩は大きくうなずき、

「じゃあさっそくはじめるわ！　まずは演技の基本ということで発声練習から！」

　発声練習……でございますか？

「腹式呼吸で発声練習をしなさい！　一音一音大きな声で『オ・レ・ハ・エ・ム・ジャ・ナ・イ』って言うのよ！」

「オレハエムジャナイ……？　アエイウエオアオ、カケキクケコカコとかじゃあないんですか……」

「うるせえ！　発声練習と同時にまずは言葉で自分を騙だますのよ！　つーかいちいち文句言わずにさっさとしなさい！」

　先輩が鬼のような眼光で睨にらみ付けてくる。

　お、おお、怖い……

　はあ、はあ、はあ……

　どうせ逆らっても無駄だろう。

　それは経験的にわかっている。

　俺は素直に発声練習をすることにした。

　腹の底から大きな声で、

「オ・レ・ハ・エ・ム・ジャ――」

「もっと背筋を伸ばしなさい！　正しい発声は正しい姿勢からよ！」

「おぶうあうう!?」

　先輩はどこからともなく取り出したハリセンで俺の背中をかなり強く叩たたく。

　おぶうぶうぶううう！

　快楽ぴゅぴゅぴゅーんだにゃあ！

「おら、さっさと続けろ！」

「は、はい……」

　俺はえへえへ気持ち悪い笑みを浮かべながらうなずき、

「オ・レ・ハ・エ・ム・ジャ・ナ・イ！　オ・レ・ハ・エ・ム・ジャ・ナ・イ！」

　発声練習を続ける。

　その隣では先輩が険けわしい目で俺を見つめている。

　俺おれは両手をおなかに当て、精一杯の大声を放はなつ。

「オ・レ・ハ・エ・ム・ジャ・ナ・イ！　オ・レ・ハ・エ・ム・ジャ・ナ――」

「おまえはＭだろうが真性のドＭ野郎だろうがあああああ！」

「がっばちょおおおぷ!?」

　先輩のハリセンが俺の顔面を強襲！　なんでなにょお!?

　先輩はハッと我に返った顔をすると、

「し、しまった……ドＭ野郎のくせに『俺はＭじゃない』とか言いやがるから、ついついツッコミ的な行動を……」

「せ、先輩がそう言えって言ったんでしゅよおおお～」

　俺は床に尻しり餅もちをつき、悦楽のせいで全身をぷるぷるさせながら告げる。

　まったく、この人は……

　先輩は一つうなずくと、

「よし。発声練習はこのくらいでいいわ」

　と、言った。

「え？　もういいんですか？」

　ただハリセンで殴られただけのような気がするんですが。

「次はより実践的な演技練習をするわよ！」

　先輩は大声で告げる。

「実践的な演技練習とは、どのようなことをするのだ？」

　みちる先生が尋たずねる。

　先輩はみちる先生のほうに目を向けると、

「実践的な演技練習！　それはアドリブ劇よ！」

「アドリブ劇？」

　結野ゆうのが首をかしげる。

「簡単な設定だけを決めて、あとは役者たちがアドリブで物語を進めていく！　これはかなり高度な演技練習だわ！　この練習をやれば演技力が飛躍的にアップすること間違いなし！」

　アドリブ劇……

　確かにかなり高度な演技練習だと思うけど、高度すぎて逆に練習にならないような気が……そういう練習はある程度修練を積んだ役者がやってこそのものだと思うけど……

　ふと一つ疑問に思った俺は、

「そのアドリブ劇では、俺は『ドＭじゃない人間』という役柄を演じたほうがいい感じなんですか？」

「なんでよ。アドリブ劇なんだから、そういうのもぜんぶ白紙にして演技するの」

　と、石動いするぎ先輩。

「あんたが『ドＭじゃない人間』を演じるのは、充分な演技力を身につけてからのことよ。どうせいまから演じようとしても絶対に無理だろうし。つーかそれを演じきることができたら、その時点で治療は大成功で終了だし」

「確かにそうですね……」

「じゃあ設定を決めるわね。えーっと……」

　先輩はちょっと首をかしげながら考える。

「どんな設定がいいかしらね……」

　そこまで言って。

　なぜか俺おれの顔をちらっと見た。

　それから、

「よし決めた！　アドリブ劇の舞台は無人島ってことにするわ！」

　先輩はそう告げた。

「そんでもって、登場人物は治療対象であるブタロウと、あとはこの美み緒おさま！　船が難破して漂流し無人島にたどり着いたブタロウとあたしは、二人で協力しながら無人島での生活をはじめ、果物を採って食べたり野生動物を倒したり洞どう窟くつで身を寄せ合って眠ったり、そんなことをしているうちにやがて二人のあいだに愛が芽め生ばえるようになって……い、いつの間にか愛し合うようになって……そして、最後の締めのセリフはブタロウによる『美緒、愛してる』という言葉――」

「ストップ！　ストーップ！」

　結野ゆうのが大きく両手を振りながら叫んだ。

「み、美緒さん、いまの設定はなんなんですか!?　というかどこが『簡単な設定だけ』なんです!?　かなり細かいところまで決められてる気がするんですけど!?」

　先輩はちょっとうろたえながら、

「う、うっさいわね！　これもブタロウのドＭ体質を治すためよ！」

「ウソです！　絶対にウソです！」

　結野は眉まゆをつり上げながら、

「とにかく、登場人物がタローと美緒さんだけというのは納得できません！　わたしも出演させてください！」

「じゃあ嵐子あらしこは、無人島から五百キロメートル離れた都市にあるキャバクラのホステス役ってことで……」

「二人とまったく絡まないじゃないですか!?　却下です！」

　結野が文句を言い、アドリブ劇の設定が見直された。

　結野も出演したいと言い、みちる先生もおもしろそうだから参加すると告げる。

　四人でのアドリブ劇。

　舞台の設定は最初と変わらず無人島。

　四人は無人島にいる。

　その舞台設定以外は役柄もセリフもまったく決めない。

　アドリブ劇でいろいろ道具を使ったりするときのために、床の上にはそこらから適当に集めてきた様々な道具が転がっている。この道具をそのまま使ってもいいし、状況によってなにかに見立てて使ってもいい。

　そして――

「アドリブ劇、スタート！」

　先輩の声でアドリブ劇ははじまった。

　ここは第二ボランティア部の部室……じゃなくて無人島。

　適度な距離を保たもちながら立つ俺おれたち四人。

　俺たちはなんとなく顔を見合わせる。

　誰だれかがなにかセリフを言ったり行動を起こさないと話は進まない。

　さあ、いったい誰が口火を切るのか……

　というか、これはほんとに難しい演技練習だよな。

　口火を切ったのは――

　やはりというか予想通りというか、石動いするぎ先輩だった。

　先輩は真剣な顔を俺に向けると、

「やっと見つけたわ……伝説のエム豚を……」

　と、言った。

　……エ、エム豚？

　石動先輩は床から拾い上げた金属バットで俺のほうを差し、

「エム豚の肉は世界一の珍味！　そんなエム豚を狩るために、あたしはわざわざエム豚の生息地であるこの無人島までやって来たのよ！」

　えーっと……

　もしかして、俺は勝手に『エム豚』という種類の豚にされちゃったんですか？

　先輩はぎらりと俺を睨にらみ付け、

「おい、エム豚……おまえ豚のくせになんで二足歩行してやがんのよ？　それっておかしいわよね？　設定的におかしいわよね？」

「う、ううう……」

　先輩の鋭い眼光。

　ちゃんとアドリブ劇を進めろ。そうしないと殺す。

　先輩の瞳ひとみはそう言っていた。

　選択の余地はない。

　俺おれはその場で四つん這ばいになり、

「そ、そうです俺があの有名なエム豚ですブヒブヒ～っ！」

「やっぱりそうだったのね！　あたしの目は間違ってなかったわ！」

　先輩は金属バットを構え、

「このブタキラーソードで見事にエム豚を狩ってやるっ！　覚悟しなさい！」

　そう叫ぶと。

　先輩は金属バット――ブタキラーソードという名の謎なぞの武具――を振り上げながら俺のほうに襲いかかってきた。

「う、うおおおおおお!?」

　俺は四つん這いのまま金属バットを避よける。

「ちっ！　なかなかすばしっこいわね！」

「しぇ、しぇんぱい、いまの当たったらかなりマジでやばかったような、はあ、はあ、はあ……」

　俺は息を荒らげながら言う。

「エム豚は狩人かりゆうどに襲われて逃げるとき気持ち悪く息を荒らげる習性がある！　事前に掴つかんだ情報とぴったり合致するわドリャアアアアアア！」

「ひゃぎいいいいいいいいいいい！」

　俺は必死に金属バットを避け続ける。

　や、やばい！

　このままでは命が狩られる！

　そのとき――

　それまでぼーっと突っ立っていたみちる先生が、両手をゆっくり斜め上に広げ、

「私は樹木だ」

　と、いつもの抑よく揚ようのない口く調ちようで告げた。

「樹齢二百年以上の、かなりの巨木だ」

　そう言ったきり、その姿勢のまま沈黙する。

　それ以上動く気もないらしい。

　あんたいったいなにがやりたいんだよ!?

　樹木とかどうでもいい役柄をするくらいなら最初から参加しないでください！

「おらあああああ！　エム豚死ねええええ！」

「う、うひいいいいい！」

　相変わらず俺は絶体絶命状態。

　唐とう突とつに――「バンッ！」という鋭い声が響く。

　その瞬間。

　俺おれを追っていた石動いするぎ先輩は、ハッと顔色を変え転がるように背後に飛ぶ。

　先輩はすぐに立ち上がると、ある方向に視線を向け、

「あんたは……何者？」

　と、敵意を含んだ声で尋たずねる。

　先輩の視線の先。

　そこには結野ゆうのがいた。

　結野は床に片かた膝ひざをつき、部室にあった箒ほうきを両手で構えている。箒の柄をまっすぐ先輩のほうに向けながら。

「いまのわたしのライフル狙そ撃げき……よくかわしましたね……」

　結野が静かな声で言う。

　ラ、ライフル狙撃？

　あの構えた箒はライフルってこと？

　その見立てに一瞬で気付いた先輩は、狙撃を回避するような行動を取った。いまの一連の流れはそういうことなのだろう。

「わたしはエム豚保護団体の団長、結野嵐子あらしこ！」

　結野は大声で告げた。

　先輩は結野を見つめ、

「エム豚保護団体だと……？」

「そうです！　絶滅危き惧ぐ種しゆであるエム豚を保護するために結成された団体！　エム豚を保護するためなら手段を選ばない狂った集団の一人です！」

　狂った集団とか自分で言っちゃってますが……

「というわけで、狩人かりゆうどのあなたをライフルで倒します！」

　言ってから、結野は声で「バン！　バン！　バン！」と銃声を表現しながらライフル狙撃をする。

　先輩は横っ飛びや前転で結野のライフル狙撃を避よける。

　なんかもう無駄に鋭い動きで。

「ちっ！」

　石動先輩は、両手を広げながら突っ立っているみちる先生の陰に隠れる。つまり巨木の陰に。

　先輩は表情に焦あせりを滲にじませながら、

「まさかエム豚保護団体の人間と鉢はち合あわせることになるとはね……」

「そんな木に隠れても無駄です！」

　結野はライフル――じゃなくて箒を捨てると、近くに落ちていたラグビーボールを手にする。

　そして、

「エム豚保護団体の秘密兵器……このスーパーウルトラグレートデリシャスワンダフル爆弾の破壊力は核爆弾にも匹敵するので、その巨木ごと狩人かりゆうどの肉体を粉砕しちゃいます！」

　ゆ、結野ゆうの……

　なんか意外と真剣に取り組んでいるというかノリノリというか……

「つーか核爆弾に匹敵って……」

　だったら使った結野も死んじゃいますよね。

　あと、保護したいエム豚である俺おれも……

　エム豚の生息地であるこの無人島も大変なことになっちゃって……エム豚保護団体に所属している人間だったら絶対に使ってはいけない兵器のような気が……

「こ、こいつはやばいわね……こうなったら仕方ないわ……」

　先輩はせっぱ詰まった表情で言ったあと。

　巨木の陰から飛び出し、俺のほうに駆け出してきた。

　先輩は俺の体に密着すると、俺の左腕をねじり上げるようにして背後から動きを拘こう束そくしてくる。

「ぐ、ぐひゃ!?　痛いぶひ！」

　俺は呻うめく。

「人質……じゃなくて豚ぶた質じちをとればエム豚保護団体の人間はなにもできなくなる！」

　先輩は俺の左腕をねじり上げているほうとは逆の腕で俺の首を絞めると、

「さあ、結野嵐子あらしこ！　このエム豚を殺されたくなければ、おとなしく降参しなさい！」

「ぶ、ぶひぶひぶひーっ！　痛すぎてキモチいいでぶしゅううう～っ！」

　左腕も首も折れちゃいそう。

　はあ、はあ、はあ……

　石動いするぎ先輩は大声で、

「早く降参して爆弾を捨てなさい！」

「…………」

「嵐子？」

「……ずるい」

　結野はうつむきながらぽつりとつぶやく。スーパーウルトラグレートデリシャスワンダフル爆弾が床に落ちる。

　結野はうつむいたまま、

「美み緒おさんはいっつもいっつもタローとくっついて……わたしは彼女なのに手さえつなげないのに……ほんとずるい……」

「あ、嵐子あらしこ、なにを言ってるの？　いまはドＭ治療のためのアドリブ劇をやってる最中なんだから――」

「美み緒おさんはずるいいいいいいいいいいいい！」

　結野ゆうのは泣きながら叫ぶと、俺おれと先輩のいるほうに突進してきた。

　駄だ々だっ子のように両りよう拳こぶしを振り上げながら。

　かなり我を忘れた感じで。

「――っ!?」

　おそらく本能的な危機感を感じたのであろう石動いするぎ先輩は――

　自衛のため、俺の体を前方に突き飛ばした。

「せ、先輩!?」

　俺と結野の距離が近接する。

　そして。

「おばふっ!?」

「ひゃあっ!?」

　俺と結野は正面からぶつかった。

　まるで抱き合うように。

　それは恋人どうしにふさわしい抱ほう擁よう……

　結野のやわらかい体と甘い匂においに、俺はドキドキしてしまう。

「あ……」

　結野の顔が赤くなる。

　が、それは一瞬のこと。

　次の瞬間――

　結野の顔色が青に変化する。

　俺はさきほどまでとは違う意味でドキドキする。

　結野の両目が泳ぎまくり。

　全身がぷるぷると震え。

　結野の固く握り込まれた右みぎ拳こぶしが、

「こわいこわいこわいおとこのここわいよおおおおおおおおお――っっっ！」

「さんぺいでしゅはああああああああああああぷううううう！」

　俺の顔面を陥かん没ぼつさせた。

　悦楽スパーキング！　俺はでみょでみょ気持ち悪い笑みを浮かべながら先輩のほうに吹っ飛んでいき――

「いくら初恋の相手でもてめえのその笑顔はキモすぎて生理的に受け付けないレベルなんだよブタあああああ！」

「あにょはべよおおおおおおおおおおおおぉおぉぉぉおおおおおお！」

　石動いするぎ先輩の見事な回し蹴げりを喰くらい、俺おれは空を舞った。

　ああ……

　第二ボランティア部は、春休みもいつも通りだなぁ……

　空を舞いながら、俺はそんなことを思いました。





えむえむっ！小劇場　その２




「イヤアアアア！　おとこのここわいよおぉおおお――っっ！」

「げばちょんぱあああああああああああ!?」

「ハッ!?　タ、タローごめんなさい！　また殴っちゃって……」

「き、きにしゅるなよ、結野ゆうの～えへへ～」

「その残念な笑顔を見てると、気にしちゃうよ……」

「あひあひ～。ぽぉ」

「はあ……わたし、いつになったらこの男性恐怖症が治るんだろ……」

「だから、そんな落ち込むなって」

「タロー。我に返ったんだ」

「ああ。焦あせらず、ゆっくり治していこうぜ。おまえの男性恐怖症も、俺のドＭ体質も」

「う、うん……でも、ちょっと思ったんだけど……」

「なんだ？」

「わたしね、ちょっと指先が触れただけでも、タローを殴っちゃうでしょ？」

「そうだな」

「肩が軽くぶつかっても、なんかのアクシデントで、だ、だだ、抱き合うようにくっついちゃったときも『錯乱してタローを殴る』って結果に変わりはないでしょ？」

「ああ。とにかく殴られる」

「じゃ、じゃあ……」

「なんだ？」

「え、えっとね……」

「なにをそんなにもじもじしてるんだ？」

「どこに触れても殴っちゃうなら……どうせ一日に何回も殴っちゃうなら、一度くらい、故意にもっと思い切った場所に触れてみるというか触れ合ってみるのもいいかもというか、逆にショック療法でいい感じになるかもというか……」

「故意に触れ合うって……殴られるのを覚悟でわざと触れ合うってことか？」

「う、うん」

「なんでそんなことを……つーか、思い切った場所ってどこのことだよ？」

「そ、それは……」

「それは？」

「……く……くちびるどうしでごにょごにょ……」

「え？　声が小さすぎてなんも聞こえなかったんだけど？」

「だ、だから！　その触れ合う行為をある言葉で表すと、キ、キ、キ――」

「キ、キ、キ――？」

「キ、キ、キ、キ、キ、キキキ――ウキキキキーッッ！」

「ゆ、結野ゆうの？」

「キキキ、ウキキキキキー！」

「結野、どうしたんだ急に……」

「な、なな、なんだか唐とう突とつにお猿さんのモノマネをしたくなっちゃっただけだから気にしないでっ！　ほら、わたしって動物が好きだし！」

「そ、そうなのか……」

「……う、ううう……わたしの意気地なし……」

「えーっと……結野、おまえ、なんか悩み事でもあるんじゃないのか？　俺おれでよければ相談に乗るぞ？」





えむえむっ！小劇場　その３




「太郎たろうちゃん、ついに完成したよ～っ！」

「姉貴、いきなり俺おれの部屋に入ってくるな！　そして完成したってなにがだ？」

「わたしが自分一人で作ったオリジナルゲームだよっ！」

「オリジナルゲーム……？」

「うんっ！」

「よくそんなもん作れたな……」

「ネットでいろいろゲーム作りに便利そうなものをダウンロードして、苦労して作ったんだよー。太郎ちゃん、ぜひぜひプレイしてください！」

「……まあ、ちょっとやるだけならいいけど」

「うれしいよ～っ！　じゃあゲームが入ったノートパソコンを持ってくるね！」

「ああ」

「はい、このノートパソコンでプレイして！」

「ふむふむ。ノベルゲーム……テキストを読んでいって途中で出てきた選択肢を選んだりして進んでいくタイプのゲームだな」

「そうなの。さ、早くやって！」

「わかったわかった」

「ゲームだけじゃなくお姉ちゃんをヤってもいいよ！」

「ヤってもいいってどういうこと!?　唐とう突とつにお下品な言葉を使うんじゃありません！」

「えへへー。とにかくスタートしてほしいな！」

「やれやれ……ゲームのタイトルは『太郎ちゃんハート』だと？」

「うん！」

「なんか猛烈に嫌な予感がするんだが……とりあえずゲームスタート」

「がんばってクリアーしてね、太郎ちゃん！」

「お、ゲームがはじまってテキストが出てきた……『俺の名前は砂さ戸ど太郎。世界一カッコいいワンダフルな高校生だ。フッ、今日の俺もカッコいいぜ、ベイベー』って主人公は俺!?　しかも俺のキャラ設定キモっ！」

「さあさあ、続きをどうぞ～」

「……『やばい、寝坊したぜベイビー！　急いで学校に行かないと――おっと、通学路の途中で女の子とぶつかっちまった！　その女の子は俺とぶつかったせいで、地面に尻しり餅もちをついている。つーか……この子、超ベリーかわいいぜ！　たまんねえぜ！』って――うおっ!?　ここで尻餅をついてる女の子、実写の姉貴じゃねえか!?　しかも思いっきりパンツ見えてるし！」

「自分で写真を撮って取り込みましたっ！」

「……『めちゃくちゃカッコいい俺おれの名前は砂さ戸ど太た郎ろう。君の名前は？』『わたしの名前は静香しずかだよ～。それにしても太郎くん、ほんとにカッコいいね！　わたしと結婚してください！』」

「ここで選択肢が出るよっ！」

「……『静香と結婚しますか？〈はい〉〈いいえ〉』。もちろん『いいえ』を選ぶ……なななっ!?　カーソルが『はい』のところから動かない!?　そして勝手に『はい』のほうを選びやがった！　『ありがとう、太郎くん！　わたしとってもうれしいよ！』『俺もだぜベイビー』『というわけで、さっそく夫婦としての行為をはじめましょう！』『異論はまったくない。おおう、静香！　俺はいますぐおまえの体が欲しい！』『た、太郎くん、ああ、太郎くんとってもいやらしい動きであああ、あああああああ！』って、こっちがあああああああああだよボケエエエエエ！」

「太郎ちゃん、このゲームどうかな!?」

「クソゲー！」












第三話　因縁のボランティアバトル！







「このドＭの変態野郎があああああああああ！」

「こわいこわいこわいこわいこわいよおおお！」

「あびょおおおにゅらっはああああああああ！」

　ドＭ治療の終わりに石動いするぎ先輩に蹴けられ、結野ゆうのに殴られ、俺おれは変態的に身み悶もだえる。

　床に倒れた俺は、えしゅえしゅ気持ち悪い笑みを浮かべながら全身をプルプル震わせている。そこから少し離れた場所に立つみちる先生は、いつもの気け怠だるげな無表情を浮かべている。

　そんな、いつも通りの春休みの光景。

「今日のドＭ治療も失敗だったわ……ちくしょうめ……」

　先輩が両腕を組みながらつぶやいた、そのとき――

　第二ボランティア部の扉がゆっくりと開く。

　ハッとした顔をした石動先輩と結野は、俺の前に並び、恥ずかしい状態の俺を隠すように立つ。

　扉の向こうから現れたのは……

　数人の桜さくら守もり高校の生徒たちだった。

　全員で五人。

　女子が三人で男子が二人という構成。

　その中心に。

　まるで『自分がリーダーである』と宣言するような感じで。

　――長身の女子生徒が立っていた。

　シャープで綺き麗れいな顔立ちをしているのだが、キリリとした吊つり目気味の瞳ひとみのせいかきゅっと薄い唇を引き結んだその表情のせいか、とても気が強そうに見える。

　艶つややかな長い黒髪。まっすぐ伸ばされた背筋。凛りんとしたたたずまい。少し近寄りがたい雰ふん囲い気きはあるが、美しくかっこいい女性だと思った。

　それと――

「……大きいわね」

　と、石動先輩が思わずつぶやいてしまうほど、胸が大きな女の子だった。

　うん、本当に大きい……

　感心してしまうほどに……

「タロー……いまどこを見てるの……？」

　結野ゆうのがジト目で言ってきたので、俺おれは慌あわててその胸から視線を逸そらした。

　石動いするぎ先輩は、生徒たちのほうに目を向け、

「あんたたち、ここになにしに――って、そんなの決まってるわよね！　あたし、なに言ってんだか！」

　急に瞳ひとみを輝かせると、

「この第二ボランティア部に……美み緒おさまに、なにか願いごとの依頼をするために来たのよね！　じゃあ遠慮なく願いごとを――」

「違うわ」

　長身の女子生徒がきっぱりと告げる。

　女子生徒の両目が鋭く細められる。どうしたのだろう、その女子生徒はなんか怒っているように見えた。

　先輩は首をかしげながら、

「違う？　だったらどうしてここに……」

「私の名前は、竹たけ澤ざわ明あ姫き」

　女子生徒――竹澤さんはまっすぐ通る声で、

「――ボランティア部の部長をやっているわ」

　と、告げた。

「ボランティア部……」

　先輩が呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　先輩を含めた俺たち全員、きょとんとした顔になる。

　……ボランティア部。

　つまり、第一――という言い方もおかしいのかもしれないが――ボランティア部。竹澤明姫さんはそのボランティア部の部長をやっているのだという。

　俺はぽかんとした顔のまま、つぶやくように、

「ボランティア部って……あったんだ……」

「当たり前でしょう!?」

　俺の言葉に即座に反応した竹澤さんが、きつい口く調ちようで言ってくる。

「普通のボランティア部がすでに存在してたから、あなたたちは第二ボランティア部を名乗ったんでしょう!?　それなのに『あったんだ』とはどういうことよ!?」

「す、すみません……はあ、はあ、はあ……」

　その口調の勢いと目つきの鋭さに、俺は微妙に気持ちよくなってしまっていた。

　い、いかん！

　ここは耐えなければ！

　竹澤たけざわさんは後ろにいる生徒たちに目を向け、

「いまここにいるのがボランティア部の部員たちよ。部長の私と副部長の男子が二年生、そのほかの子は一年生」

　つまり竹澤さんは二年生で石動いするぎ先輩と同い年というわけか。

「それで……」

　石動先輩は両手を腰に当てながら、

「ボランティア部の連中が、なんでここにやって来たのよ？　願いごとの依頼に来たってわけでもないらしいし」

「それは――」

　竹澤さんの目つきがさらに鋭くなる。

　睨にらみ付けるように石動先輩を見み据すえ、びしっと人差し指を向け、

「あなたたち第二ボランティア部に――抗議に来たのよっ！」

　と、言った。

　先輩は両目をぱちぱちさせ、

「……抗議？」

「そうよっ！」

　竹澤さんの不機嫌っぷりはとどまらない。

「あなたたち第二ボランティア部のせいで……私たちボランティア部はとっても迷惑してるのよ！」

　桜さくら守もり高校のボランティア部は、校外の清掃活動や様々な施設へ出向いてのお手伝い、つまり普通のボランティア活動を行おこなっている。

　一方、第二ボランティア部のほうは――

　桜守高校に通う生徒たちの願いごとを叶かなえる……と言いながらハチャメチャで破天荒な行動により桜守の生徒たちに迷惑がられ不審がられ恐れられ――その悪い噂うわさは学校中に広まり、いまでは願いごとの依頼に来る生徒はほとんどいない。

　ボランティア部と第二ボランティア部は、行っている活動がまったく違う。

　だが……

　あまりに『第二ボランティア部』のインパクトが強すぎるため。

　その活動内容のメチャクチャっぷりが目立ってしまうため。

「――私たちボランティア部まで、あなたたちみたいなメチャクチャに迷惑な集団だと思われてしまっているのよ！」

　と、竹澤さんは怒りに燃えた瞳ひとみで告げる。

　なんと……

　第二ボランティア部の活動が――おもに石動いするぎ先輩の行動が――ボランティア部にそんな迷惑をかけているとは。

　竹澤たけざわさんはぐぎぎと奥歯を噛かみしめ、右みぎ拳こぶしを強く握りこみながら、

「ボランティア部は第二ボランティア部の同類……それどころか『第一』は『第二』をよりパワーアップさせた暴走集団だと……そう思ってる人さえ……」

「それは……ご愁しゆう傷しよう様さまです……」

　俺おれは思わずつぶやいた。

　第二ボランティア部をさらにパワーアップさせた集団って……

　それはもはや狂人の集まりではないのか。第二ボランティア部に所属している俺が言うのもなんだけど。

「私たちは普通のボランティア部！　行おこなっている活動もいたって真ま面じ目め！　だというのに、あなたたちが『第二』を名乗っているせいで多大な迷惑を被こうむっている！　というわけだから――」

　竹澤さんは石動先輩に向け、大声で告げた。

「――改名を要求するわ！」

「……ほへ？」

　先輩は首をかしげながら、

「改名？」

「そうよ！」

　竹澤さんは大きくうなずく。

「あなたたちが『第二ボランティア部』なんて名乗らなければ、私たちは理不尽な勘違いをされなくてすむ！　そういうわけだから、違う名前に変えてちょうだい！　いますぐに！」

「改名……第二ボランティア部を改名……」

　先輩はぼんやり言ったあと、

「なんであたしたちが改名なんかしなきゃいけないの？」

「だ、だからいま言ったでしょう!?　充分に説明したでしょう!?」

　竹澤さんはずいっと先輩に近づき、

「あなたたちのせいで、私たちボランティア部が迷惑を――」

「つーかさあ……」

　そこで、突然――

　石動先輩の気配が変わる。

　攻撃的な気配に。

「いきなり部室にやってきて、あたしたちのせいで迷惑してるとか難なん癖くせつけてきて、さらには改名しろだなんて……あんたいったい何様のつもりなのよ？　あんまふざけたことばっかり言ってると――ぶち殺すわよ？」

　先輩から放はなたれる超一流の殺気……

　お、おお、端から見てるだけで怖すぎる……

　そんな殺気をもろに受ける竹澤たけざわさんは――

　両腕を組み、威風堂々とそこに立ち、石動いするぎ先輩の眼光鋭い目を平然と見返していた。

　俺おれは驚嘆した。

　あの高濃度の殺気を真正面から……

　あの人すげえ！

　ちょっと尊敬してしまいそうだ！

　とか思っていたのだが――

「…………」

　竹澤さんは急にくるりと半回転して後ろを向くと。

　部室の隅に移動し、膝ひざを抱かかえてその場にしゃがみ込んだ。

　そして。

　小さく丸まった背中をガクガクブルブル震わせ、顔色を真っ青にし、顔面からだらだら汗を流し、瞳ひとみに涙をにじませながら、

「な、なによあの子の目つき……カタギの目じゃないあれは絶対に人を殺したことのある人の目つきよ……こ、ここ、怖すぎて手足の先の感覚がないもうイヤだイヤです帰りたいおうちに帰りたいベッドの上で頭から毛布をかぶって廃人のように眠り続けたいよぉ、ぐすん、ひっぐ、ふえ……」

「……へ？」

　あんぐりしながら、部室の隅で怯おびえた小動物のように震える竹澤さんの姿を見つめる。

　あの……

　さっきまでの威勢はどこに行ったんですか……？

　が、竹澤さんはハッとするように顔を上げると、

「ダ、ダメ！　こんなんじゃダメ！　私はボランティア部の部長、竹澤明あ姫き……部活のために、部員のために、しっかりしなきゃいけないのよ……」

　――制服の胸元から、小さな人形を取り出した。

　折りたたんだ携帯電話を一回り大きくしたぐらいのサイズの人形。

　白いワンピースを着ていて、ウェーブのかかったくすんだ感じの金髪で、あと……なんか、目つきが変に垂たれ目で、小こ憎にくたらしい顔に見える。お世辞にもかわいいとは言い難がたい人形だった。

　竹澤たけざわさんはその人形に向かって――

「ね、ねえ、ジェニファー……あの人、鬼のような目で私を睨にらんでくるの。わ、私、すごく怖くて……」

『大丈夫にゃ。明あ姫きは強い子なんだから大丈夫だにゃ』

「そ、そう？　でもとっても恐ろしくて不安で……」

『心配いらないにゃ。だって、明姫はいつも強気で元気で明るくてポジティブで頼りがいがあって社交性があって優しくて……とにかく完かん璧ぺきで完全な女の子にゃんだから！　だから、明姫はあんな奴やつなんかにゃあ負けないにゃ！』

「そうよね！　私は完璧で完全な女の子！　あんな奴の脅おどしには屈しない！」

『その意気にゃ！　明姫なら大丈夫！　明姫ならできる！　だからがんばるにゃ！』

「うん、私がんばる！　ありがとうジェニファー！」

『イエス、明姫キャンにゃ！』

　……言っておくが、竹澤さんは誰だれかと会話をしているわけではない。

『ジェニファー』という名前の人物が唐とう突とつに登場してきたわけではない。

　竹澤さんは、小こ憎にくたらしい顔の人形に向け、話しかけているのだ。

　それに応こたえている『ジェニファー』の声も竹澤さん自身のもの……

　つまり竹澤さんは一人で会話を演じている。












　一人二役のような感じで。

「…………」

　俺おれは思った。

　マジ怖いと。

　やがて――

　竹澤たけざわさんは人形を胸の谷間に収納するようにしまい、すくっと立ち上がると。

　先輩のほうに近づき、背筋をまっすぐ伸ばし、キッと強気な表情を浮かべ、

「ぶち殺すですって？　ハッ！　この私がそんな陳腐な脅おどしに屈すると思っているの!?　私は――ボランティア部の部長、竹澤明あ姫きは、あなたが改名の申し出を受けるまで絶対にここを動かないわっ！」

　そのとき。

　ボランティア部の男子部員の一人がこそっと俺たちに向かって、

「部長は……本当は、すごく臆おく病びようで気が弱くて意志薄弱でネガティブで引きこもり気質な人なんです……チキンハートでガラスハートなお人なんです……」

「え……？」

「でも、ボランティア部の部長に選ばれたときから『自分は部長として部員たちを引っ張っていかなければならない、強いリーダーシップを発揮できる完かん璧ぺきな部長にならなければならない』って思いこんで……でも、部長は本質的にそんなしっかりした人じゃないから、そういう完璧な部長にはなりきれなくて……」

　男子部員はため息をつき、

「そのプレッシャーのせいか、なにか精神的ダメージを負おうような事態に遭遇すると、お気に入りの人形である『ジェニファー』に慰なぐさめてもらうという謎なぞの行動をするようになって……」

「…………」

　えーっと……

　なんか、あまりにもヤバげな感じすぎてなにも言えないのですが……

　部員の一人が、

「あんな部長のアレコレに免じて、改名に応じてくれませんか？　お願いします」

「いや、あの……俺は別にいいんだけど……」

　石動いするぎ先輩がなあ……

「改名なんか絶対にしないわ！　絶対に！」

　あんな調子だし。

「改名なんかしたら、これまで『第二ボランティア部』という名前が築いてきた実績がなくなっちゃうじゃない！　第二ボランティア部というブランドイメージを大切にするためにも、改名なんかできないわ！」

　実績なんてほとんどないですし、ブランドイメージ――って言葉も微妙に変だけど――ってのもまったく築けていないどころか悪いイメージしかないような気が……

　だから、むしろ改名して一からやり直したほうがいいと思うんだけど……

　石動いするぎ先輩はそうは思ってないんだろうなぁ。

　石動先輩は鋭すぎる眼光で竹澤たけざわさんを睨にらみ付け、底冷えのするような声で、

「というわけだから、さっさとここから立ち去りなさい」

「…………」

「いますぐ出て行けよ、オラ。出て行かないとあばら骨を蝶ちよう々ちよ結びにするわよ」

「…………」

　竹澤さんはなんのリアクションも起こさず、先輩の前に立ちつくしている。

　よく見ると――

　竹澤さんは立ったまま白目をむいていた。

「あああああ!?　部長が立ったまま気絶を!?」

「ぶ、部長、しっかりしてください！　気を確かに！」

　ボランティア部の部員たちが慌あわてて竹澤さんに近づく。

　竹澤さんはハッと気が付くと、また部室の隅に移動し、小さくしゃがみ込み、人形に向かってぶつぶつつぶやく。

「い、いけない、私ったらつい……」

『うっかり気絶しちゃったんだにゃ。明あ姫きは本当にうっかりさんだにゃ』

「本当にうっかりさんよね……気を付けないと……」

『でも、あんな怖い女の前でうっかり気絶できるなんて、逆に器うつわが大きい気がするにゃ。明姫はすごいにゃ』

「そ、そんなことないと思うけど……えへへ……」

　うん、本当にそんなことないと思うよ……

「ジェニファーってなんなの？　あいつのもう一つの人格？　あと、なんで語尾が『にゃ』なの？　なんか全体的にキモッ」

「せ、先輩……そこはいろいろアレげな感じなので、あまりツッコまないほうが……」

　先輩はほんと容赦ないなあ……

　竹澤さんは――

　懲こりずに先輩の前に立ちはだかると、

「どうしても改名には応じないというわけね？」

「しつこいわね。何度もそう言ってるじゃない」

「……でも、あなたたちのせいで私たちの活動が阻害されているのも事実。このまますごすごと帰るわけにはいかないわ。というわけで――」

　竹澤たけざわさんはキッと先輩を見み据すえると、

「――勝負をしましょう」

　と、告げた。

「……勝負？」

「そうよ」

　竹澤さんはうなずく。

　そして威勢よく、

「改名をかけて――勝負するのよ！」

「改名を……？」

　ボランティア部と第二ボランティア部で勝負を執とり行う。

　負けたほうは部活名を変えなければならない。

　どんな名前に変えるかは、勝ったほうが決めることができる。

「このまま平行線の話し合いを続けるよりも、勝負をしてすぱっと決めましょうよ」

「勝負ねえ……」

　先輩はちょっと考えたあと、

「まあ、いいわよ。あたしたちがあんたらに負けるわけないし。――その勝負、受けてやろうじゃないの！」

　と、言った。

　……先輩ってけっこう勝負事が好きだよな。

　こういう勝負をふっかけられて、先輩が断ったところを見たことがない。『自分は絶対に負けない』という根拠のない自信でもあるのだろうか。

「……あたしは、巨乳には絶対に負けない」

　あと、今回は完全なる逆さか恨うらみも含まれているようだ。

　と――

「なかなかおもしろい展開になってきたな」

　そう言ったのは、みちる先生だった。

　そして、

「では勝負の方法を決めようか。……ここにいる全員が、どんな勝負で勝敗を決めればいいかを考え、その勝負内容を紙に書く。それを箱の中に入れ、くじ引きのように誰だれかが引く。そこに書かれていた内容で勝負をする。そういう感じでどうだ？」

　なんか勝手に仕切りはじめた。

　いきなりしゃしゃり出てきたみちる先生に、ボランティア部の部員たちは少し戸惑っていたようだが、

「……まあいいわよ、それで。基本的にはね」

　と、竹澤たけざわさん。

「ただし。勝負の内容はボランティアに関連することにすること。両者とも『ボランティア部』を名乗っているんだから、そこぐらいは縛りを入れましょう」

「まあ、そうだな。美み緒おもそれでいいか？」

「オッケー」

　先輩はうなずく。

　というわけで、勝負内容は基本的にみちる先生の案を採用することになった。

　みちる先生がいきなりしゃしゃり出てきたのは……単におもしろそうなことになりそうな気がしたからだろうな。この人はそういうことには敏感だから。

　みちる先生を含めた第二ボランティア部の四人――厳密に言えばみちる先生は第二ボランティア部の部員ではないのだが――そしてボランティア部の五人が、勝負内容を紙に書いて箱に入れる。

　当然、みんな自分たちの部活に有利な勝負内容を書いていることだろう。

　ちなみに俺おれは『ゴミ拾い対決』と書いた。

　一定の範囲のゴミを、どちらの部活が早く拾い集められるか。

　この勝負だったら、神しん速そくの俊敏性を誇る石動いするぎ先輩がいるこちらのほうが有利だと思ったのだ。ちゃんとボランティアに関連することだし。

　――箱の中から紙を選ぶのは石動先輩ということになった。

　第二ボランティア部よりもボランティア部のほうが人数が一人多いから、そこのところの不利を帳消しにするためという理由らしい。

「よーし、選ぶわよ！　選んじゃうわよ！」

　先輩は丸い穴の空あいた正方形の箱の中に、ずぼっと右手を突っ込む。

　ちょっとのあいだごそごそしたあと、

「よし、これに決めたわ！」

　一枚の紙を選び、高く掲かかげた。

　そこには――

『バンド対決』

　と、書いてあった。




　バンド対決――

　バンドってのは……

　あの音楽とかやるバンドってこと？

　いったい誰だれがそんな勝負を書いたんだ？

「あ、わたしが書いたやつだ」

　と、ボランティア部の女子生徒が言う。

　すると、

「でかしたわ！　これでこの勝負、私たちの勝ちね！」

　竹澤たけざわさんが喜き色しよくのこもった声で言う。

　でも、バンド勝負で勝ちを確信するってのはいったい……

　竹澤さんは自信満々な顔で、

「私たちは、たまに老人ホームとかの施設でバンド演奏をすることがあるのよ。もちろんボランティア活動の一環として」

　と、告げた。

「部員たちが、たまたま楽器経験のある人たちばかりで……それで、バンド演奏で施設を回ろうかという話になって……そんなことをもう半年ぐらい前から続けているわ」

　えっへん、という感じで胸を張る。

　その動きに連動して、とても大きな胸がぷるんと揺れる。

　石動いするぎ先輩がちょっとイラッとした顔をしたように見えた。

　なるほど、だからあの子は『バンド対決』と紙に書いたのか。

　実際にボランティア活動の一環としてバンド活動をしているのだから、「それはボランティアには関連していない」と言うこともできない。歌手がボランティアで歌を披ひ露ろうするというのはよく聞く話だし。

　竹澤さんは先輩を見ながら、

「あなた、バンド活動の経験は？」

「……ないわ」

　すると、竹澤さんはにやっと余裕の笑みを浮かべる。

　先輩の眉まゆがさらに鋭角になる。

「これはもうわざわざ勝負をするまでもないかもね」

　竹澤さんは完全に上から目線で言ってくる。

「勝負をしても時間の無駄だから降参したら？　そのほうが無駄な労力を使わなくてすむわよ？」

　竹澤さんがそう言うと。

「てめえ……あんまなめたことばっか言ってると……」

　石動先輩は悪鬼のような表情で竹澤さんを睨にらみ付けながら、

「その無駄に巨大な乳をもぎ取るわよ……っ！」

　その右手で竹澤さんの胸を乱暴に掴つかんだ。

　掴んだだけではなく、ねじ切ろうとでもするようにぎゅいぎゅいと捻ねじったりする。

「――っ!?」

　竹澤たけざわさんの両目が大きく見開かれる。

　部室にいる俺おれたちは絶句する。みちる先生だけは冷静にデジカメを取り出し、その光景を撮影している。

　公衆の面前で胸を乱暴に掴つかまれる。

　気が弱くてネガティブな女の子にとって、これは相当にキツいと思うのだが……

　竹澤さんは――

「お、おぱい、いた、べぶ……ねじき、ばぬぽ、べら、にゃ……」

　なんか意味不明なつぶやき声を発したあと、立ったままカクンと首を横に倒した。

　ジェニファーに話しかける間もなく精神が終了した。

　口から魂的なものが漏もれているように見えるのは……幻覚だよね、うん幻覚に決まってる幻覚ということにしておいてください。

「ぶ、部長!?　ぶちょおおおおーっ！」

「ああ、これはマジでやばい！　しっかりしてください！」

「ショ、ショック死だけは勘弁してーっ！」

　ボランティア部の面々が血相を変えながら竹澤さんのもとに集まる。

　ボランティア部の女子生徒の一人が、

「い、石動いするぎさん！　これ以上はほんとにもう部長の精神が耐えられませんので――」

「うるせえ！　つーかてめえもけっこう胸が大きくてムカつくのじゃあああああ！」

「ひ、ひきゃああああああああああああ!?」

　先輩は左手でその女子生徒の胸を揉もみしだく。

　せ、先輩、いったいなにを……

「どいつもこいつも――なんでそんなに胸がでかいんじゃーいっ！」

　先輩は竹澤さんと女子生徒の胸から両手を放はなすと――

　右手で、もう一人のボランティア部の女子生徒の胸を、

「な、なな、なにをおおおおおおおおおおお!?」

　そして左手で――結野ゆうのの胸を乱暴に掴んだ。

「にゃはう!?　み、みみみ美み緒おさん、なんでわたしまでえええええ!?」

「Ａカップ以外の胸はぜんぶ消滅してしまええええええ！」

　どういうスイッチが入ってしまったのかはわからないが、石動先輩はもう最悪な感じに暴走しちゃっていた。

　ボランティア部の男子生徒は恥ずかしそうにもじもじし、みちる先生は活いき活いきした表情で先輩が女子たちの胸を揉みしだく光景をデジカメで激写している。おそるべきカオス空間だった。

　俺おれはその光景から目を逸そらしながら、つぶやく。

「それにしても……バンド対決か……」

　うーむ……

　なんというか、勝てる気がまったくしません。




　勝負内容はバンド対決に決定した。

　次に決めるのは、勝負の決行日。

　その日時はあみだくじで決めた。

　明日。

　三日後。

　一週間後。

　二週間後。

　この四つのうちのどの日にするか決めることになって――

　先輩があみだくじを選んだ結果。

　――勝負は一週間後に決まった。

「……まあ、明日や三日後じゃないだけマシね」

　と、先輩はつぶやく。

「次に決めなければならないのは、勝敗の判定方法だな」

　みちる先生は言った。

　これも、おもにみちる先生が決める。

　決着をつける場所は体育館。

　体育館に、お互い向かい合う形で簡易的な特設ステージを作る。

　その特設ステージのあいだ、ちょうど中間の場所に、横に線を引く。

　そして、部活などで学校に来ている生徒たちに『いまからボランティア部と第二ボランティア部による特別ボランティアライブを行うので体育館に集まってくれ』と校内放送で告知する。

　勝負の開始時間になったら、ボランティア部と第二ボランティア部が同時にバンド演奏をはじめる。

　演奏が終了したら、お互いのステージ周りに集まった観客の人数――つまり、中間の場所に引いた線の内側にいる生徒たちの数を計測し、その人数の多いほうが勝者。

　勝者は敗者の部活名を自由に変えることができる。

「とまあ、こんな感じだ」

　と、みちる先生。

　石動いするぎ先輩も竹澤たけざわさんもその判定方法に異論はないようで、黙ってうなずく。

　あと、もう一つ決めなきゃいけないことが。

　それは。

　勝負する曲をコピー曲にするかオリジナル曲にするか。

　ボランティア部はオリジナル曲を希望し、俺おれたち第二ボランティア部はコピー曲を希望した。ボランティア部には何曲かオリジナル曲があるらしい。

　もちろん俺たちにはオリジナル曲なんて存在しない。あるわけがない。

　だから、俺たちはコピー曲での勝負を希望した。

　というかコピー曲での勝負じゃないとやばい。

　いや、バンド対決ってだけでもう絶望的にやばいのだが、さらにオリジナル曲での勝負となると……これはもう本当に降参したほうがいいかもしれない。

　コピー曲とオリジナル曲。

　どちらにするかは両方の部活の代表者によるジャンケンで決めることになった。

　第二ボランティア部の代表者はもちろん石動いするぎ先輩。

　ボランティア部の代表者は副部長である二年生の男子。

　なぜ竹澤たけざわさんが代表者ではないかというと――

「……ぶつぶつ……ぶつぶつぶつぶつ……」

　先輩に胸を揉もみまくられた竹澤さんは、部室の隅にしゃがみ込み、半分死んでいるようなどよーんとした顔で、小こ憎にくたらしい顔の人形に向かってぶつぶつつぶやき続けるだけの生命体と化してしまっているからだった。

「みんなのまえで……しょたいめんのだんしもいるまえで……あんならんぼうにむねをもみまくられて……もうしにたいしにたいしにたいしにたい――」

『し、しっかりするにゃ、明あ姫き！　なんかもう目が死んでるにゃ！　いや、目だけじゃなくて全体的に死んでる感じだにゃ！』

「だ、だだ、だって、あんな恥ずかしいこと……ひっぐ、うえっぐ……」

『泣けばいい、いまは思いっきり泣けばいいにゃ。いっぱい泣いたら、またいつもの強気で明るく元気な明姫に戻るんだにゃ！　みんなそれを望んでるにゃ！』

「で、でで、でも……あんなひどい屈くつ辱じよくを受けた私のハートは完全にブロークン……ブロークンマイハート……」

『壊れたハートのカケラを、このジェニファーが拾い集めて、いつもの光り輝く明姫のハートに修復するにゃ！　だから大丈夫だにゃ！』

「ジェニファー……ありがとう、ジェニファー……」

『お礼なんていらないにゃ！　だってジェニファーは明姫の親友にゃのだから！』

「ジェ、ジェニファ――っ！」

『あ、明姫ーっ！』

　やっぱりいろいろアレげな感じの竹澤たけざわさんを横目に、ジャンケンが行おこなわれ――

　石動いするぎ先輩は、

「ぐ……ま、負けちゃったわ……」

　見事に負けてしまいました。

　というわけで――

　勝負内容は両者の部員によるバンド対決。

　勝負の決行日は一週間後。

　どちらも自分たちで作詞作曲したオリジナル曲を演奏すること。

　――という感じに決まった。

　なんか……

　かなり第二ボランティア部にとって不利な勝負になったな。

「勝負はオリジナル曲に決まったのね！　でかしたわ副部長！」

　ジェニファーからの慰なぐさめで復活を遂とげた竹澤さんは、満面の笑みを浮かべながら言う。

　そして。

　竹澤さんは背筋を伸ばし、キッと凛り々りしく表情を引き締めると、再び先輩の前に立つ。

　両腕を固く組んでいるのは……胸をガードするためだろうか。

　まあ、あまりに豊満すぎるのでガードしきれていないのだが。

「公平なクジの結果、バンド対決で勝負ということに決定したわ」

「まあ、そうね……」

　と、先輩はちょっと不服そうな顔で告げる。

　竹澤さんは顎あごを持ち上げ、先輩を見下ろすようにしながら、

「負けたら改名。この約束は絶対に守りなさいよ」

「あんた誰だれに向かってほざいてると思ってんのよ？　約束は守るわ」

　先輩の言葉に、竹澤さんは満足そうにうなずく。

「それじゃあ、一週間後を楽しみにしているわ」

　竹澤さんはそう言い残すと、颯さつ爽そうと部室から去っていった。ボランティア部の面々を引き連れながら。

　うーむ、普通時の竹澤さんは本当に凛々しく強気で自信満々な女性に見えるのだが……

　人間ってのはパッと見ではわからないものだな。

　いや、パッと見だけでもそう見えるようにがんばった結果なのかもしれないけど。

「クソ……不利な勝負になったわね……」

　先輩はぎしぎし奥歯を噛かみしめながらつぶやく。

　そして。

　くるっと振り返り、俺おれたちのほうを見ると、

「みちる姉ねえ！」

「なんだ？」

「みちる姉、なんか楽器の経験は!?」

「まったくない」

「嵐子あらしこ！」

「……ピアニカすらまともに吹けません」

　みちる先生と結野ゆうのは楽器の経験はまったくないらしい。

　まあ、なんとなくそんな気はしていたが。

　石動いするぎ先輩は最後に俺おれのほうを見ると、

「ブタロウ！　もちろんあんたは楽器の経験あるわよね!?　プロ級の腕前を持ってたりするわよね!?」

「いえ、俺も楽器の経験はありません」

「全滅かよクソがああああああ！」

「ぎょ、ぎょええええ!?　な、なんで俺だけアイアンクロー!?」

　先輩の五本の指が頭ず蓋がい骨こつを粉砕する勢いでえええええ、はあ、はあ、はあ……

　先輩はぽいっと俺の体を投げ捨てると、

「ちっ。あたしも楽器なんかやったことないし……こいつはマジでまずいわね……」

「あ、あひょひょにょろ～」

　俺は気持ち悪く身み悶もだえている。

「美み緒お」

「なに、みちる姉？」

「そもそも私は、この勝負には参加できない」

「えっ!?　なんで!?」

「なぜなら、私は保健医で第二ボランティア部の部員ではないからだ。生徒ではない者が勝負に参加することを相手は認めないだろう」

「あ、そっか……」

　先輩は呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「じゃあ、あたしたちは三人だけで勝負をしなきゃいけないの……？　ただでさえ素人しろうとしかいないってーのに、人数まで減ったら……」

　先輩はかなり難しい顔をしている。

　そのとき俺は、ふとあることを思い出した。

「あ、そうだ……」

「なによ、ブタロウ？」

「辰吉たつきちの奴やつなんですが、あいつ中学のときちょっとだけベースをやってたんですよ。なんか従兄弟いとこにお古をもらったから、ちょっとやってみようかなと思ったらしくて……まあ、数ヶ月くらいでやめちゃってベースも誰だれかに譲ったらしいんですが一応は経験者――」

　俺おれが言い終わるよりも早く――

　先輩は疾風のような速さで部室を出て行った。

　そして戻ってきたときには、

「な、なななんですか石動いするぎ先輩!?　いきなり部室に来いってなんなんすか!?」

　辰吉たつきちと一緒だった。

　辰吉は制服の後ろ襟えりを掴つかまれ、引きずられるようにして部室に入ってきた。

　たぶん……というか絶対、料理部が活動している家庭科室から拉ら致ちしてきたんだな。

　春休みなどの長期休み中、料理部は毎日は活動していないと前に辰吉が言っていたが、今日は運悪く料理部が集まっている日だったか。

　後ろ襟を掴んでいた先輩は、投げ捨てるように辰吉を解放する。

　尻しり餅もちをついた辰吉を見下ろしながら、

「葉山はやま」

「な、なんすか？」

　辰吉は微妙にオドオドした様子で尋たずねる。

「あんた、あたしたちのバンドのベースをやりなさい」

「……は？」

　――困惑する辰吉に、これまでの経いき緯さつを説明する。

　ボランティア部とバンド対決をすることになったこと。

　負けたら改名させられてしまうこと。

　うちは素人しろうとばかりで、しかもみちる先生が参加できないから、メンバーが三人しかいないこと。

「そういうわけだから、経験者であるあんたにベースをやってもらおうと思ったのよ」

　先輩は傲ごう慢まんな様子で告げる。

　辰吉はぽかんとしながら、

「でも……俺は第二ボランティア部の部員じゃあないんですが……」

「大丈夫よ、あんたは」

「なにが大丈夫なのかさっぱりわからないんですが……」

　うん、俺もわからない。

　まあみちる先生だと完全にアウトだけど、辰吉だったら桜さく守らもりの生徒なのでたぶんバレないとは思うけど。それに、辰吉は第二ボランティア部と縁もゆかりもない人物というわけでもないし。

「ごちゃごちゃ言わずにやりなさい。これは命令よ」

「あの……もし断ったら俺おれはどうなるんですか？」

「…………」

「わ、わかりました！　その無言の視線でわかりました！　やります、やりますよ！」

　い、いまの先輩の顔、すげえ怖かった……

　あれは誰だれでもビビるよな……

「よし、とりあえず編成はこの四人でいきましょう！」

　と、石動いするぎ先輩は大声で言う。

「次は演奏する楽器のパートを決めないとね。ベースは経験者の葉山はやま。あとは……」

「普通に考えれば、ボーカル、ギター、ドラムだろうな」

　みちる先生が無表情で告げる。

「うん、そうね！」

　先輩はうなずき、顎あごに手を当てながらちょっと考えたあと、

「……やっぱり一番大切なのはボーカルよね。バンドの華だし。ボーカルがゴミだとほかがいくらがんばっても勝つのは難しいわ」

「ふむ、美み緒おの言うとおりだな」

「というわけだから――」

　先輩は俺たちを見ると、言った。

「いまから誰をボーカルにするか決めるわ！　ついでにほかの楽器のパートも！」

　俺は首をかしげながら、

「どうやって決めるんですか？　クジ引きとかで？」

「この救いがたいドアホが！」

「がばちょおおおおおおおお!?」

　先輩に顎を蹴けり上げられた俺は、派手に後ろに吹っ飛んだ。

　き、きもちよすぎてもんぜつ～あへ～っ！

「一番大切なボーカルをクジ引きなんかで決めるわけないでしょうが！　てめえは七回ほど生まれ変わってそのアホさを浄化してこい！」

「しゅ、しゅみまふぇん……」

　俺はにょほにょほ気持ち悪い笑みを浮かべながら言う。

「ほかの楽器はともかく、ボーカルはもっとも適性がある人間がやるべき！」

　先輩は告げる。

「その適性を審査するため――いまからカラオケボックスに行くわよ！」




　部室から出て、校門を抜け――

　俺たちは、桜さくら守もり高校から一番近い場所にあるカラオケボックスに向かうことになった。

　俺おれ、石動いするぎ先輩、結野ゆうの、みちる先生、辰吉たつきちの五人は、案内された部屋に入る。

「この五人でカラオケボックスに……」

　なんというか、すげえ新鮮だった。

　新鮮すぎて不気味なくらいだ。

　先輩は部屋の中をきょろきょろ見回しながら、

「へえ、これがカラオケボックスってやつなんだ……」

「え？」

　俺は驚きながら、

「先輩……もしかして、カラオケボックスに来たのはじめてなんですか？」

「そうよ。悪い？」

「悪くはないですけど……」

　この人、カラオケボックスに来たことないのに、適性を審査するためにカラオケボックスに行くとか言ったのか。

「カラオケに来るの久しぶりだなぁ……」

「私もかなり久しぶりだ」

　結野とみちる先生はカラオケボックスの経験はあるらしい。

　もちろん俺も辰吉も経験はある。ちょっと前に辰吉と来たばっかりだし。

　先輩は言う。

「来たことないけど、カラオケボックスが歌を歌う場所だってことは知ってるわ！　というわけで、ここでみんなに歌を歌ってもらい、誰だれがバンドのボーカルにふさわしいか審査するのよ！」

　おお、先輩にしては正しい行動と選択のような気がする。

　みちる先生は教師なのでバンドには参加できないので審査はなし。

　辰吉はベース担当なのでボーカルは除外。

　ベースを弾ひきながら歌うというのもなくはないが、そこまで要求するのはさすがに酷こくだろうし、部員ではない辰吉にそんなにウエイトがかかってしまうのもどうかと思うし。

　というわけで。

　ボーカル候補は、俺、先輩、結野の三人のうちの誰かということに。

　先輩が、

「じゃあまずは嵐子あらしこが歌いなさい！」

「ええっ!?　わ、わたしですか？」

　結野は驚いた顔を見せる。

「一番最初に歌うのは、ちょっと緊張する……」

　そんなことをつぶやきながら、結野は選曲のためのリモコンを操作する。

　結野ゆうのはいま流は行やりの女性ミュージシャンが歌っているポップソングを選んだ。

　すくっと立ち上がり、両手でマイクを持ち、

「で、では、歌います」

　わざわざそんな前置きをし――

　歌いはじめた。

　口を大きく開け、歌声を発する。微妙に体を左右に揺らしながら。

　なんか、すごく楽しそうに歌っているように見える。

　歌声もかわいらしくて、けっこううまい。

「おお！　いいじゃない、嵐子あらしこ！　これは嵐子で決まりかもね！」

「そ、そんなたいしたものじゃあ……」

　結野はちょっぴり照れながら、椅い子すに座る。

「次はブタロウよ。さっさと歌いなさい」

「は、はい」

　俺おれは歌い慣れている曲をリモコンで選曲する。

　そして歌う。

「……普通ね」

「可もなく不可もなくだな」












「わたしはいいと思いますけど。タローの歌声ってこんな感じなんだぁ……」

「ボーカルを任せられるほどじゃあないかもな」

　先輩、みちる先生、結野ゆうの、辰吉たつきちが続けて言う。

　俺おれの評価は普通。

　特にうまくもなければ下へ手たでもないレベル。

　まあそれは自分でもわかってたことだけどね……

　俺が歌い終わったあと、みちる先生が、

「では、最後は美み緒おだな」

「あたし？」

　先輩は自分の顔を指差しながら、意外そうな顔をする。

「でもあたし、知ってる曲なんてほとんどないわよ。あんまり音楽とか聞かないし」

「そうか。でもなにか一つぐらい歌える曲があるだろう？　いや……そうだ、あれを歌えばいい。『バキューム』の歌を」

　先輩は両目をぱちぱちさせながら、

「バキュームって……前に、チビッコの発明したバーチャル世界内でみちる姉ねえが歌えって言ったあれ？」

「そうだ。まだ覚えているだろう？　あのとき覚えた曲のどれかを歌えばいい」

「まあ、あのとき覚えた曲は死ぬほど歌ったからまだ覚えてるけど……」

　先輩はつぶやくように言う。

　――以前、柊ひいらぎノアさんという天才少女が、バーチャル世界内でロールプレイングゲームを楽しむことができるという発明品を作った。

　いろいろあって俺たちはそのバーチャル世界内に向かうことになり、さらにいろいろあって石動いするぎ先輩と結野と柊さんはバーチャル世界内でアイドルユニット『バキューム』を結成することになったのだ。みちる先生のプロデュースで。

　あ、いちおう俺もバキュームには参加していました。三人に踏まれる台座として。

「そのときに歌ったアイドル曲を歌えばいい。アカペラで構わないから」

　と、みちる先生。

　ちなみに、バキュームの曲を作ったのはみちる先生ではない。みちる先生は全体的なプロデュースをしただけで、曲や歌詞などはほとんどバーチャル世界内にいるミュージシャンたちに依頼して作ってもらったらしい。

「アカペラか……まあ、歌えって言うんなら歌ってみるけど……」

　石動先輩はマイクを握る。

　そういえば、あのときはいつも三人一緒に歌っていたので、先輩一人だけの歌声というのは聞いたことなかったな。

「それと、一つ注文がある」

　みちる先生が言う。

　先輩はみちる先生のほうに顔を向け、

「注文ってなに？」

「あのときはアイドルらしくかわいらしい感じで歌ってくれと頼んだが、今回はそういう歌い方はしなくていい。大声でノビノビと、できれば激しい感じで歌ってほしい。ロックミュージシャンのように」

　先輩はちょっと困ったように口をへの字にしながら、

「……なんか難しい注文ね」

「そうだな。まあ、とりあえず大声で叫ぶように歌ってくれ。アイドルっぽさはまったく出さなくていいから」

「わかった。そう意識してみる」

　先輩はうなずき、すうーっと大きく息を吸った。

　そのとき俺おれは気付いた。先輩の握るマイクのスイッチが入っていないことに。

「先輩、マイクのスイッチを入れ忘れて――」

　言ってる途中――

　突然の爆音が鼓こ膜まくを貫通した。

「――っ!?」

　俺は思わず言葉を呑のみ込む。

　びっくりして反射的に両耳を押さえる。

　全身の皮膚がピリピリするような大音量。

　こ、これは……

　目の前には――右手で握るマイクに声を叩たたきつける石動いするぎ先輩の姿。

　体をくの字に折るようにして、嵐あらしのような大声で歌っている。

　大気を震わせるような爆音の歌声。

　まるで人の形をしたスピーカー。

　マイクのスイッチも入っていないというのに、なんという馬ば鹿かでかい声だ……

　でも――

「…………」

　俺は両耳を押さえていた手を、ゆっくりと離す。

　こんな大音量なのに……不快ではない。

　それは声自体が綺き麗れいで音程やリズム感がしっかりしているからだろうか。

　先輩の声量がすごいのは普段の感じからしてなんとなくわかるのだが、歌声にするとこんなに迫力があるなんて……

　一言で言うと、先輩の歌声は魅力的だった。

　まだまだ荒あら削けずりだが、人を引きつける魅力を持っていた。

「ふむ……私の見立ては間違ってはいなかったな……」

　と、みちる先生がつぶやくように言う。

　さすがバーチャル世界内で社会現象を起こした名プロデューサー。みちる先生は石動いするぎ先輩の歌声の魅力にすでに気付いていたのか。

　俺おれは心の中で思った。

　とりあえず、ボーカルは決定したな。




　ボーカルは石動先輩に決定した。

　あとはほかの楽器パートだが……

　石動先輩の才能を発掘した実績を頼った――というわけでもないのだが、みちる先生の独断で決めてもらうことにした。時間もないことだし。

「私が決めていいのか……ふむ、そうだな……」

　で、こんな感じになった。




　ボーカル：石動美み緒お

　ギター：砂さ戸ど太た郎ろう

　ベース：葉は山やま辰たつ吉きち

　ドラム：結ゆう野の嵐あらし子こ




「ほんとにあたしがボーカルでいいの？」

「俺はギターか……」

「ベースに触るのはマジで久しぶりだな」

「ドラム……が、がんばります……」

　俺たちはそれぞれ言う。

　すでにカラオケボックスから部室に戻っている。

「まあなにはともあれ、楽器のパートは無事に決まったわ！」

　石動先輩が満足そうに言い、

「あとは死ぬほど練習して、奴やつらボランティア部に勝つだけよっ！」

　ぐっと握った右みぎ拳こぶしを突き上げる。

「練習って……なんの曲を練習するんですか……？」

　と、結野が尋たずねる。

「へ？　それは……えっと……」

　先輩はしどろもどろになる。

　そうだった。

　今回の勝負は『オリジナル曲』対決。

　つまり。

　曲や歌詞も自分で作らなければならないのだ。

「…………」

　部室の雰ふん囲い気きがずーんと暗くなる。

　楽器のパートを決めて前進した気になっていたが、それは本当にちょっとした前進。一番重要かつ難題である『オリジナル曲』という壁を乗り越えなければ……

　うーん、いったいどうすれば……

　そのとき、みちる先生が、

「バーチャル世界内でアイドルたちに歌わせた曲の中で、私が作った歌も数曲ある。本当に数曲だけだが。鼻歌で作ったものをほかのミュージシャンに音符に起こしてもらったものが」

「え？　みちる姉ねえが作った曲が？」

「ああ。バキュームの曲の中にはなかったが。それをアレンジしてロック調にし、今回の勝負に使用するというのはどうだろうか？」

「そ、それはナイス案だわ！」

「でも、その曲の楽譜とかは残ってないんじゃあ……」

　結野ゆうのが言うと、みちる先生は、

「まずそのデータが残っていないか柊ひいらぎノアに尋たずねてみようではないか。残っていなかったら……そのメロディだけは私が覚えているから、音楽教師にでも頼んでメロディを音符に起こしてもらおう」

「とりあえずチビッコに頼みに行かないとね！」

　先輩は言うと、俺おれを指差し、

「ブタロウ！」

「は、はい？」

「あんたが発明部に行って頼んできなさい！」

「え……俺がですか？」

「あのチビッコと一番つながりがあるのはあんた！　だから、あんたが頼みに行ったほうがいいと思うのよ絶対！　つーわけだからさっさと行ってきなさい！」

「はあ……わ、わかりました……」

　まあ、このくらいのパシリは甘んじて受けよう。

　俺は部室を出て、発明部の部室に向かった。




　発明部の部室の前にたどり着く。

　その扉を開ける。

　部室の中には二人の人物がいた。

　頭の右側を結った小学生みたいな外見の少女。彼女は二年生の柊ひいらぎノアさん。ＩＱ２００以上という天才少女だ。

　もう一人は、線の細い整った顔立ちの少年。彼は一年生の日ひ村むら雪ゆき之の丞じよう。残念なロリコン野郎である。

　日村は部室の奥にある椅い子すに座らされている。

　なんかよくわからないけど手足を拘こう束そくされ、椅子から動けないようにされていた。

　そして頭にはヘルメットのような機材をかぶらされている。

　その前に、柊さんが立っている。手にはなにやらコントローラーのようなものを握っていた。

　日村は困惑した様子で柊さんを見つめ、

「ノ、ノア様、この仰ぎよう々ぎようしい機械はなんですか？」

「このロリコン矯正装置を使えば、日村も真人間になるです……スイッチオン！」

「ぎ、ぎゃああああ!?　脳みそにあり得ないほどの電流があああああ！」

「日村！　おまえの好みの女性のストライクゾーンは!?」

「じゅ、十歳以下あああああ！　ただしノア様は例外いいいいいい！」

「まだ全然なおってないです！　もっとパワーアップです！」

「ぎょおおおおおおおお!?　脳みそが発火するうううううううう！」

　……この二人は、いったいなにをやっているのだろうか。

　二人は自分たちのやってることに夢中で、部室に入ってきた俺おれには気付いていない。

　俺はおずおずと、

「あ、あの……柊さん、ちょっといいですか？」

「はい？」

　柊さんはくるっとこちらに振り返り、

「ほ、ほわっ!?　砂さ戸どくん!?」

　あせあせした表情になり、言う。

「どうして砂戸くんがここに……も、もしかして、ノアに会いたくなってとか……」

「ぐぐぐぎやおおおおおお!?　ノ、ノノノア様！　もじもじしながら適当にコントローラーをいじくってるから電流がとんでもないことになってばあああああああ！」

「もしそうだったら、ちょっとうれしいかもです……」

「ぼ、ぼぼぼぼぼくはちょっと死んじゃうかもですううう！」

　なんか日村ひむらがとんでもないことになっちゃってるが、それは無視して……

「柊ひいらぎさん」

「は、はいです！」

「ちょっと、柊さんに頼みたいことがあるんです」

「頼みたいこと……ですか？」

　柊さんは首を傾けながら、俺おれを見上げてくる。

　――俺は、柊さんに説明した。

　ボランティア部とバンド対決をすることになり、オリジナル曲を作る必要があること。それで、前に行ったバーチャル世界内でみちる先生が作った音楽のデータが残っていないか、そのデータをなんとか抽出できないか、それを頼みたくてここに来たこと。

「前に行ったバーチャル世界内の……」

「はい、なんとかなりませんか？」

　柊さんは「ちょっと待っててくださいです」と言ってから、部室においてあったパソコンに向かう。カタカタとキーボードを操作する。

　柊さんは難しい顔をしながら、

「あの膨大なデータ量の中から、あの一部分だけの音楽データを抽出……えーっと……」

「やっぱり無理そうですか？」












「大丈夫です」

　柊ひいらぎさんは真剣な顔をしながら、

「あのときはノアのほうがみんなにお世話になったですから、少しでも恩返ししたいし、それに……」

　言ったあと、少しだけ顔を赤くして、

「さ、砂さ戸どくんの頼みだから……ノアはがんばりたいんです……」

「柊さん……」

　柊さんはすごい勢いでキーボードを叩たたいている。

　やがて。

　柊さんは表情をゆるませ、

「あったです！　あのときのデータを見つけたです！」

「え、本当ですか？」

「はいです。じゃあ……歌のメロディ、あとギターパートの演奏とかを楽譜に起こしてプリントアウトするですね」

「そこまでしてもらって……ありがとうございます」

「これくらい、おやすいご用です」

　柊さんはにっこりと笑顔を見せる。

　うーん、柊さんは本当にいい人だなあ。

　柊さんは音楽のデータをプリントアウトした紙の束を俺おれの前まで持ってきてくれる。

　俺はほほ笑みながら、

「本当にありがとうございます。マジでたすかりました」

「そんなに感謝してくれるですか？」

「ええ、もちろん。すげえ感謝してますよ。なにかお礼をさせてほしいくらいです」

「じゃ、じゃあ……」

　柊さんはうつむき加減で言ってくる。

　なぜか顔を赤くしながら。

「お礼として……ノ、ノアの頭を撫なでてくれたりしたらうれしいです……」

「へ……？」

　俺がぽかんとしながら硬直していると――

「…………」

　柊さんの顔が湯気が出そうなほど真っ赤になっていく。

　こ、このまま放ほうっておいたら、柊さんの顔面が燃焼してしまう！

　そんな危機感を覚えた俺は、

「わ、わかりました……柊さんがそう言うなら……」

　柊ひいらぎさんのやわらかい髪の上にそっと右手を乗せ、顔の熱を冷ますような感じでゆっくりと撫なでた。

「これでいいですか……？」

「は、はいです！　ありがとです！」

　柊さんはまだ顔を赤くしたまま、とてもうれしそうな顔で言った。




　部室に戻った俺おれは、音楽データが残っていたことを皆に告げる。

　みちる先生はうなずき、言う。

「それは幸いだ。まあ、ギターパートなどは私が作ったものではないし、おそらく難易度が高すぎて君たちでは演奏不可能だろう。なので、その楽譜を音楽教師のところに持っていって、素人しろうとでも一週間ほど猛特訓すればなんとか演奏できるほどのレベルにアレンジしてもらおう。音楽教師の弱みはいろいろ握っているので、快こころよく協力してくれるだろう」

　おお……

　なんとか『オリジナル曲』の壁も乗り越えられそうだ。

　みちる先生の作った曲を使ったり、音楽教師に協力を頼むのはちょっとズルなような気がしたが……まあ、そこぐらいは大目に見てもらいたい。

　これで準備はなんとか――

「あ……」

　俺はハッと気付き、

「そうだ、俺たち楽器がない……」

「それはいまから部費で買いに行くことにしよう」

　みちる先生が言った。

　俺はきょとんとしながら、

「え、部費？　第二ボランティア部に部費なんてあったんですか？」

　と、尋たずねる。

「ああ。一応は正式な部活であるからな。これまでほとんど使ってこなかったから、貯ため込んだ部費がけっこうある。それで皆の楽器を買うことにしよう」

　部費なんて出てたのか……

　まったく知らなかった……

　俺たちは学校の外に出て楽器屋に向かった。

　一番近くにある楽器屋をネットで検索し、その店に向かう。

「楽器屋に入るのなんてはじめてだな……」

　その楽器屋には、当然ながら様々な楽器が置いてあった。

　俺たちはキョロキョロ楽器を眺めながら、店内を歩く。

「タ、タロー、見て」

　結野ゆうのが驚いた声を出す。

「なんだ？」

「このギター……五十万円もする……」

「ほ、ほんとだ……なんつー値段だよ……」

　やっぱ楽器って高いんだな……

　まあピンキリだと思うけど……

「君たちのレベルで道具にこだわりすぎてもあまり意味はないだろうからな。ほどほどの値段の楽器を揃そろえよう」

　と、みちる先生。

　確かにその通りだと思う。

　俺おれたちは楽器屋の店内を巡り、店員さんにいろいろ尋たずねながら、とりあえずバンド活動に必要な楽器や機材――ボーカル用のマイクとマイクスタンド、エレキギター、ベース、ドラム、音を大きくする機材であるアンプ、ギターの音を変えるエフェクターなどを購入した。

「よしっ！　もろもろの準備は整った感じね！」

　石動いするぎ先輩が威勢よく言った。

「じゃあ、今日から猛特訓開始よっ！　巨乳ひきいるボランティア部に勝つために！」

　そして。

　俺たちのバンド特訓ははじまった。




　夕方頃ごろまで部室で基礎的な練習をし、帰宅。

　夕食を食べ、風ふ呂ろに入ったあと、

「さて……ギターの練習するか……」

　自室でギターを抱かかえる。

　部費で買ったエレキギターを。

『家に帰ってからもちゃんと練習しなさいよ』

　先輩にそう言われ、家に持ち帰るように命令されたのだ。

　床の上にあぐらをかき、一人一人に渡されたオリジナル曲の楽譜――ではなく、その前の段階の基礎的な教本を開き、不器用な手つきで練習をはじめる。

「これがＦコード……Ｃコード……Ｄコード……」

　左指でギターの弦を押さえようとするが、なかなかうまくできない。

　つーか、指がつりそうだ。

「ギター、マジ難しいな……」

　でも、楽器の練習をするのはなんか新鮮で……

　意外と楽しいと感じている自分もいる。

　と、そのとき。

「太郎たろうちゃああああん！」

「姉貴!?」

　姉貴が突然ドアを開け、部屋に入り――

「太郎さあああああん！」

「母さん!?」

　母さんがなぜか窓から部屋に入ってきて――

　二人同時に俺おれに向かって猛ダッシュ、ぎゅーっと抱きついてきた。

「お、おまえら、いきなりなんなんだ!?」

「唐とう突とつに太郎ちゃんの体温が恋しくなったんだよぉ～」

「私もなんです～っ！　ああ、太郎さんの体、あったかい……」

「ええい、離れろーっ！」

　俺はぎゅいんぎゅいんと上半身を捻ひねり、姉貴と母さんを引きはがす。

「いやん！」

「あふぅ！」

　二人は床に投げ出される。

　まったく、こいつらはほんとに……

「アホ親子。さっさと部屋から出て行ってくれ。俺、いまちょっと忙しいんだ」

「太郎ちゃん？　ギターなんか持って、なにしてるの？」

　姉貴が首をかしげながら尋たずねてくる。

「ギターを弾ひけるようになるため、練習してるんだよ」

「どうしてギターを……？」

　母さんが訊きいてくる。

「それはまあ、いろいろあって……」

　一から説明するのは面倒なので、そう言ってごまかす。

　と――

「ハッ!?　ま、まさか！」

　姉貴が急に顔を青くした。ん、どうした？

「まさか……太郎ちゃん、女の子にモテるためにギターを……」

「そんな理由じゃねえよ！」

「だって、ギターを買ってロックバンドを組んだのは女の子にモテたいと思ったからだとか、男の子がそういう話をするのをどこかで聞いたことあるもん！　太郎ちゃん、どうして!?　いまのままでも充分お姉ちゃんにモテモテなのに、どうして!?」

「だから、そういう理由じゃないって言ってるだろうが！」

「じゃあ、証拠を見せてよ！」

「証拠？」

「うん！　女の子にモテるためにギターをはじめたんじゃないというその証拠に――」

　言ってる途中、姉貴はぴょんと俺おれの腕の中に飛び込んでくる。

「うおお!?」

　俺は反射的に姉貴の体を抱かかえてしまう。お姫様だっこするような形で。

　姉貴は俺の顔を見上げ、

「その証拠に、お姉ちゃんの体を弾ひいて！」

「へ……？」

「お姉ちゃんの体をギターに見立てて、おっぱいを弦の代わりにして、思いっきり弾いて！　揉もみしだくように弾いて！　さあ早く！」

「なぜそれが証拠になる!?　頭がおかしいのか!?」

「まずはＤコードを弾けばいいと思うよ！　なぜならお姉ちゃんのおっぱいがＤカップだから！　そしたらお姉ちゃんは『あ、あ～ん、いいよ太郎たろうちゃーん！』と甘かん美びなサウンドを響かせるよ大声で！」

「わけわからんことを連続で言ってんじゃねえええええ！」

　俺は叫びながら、姉貴の体を放ほうり投げた。

「やれやれ……騒がしいですね、静香しずかさん」

　落ち着いた声でそう言ったのは――母さんだった。

　母さんは余裕の笑みを浮かべながら、

「太郎さんがギターをはじめた理由。そんな簡単なこともわからないんですか？」

「お、お母さんにはわかるっていうの？」

　姉貴が床に倒れながら尋たずねる。

「ええ、もちろん」

　母さんはうなずき、

「太郎さんがギターをはじめたのは……ラブソングを作るためです！」

「は？」

　俺は首をかしげる。ラブソングを作るため？

「私への愛を歌った、情熱的なラブソングを！」

　母さんは自信満々な様子で言った。

「その証拠がこれです！」

　母さんは一枚の紙を差し出してくる。

　そこにはこんな詩が書いてあった。

『ああ、智子ともこ　俺おれの愛する智子　おまえはどうしてそんなにハイパー美しいんだ　俺は、砂さ戸ど太た郎ろうは、一生おまえを愛し続けるぜウヒョー！　おまえと出会えた奇跡に乾杯　そしてハッピーバースデー＆メリークリスマス　しかもハッピーニューイヤーでゴールデンウィーク』

「なんだこれ!?」

　俺は紙を両手で掴つかみながら叫んだ。

「それは太郎さんが自分で書いた私への愛の詩じゃないですか。うふっ」

「俺がこんなの書くわけねえだろ！　あと、なんで最後のほうはおめでたい感じの行事ごととかを羅ら列れつしてんの!?」

「そうだよ、お母さん！　しかもこの字、完全にお母さんの筆跡じゃない！」

「う……バレましたか……」

　むしろバレないと思っていたのだろうか。

　俺はため息をつく。

「でも……」

　姉貴が深刻な顔でつぶやく。

「もし本当にラブソングを作るためとかだったらどうしよう……」

「えっ、私へのラブソングをですか？」

「お母さん、神しん速そくで死んで。……クラスに誰だれか好きな人がいて、その人のためにラブソングを作って……そういう手法で口く説どこうと……」

「な……そ、それは考えていませんでした……」

　姉貴と母さんの顔が青くなる。

　全身がガクガクブルブル震え出す。

「も、ももも、もしそうだったら……そうだったら……おばあああああああああ！」

「そ、そそそ、そんなこと……げ、げぶぶ……げびゃらあああああああああああ！」

　姉貴と母さんは苦痛に顔を歪ゆがませながら、床に倒れた。

「ぬおおおおおおお!?」

　いきなり倒れた二人を見て、俺は驚きの声を上げる。

　二人は胸と首を押さえながら苦く悶もんの表情を浮かべている。まるでなにかの毒物でも飲んじゃったみたいになっていた。

　姉貴と母さんはヒューヒューと変な感じの呼吸をしながら、

「こ、このままだとショックで死んでしまうよ……お、おお、お願い、太郎ちゃん……解げ毒どく剤ざいを……愛という名の解毒剤を……」

「お、お願いします太郎さん……愛という名の解毒剤……具体的に言えば、唇にチュウ的な感じの解げ毒どく剤ざいを……」

「……そんなアホなことが言える元気があれば大丈夫だな」

　俺おれはギターを抱かかえながら、自分の部屋を出た。練習はリビングでしよう。




　翌日の朝。

　部活に出る前に、俺はコンビニのアルバイトに向かった。

　いつもは夕方から入っているのだが、今日はこの時間に入る人間がいなかったので、すまないけど出てきてくれないかと数日前に言われていたのだ。

　ギターの練習も大事だが、お世話になっているアルバイト先の業務をおろそかにするわけにはいかない。

　そう思って朝早くから働きに来たのだが――

「あの、店長……」

　俺はレジカウンターに立つ店長に声をかける。

「なんだい、砂さ戸どくん？」

「どうして店長は……仕事中にギターを抱えているんですか？」

　店長のほうが、業務をおろそかにしちゃってる感じだった。

「よくぞ訊きいてくれたね！」

　店長は子供みたいな無邪気な笑みを見せると、

「いま僕が夢中になっているアズミちゃん……アズにゃんという女の子がね、学校の軽音楽部に入っていて、ギターをやっているんだよ。で、いつかアズにゃんとセッションしたいという夢を抱いた僕は、ギターをはじめることにしたんだ」

「その夢というか妄想は永遠に叶かなわないと思いますが……」

　店長は長身でカッコよく人気ホストみたいな外見をしているのだが、残念ながら末期的なアニメオタクだった。

　それにしてもギターとは……なんつーか、タイムリーな感じだな。

「じつは、俺もいまギターを練習してるんですよ」

「へえ、そうなんだ。奇遇だね。――ま、まさか!?」

「アズにゃんとセッションしたいからとか好かれたいからとか、そういう理由ではありませんので安心してください」

「よかった……ホッとしたよ」

　店長は心の底から安あん堵どした様子で言った。

「もしそういう理由だったら、最悪、拳こぶしと拳で決着をつけなきゃならなくなるところだった……」

「…………」

　まったく、この人は本当に……

「ところで、いまの店長の腕前はどんな感じなんですか？」

　俺おれもギター練習をはじめたばかりなので、店長がどれくらい弾ひけるのか気になった。

「僕の腕前か……じゃあちょっと弾いてみよう」

　言って――

　店長はギターをかき鳴らした。

「――っ!?」

　驚きよう愕がくした。

　店長のギターテクニックはすごかった。プロ級じゃないのですかと思ったほどだ。

「いまの段階ではこんな感じなんだけど、どうだい？」

「すげえですよ店長！　超うまいじゃないですか！　どれくらい練習したんですか？」

「三日ぐらいかなあ」

「み、三日!?」

　俺は目を丸くした。たった三日でここまでのレベルに？

「い、いったいどんな練習法を!?　お願いです、教えてください！」

「うん、教えてあげよう」

　店長は快こころよくうなずいてくれる。












　そして、その練習法を教えてくれた。

「まず……アズにゃんの姿を脳裏に思い浮かべる。アズにゃんの愛らしい笑顔を。アズにゃんが軽音楽部の先輩に抱きしめられて照れているかわいい顔を。アズにゃんが必死にギターの練習をしている姿を」

　店長の全身がぷるぷると震え、興奮で顔が紅潮する。

「お、おふう！　ア、アズにゃーん！　アズにゃんはなんてかわいらしいんだ……アズにゃん、にゃんにゃん……アズにゃああああああああああああああああああああああんんんんんんん！」

　店長は叫ぶと、ギターを抱かかえ――激しくかき鳴らした。

　……なぜか、さっきよりもさらに上う手まくなっていた。

「とまあ、こういうふうに練習すればすぐに上手くなるよ。……どうしたんだい、砂さ戸どくん。そんなガッカリしたような顔をして」

「その練習法は……店長にしかできません……」

　俺おれは深くため息をついた。




　部活に出る。

　アルバイトのせいでちょっと遅れてしまった。すでに俺以外のメンバーは揃そろっている。

　というか、なんで……

「オーホッホッホッホッ！　銀河系を支配するほどの超絶ビューティフル貴族、タツミ・アントワネット、可か憐れんかつ優美に見参ですわ！」

「なんで、おまえは女装してやがるんだよ？」

　俺は冷めた目で言った。

　長い黒髪に涼しげな目元の美少女――のように見える人物。こいつは、俺の親友である辰吉たつきちが女装した姿だった。残念なことに、辰吉は女装すると貴族的な人格に変化してしまうのであった。

「それは、私がそのほうがいいとアドバイスしたからだ」

「みちる先生？」

「彼は女装したほうがよりいっそう目立つからな。そういう視覚的なインパクトを大事にしたいと思ったのだよ」

　確かに目立つっちゃあ目立つだろうけど……

「このスペシャル貴族様の素晴らしすぎるベーステクニックを披ひ露ろうして差し上げますわっ！　オーホッホッホッホッホッ！」

　言って、女装辰吉はベースを弾ひく。

　……なんか普通に地味な弾き方だった。

　安定してリズムをキープしている。

　みちる先生は女装辰吉たつきちを眺めながら、

「ああいう弾ひき方だから、せめて外見だけでも華のある感じにしないとな」

「なるほど……」

　あいつの基本的な人格は真ま面じ目めだからなぁ……

「ん？　結野ゆうの、どうした？」

　ドラムセットの前に座る結野は、なんだか汗だくになっていた。

「タロー……ドラムって、すごく体力使うの……」

　結野は両手にスティックを持ち、肩で息をしながら告げる。

「あ……確かにそうだよなぁ……」

　結野はあまり体力のあるほうではない。

　彼女にドラムを任せるのは間違いだったのでは……せめて俺おれがやったほうが……

　結野はバスドラやシンバルを鳴らしてるが、音がとても軽く、迫力がない。

　と――

「嵐子あらしこ。君が力強くドラムを叩たたけるように、ある細工をしよう」

　みちる先生が言った。

　結野は首をかしげながら、

「細工？」

「ああ、そうだ」

　そして。

　みちる先生はドラムセットにある『細工』を施ほどこした。

　それは、シンバルやバスドラの内側に……

　俺の顔の写真をプリントするというものだった。

　しかも、ドＭ状態で我を忘れているときの、気持ち悪い俺の顔写真を。

　いつの間にこんな写真を……

　というか、なんでこんなことを……

「嵐子、想像するんだ」

　みちる先生は結野に言った。

「その写真のようにドＭ状態で気持ち悪い感じになった砂さ戸ど太た郎ろうが、君に向かって猛烈な勢いで駆け寄ってくるところを」

「気持ち悪いタローが……駆け寄ってくる……」

「そうだ。君の恐怖の対象である男子が、この世のものとは思えないほど気持ち悪い動きをしながら、君に駆け寄ってくる。飛びかかってくる。そうなったら、君はどうする？　どうなる？」

「そうなったら、わたしは……わ、わわ、わたしは……」

　結野ゆうのの両目が泳ぐ。

　全身がぷるぷると小刻みに震え出す。

　そして。

「こ、ここここここわいよおおおおおお――っ！　ふえええええん！」

　結野は大声を上げながら――両手で持ったスティックでドラムやシンバルをメチャクチャに叩たたきはじめた。あと、蹴けり殺すような勢いでバスドラのペダルを踏みはじめた。

「こ、こわい！　こわいこわいこわい！　オトコノコこわいいいいいいいいいい！」

　圧倒的なパワーでドラムを叩く結野。

　リズムなどはデタラメもいいところだったが、迫力だけはプロにも負けてないんじゃないかというほどのダイナミックさだった。

　みちる先生は満足そうにうなずき、

「それでいい。あとは、いまのデタラメなリズムをある程度コントロールできるようになれれば、力強いドラマーの完成だ」

　確かにすげえ迫力だけど……

　いまスティックとかで殴られているのは、俺おれの顔写真なわけで……

　結野が想像の中で殴っているのは、俺というわけで……

「そ、そう考えると、ちょっと気持ちよくなっちゃうな……はあ、はあ、はあ……」

　って、なぜドラムと自分を重ねて興奮してるんだ俺は!?

　そんなの変態の考えることだ！　はい、変態ですけど！

　このまま結野のドラムを見続けていると、なんか変な感じになってしまう。

　ということで、俺は結野から少し離れ、

「ん……？」

　机に向かってうんうん唸うなっている石動いするぎ先輩の姿を見つけた。

「石動先輩？　なにをやってるんですか？」

　ボーカルの練習はしないんですか？

　先輩は俺を見上げ、

「なにって……作詞をしてるのよ」

「作詞？」

「そうよ」

　と、石動先輩。

「みちる姉ねえの作った曲……メロディはいいとして、歌詞があまりにもアイドルっぽすぎて、ロックバンドの曲としてはちょっとって感じなの。それでどうしようかって話になったとき、みちる姉が、あたしが歌うんだからあたしが書けばいいって……でも、作詞なんてやったことないから、ふぬぬ……」

　言って、頭を抱かかえる。

　作詞か……そりゃあ大変そうだな……

　先輩は紙に書いた詩をしばらく見つめると、くしゃくしゃに丸めて後ろに捨てる。それを何度も繰り返している。

「ううむ……マジで難しいわ……」

　先輩は弱った声でつぶやく。

　先輩はどんな詩を書いているのだろうか。気になった俺おれは丸められた紙を拾い、それを広げ、書いてある詩を読んでみた。

『ピンク色の草原を走れ暴走特急　俺たちは刹せつ那なに生きるアウトローなのだ　クラッシュファイヤー、ゴーゴーゴー　さあ行こうぜ、ベイベーの向こう側へ！』

「…………」

　なんじゃ、こりゃあ。

　まったく意味がわからない。ベイベーの向こう側ってどこ？

　そのとき、先輩が俺のほうを向き、

「ブタロウ」

「え？　なんですか？」

「なんか……いい詩が書けるようなアドバイスをしなさい」

「アドバイスって言っても……」

　俺は作詞家でもなんでもないしなあ……

「でもまあ……なんとなく、恋愛について書いた詩とかいいんじゃないですか？」

「恋愛？」

「そうです。やっぱラブソングってのは王道だと思いますから」

「ラブソング……誰だれかへの愛を歌った歌……」

　先輩は小さく言うと。

　なぜか、俺の顔をじーっと見つめてきた。

　それから、ぽつりと、

「……なるほど……ちょっとだけ、光こう明みようが見えてきたかも……」

　先輩はしきりにうなずいている。「テーマは見つかったかも」とかつぶやきながら。

　それから、勢いよく席を立つと、

「よし……作詞はなんとなくできそうな気がしてきたから、次は違うことをするわ」

「違うこと？　ボーカル練習ですか？」

「それも大切だけど、その前に――偵察に行くのよ」

　と、石動いするぎ先輩は言った。

「偵察？」

「ええ。ボランティア部の奴やつらがどれほどの腕前なのか、この目ではっきりと確かめてくるの。敵の力量がどれくらいかわかったほうが、なにかと作戦も立てやすいし」

　まあ、それは一理あるかも……

「というわけで、行くわよブタロウ」

「へ？」

　先輩は――

　素早く俺おれの手を握ると、ダッシュで部室から抜け出した。




「ボランティア部の部室は第二校舎にある。奴らはきっとそこで練習してるはずだわ」

「は、はあ、それはともかく、なんで俺まで……」

「なによ？　あんた、奴らの腕前が気にならないの？」

「いえ、そういうわけではないんですが……行くんなら全員で行ったほうがいいかもと思いまして……」

「全員で行ったら目立って偵察がバレちゃうでしょ！　だから二人ぐらいがちょうどいいのよ！」

　先輩は俺の手を引いて走りながら、告げる。

　それから、ぼそっと、

「……それに、二人っきりになれるチャンスかもとか思っちゃったし」

「え？　いまなんて言ったんですか、先輩？」

　声があまりにも小さすぎて聞き取れなかった。

　すると、先輩は顔を赤くしながら、

「え、えと……ブタロウ死ねって言ったのよ！　このボケ！」

「な、なぜいきなりそんな罵ば倒とうを……はあ、はあ、はあ……」

　第二校舎にある、ボランティア部の部室。

　その扉の前にたどり着く。

「ここね……」

　先輩は扉を見つめながらつぶやく。

　俺と先輩は扉の前にそっとしゃがみ込む。

「いい？　絶対にバレるんじゃないわよ」

「は、はい……」

　そして、こそっと扉を開けた。隙すき間まから中を覗のぞき見る。

　だが――

「……あれ？」

　俺おれは首をかしげる。

　部室の中には、誰だれもいなかった。

　ギターやベースなどの楽器は置いてある。が、ボランティア部のメンバーは一人としていない。

「なんで誰もいないの？」

　中に人の気配がないことを確信した先輩が、扉を大きく開け放はなちながら言った。

　俺と先輩はなんとなく部室の中に入る。

　後ろ手で扉を閉め切る直前――

　廊下のほうから、聞き覚えのある声が。

「――っ!?」

　数人の人間たちが雑談しながら部室のほうに近づいてくる気配。

　俺と先輩の表情が強こわ張ばった。

　このよく通る声は、ボランティア部の部長である竹澤たけざわさんの……

　どうやら彼女たちはちょっとのあいだだけ部室を出ていたらしい。たぶん食堂かどこかで休憩でもしていたのだろう。

　それで、いま戻ってきた。この最悪のタイミングで。

　先輩は慌あわてながら、

「ブ、ブタロウ！　隠れるわよ！」

「か、隠れるって、どこに……」

　やばい、こんなこと言っているあいだにもボランティア部のメンバーは部室に近づいてきて……いまにもあの扉が開け放たれてしまいそうな……

「く――こ、ここに隠れるしかないわっ！」

　言って――

　先輩は、部室の隅にあったロッカーのドアを開けた。

　そこに俺を押し込み、さらに自分も入ってきて、ドアを閉める。

　それとほぼ同時に、部室の扉が開け放たれる音が。

「…………」

「…………」

　俺と先輩は息を殺す。

　そ、それにしても……

　この体勢は……

　俺と先輩は、狭いロッカーの中で、向かい合うようにして立っている。

　向かい合うというか……

　ロッカーの中があまりにも狭いので、抱き合うように密着してしまっている。

　先輩はうつむいて俺おれに顔を見せないまま、囁ささやくような声で、

「し、静かにしてなさいよ。ここにいることがバレたらまずいんだから」

「は、はい」

　俺は緊張した声で言う。

　先輩の声もちょっと緊張しているように聞こえたのは、俺の気のせいだろうか。

「…………」

「…………」

　とても気まずいので、距離を取りたい。

　でも、そんなスペースの余裕はまったくないし、ちょっとでも動いて音を立てたらボランティア部のメンバーに見つかってしまう。この体勢のまま固まるしかないのだ。

　俺の顎あごの辺りに先輩の頭の旋毛つむじがある感じ。微かすかな鼻息が俺の胸元にかかっている。先輩のやわらかすぎる体が、甘い匂においが、俺をくらくらさせる。

　これはなんか……いろいろとやばい……

「あ……う、動くなって言ったでしょ」

「す、すみません、つい……」

　やがて――ロッカーの外から、バンドの演奏が聞こえてくる。

　が、二人ともそちらに注意を向ける余裕はない。ただバレないように注意深く息を潜ひそめるだけだ。












　一時間ぐらいそうしていただろうか。

　ふいに、ロッカーの外から聞こえていた演奏が途切れた。

「……休憩でもしてるんですかね」

「そうかもしれないわね」

　俺おれと先輩はこそこそ話す。

「もしかしたら、さっきみたいにみんなで外に出てるのかも……」

「その可能性に賭かけて、ロッカーから出てみますか？」

　ロッカーの中からでは、外の様子はまったく見えない。

「正直……俺、この状態を長く維持するのはつらいんですが……え、えっと、それは先輩とくっついてるのが嫌というわけじゃなくて、恥ずかしいというかなんというか……」

「わ、わかってるわよ……あたしもおんなじ気持ちだから……」

　というわけで――

　俺と先輩は賭けに出た。

　ボランティア部の面々が外に出ていることに賭けて、ロッカーから出た。

　そして。

「え……？」

　ペットボトルを持った竹澤たけざわさんが、ぽかんとした顔で俺たちを見る。

　ほかの四人も同じような顔をしている。

　ボランティア部、全員が勢せい揃ぞろい。

　ちょっとした小休憩を取って、水を飲んだりしていただけらしい。

　どうやら……

　俺と先輩は賭けに負けてしまったらしい。

「あなたたち……こんなところで、なにをしてるの……？」

　竹澤さんの視線が鋭さを帯びる。

　と――

「ブタロウ。あんたの犠牲は無駄にはしないわ」

　急に先輩がそんなことを言った。

「へ……？　それってどういう――」

「でやあああああ！」

「ぬぼうっ!?」

　先輩は俺を前に押し出すように背中を蹴けった。

　びたーんと大の字になって倒れる俺。うひょーっ！　気持ちよくなっちゃったーっ！

　俺が倒れた隙すきに、先輩は脱だつ兎とのごとく逃げ出す。

　せ、先輩!?　それはあんまりじゃないですか!?

　ボランティア部の面々が、逃げる先輩を追う。

　と――

「これでも喰くらえ！」

　先輩は床に大量のパチンコ玉をばらまいた。

　おそらく、もしものときの逃走用に用意しておいたのだろう。

　ボランティア部の人たちが、パチンコ玉に足を取られ、先輩を追えなくなる。先輩はその隙すきに部室を出て行った。逃走成功。

　一人で置いて行かれるのは嫌すぎる。俺おれもすぐに立ち上がり、部室から出ようと――

「……あなたは逃がさないわよ」

　――出ようとしたところで、竹澤たけざわさんに行く手を阻はばまれてしまった。




　ボランティア部の部室には、書庫のような別室があった。

　俺はその中に連れて行かれる。

　そこで正座させられる。

　目の前には、怒った顔をした竹澤さんが立っていた。

　ほかのメンバーは部室のほうで練習を続けている。

　書庫には俺と竹澤さんだけ。

　竹澤さんは冷たい目で俺を見下ろし、言う。

「さあ、どういうことなのか説明してもらおうかしら？」

　絶対零度の視線。

　そして、女子の前で正座させられているというこの状況。

　なんか……背中がぞくぞくした。

　やばい！　ちょっとだけ悦楽を感じてしまっている！

　こ、この快感を顔に出さないようにしないと！

　竹澤さんは両腕を組みながら、俺の目の前をゆっくりと右左に歩いている。完全に説教モード……いや尋問モードに入っている。

　ああ、どうしよう……正直に「偵察に来ました、すみません」って言ったらすぐ帰してくれるだろうか。いや、すぐには帰してくれないだろうし、帰れてもあとで石動いするぎ先輩にひどい目に遭わされそうだし、ほんともうどうしたもんやら……

　竹澤さんは相変わらず右に左に歩きながら、俺を見み据すえている。

　そのとき俺は気付いた。

　書庫の床に一つだけ、パチンコ玉が転がっていることに。

　石動先輩がばらまいていったパチンコ玉だ。あれが一つだけ、こっちの書庫のほうにまで転がってきたのだろう。

「まあ、だいたいの予想はつくわ。私たちの力量を偵察に来たんでしょう？　なんて姑こ息そくな……これはなにかペナルティを――」

　言ってる途中で――

「――っ!?」

　竹澤たけざわさんはそのパチンコ玉に足を乗せてしまい、背後にすてーんと倒れた。

「あ、危ねえ！」

　俺おれは反射的に竹澤さんのほうに駆け寄り、その体を支える。

　まさに間かん一いつ髪ぱつだった。

「ふう……」

　この人はほんと、見かけと表面的な態度は冷静沈着っぽくて立派なのに、内面というか根本的なところで危なっかしいな。いろんな意味で。

「ど、どうもありが――」

　竹澤さんは言いかけて――その顔が真っ赤になった。

　それは。

　倒れたときに竹澤さんのスカートがめくれてしまい。

　竹澤さんのパンティがもろに見えてしまっていたからだった。

「ぬぼう!?」

　俺は慌あわててそのパンティから目を逸そらす。

　竹澤さんは――

「ま、まま、まちゅぴちゅ……まちゅぴんちゅぽにゅ……」

　ショック状態で、謎なぞの言葉を発していた。

「た、竹澤さん、大丈夫で――」

「――っ！」

　竹澤さんはダッシュで俺から離れると、書庫の隅に移動し。

　胸元から人形『ジェニファー』を取り出した。

「ジ、ジェニファー……わ、わわ、私、男の子にパンツを見られちゃって……」

『あ、明あ姫き、目がうつろだにゃ！　しっかりするにゃ！』

「もうダメ……私、お嫁に行けないにゃ……」

『あ、明姫！　ショックで語尾がジェニファー的になっちゃってるにゃ！　そこの定義はしっかりしないと明姫的にもジェニファー的にもキャラがブレちゃうにゃ！』

「ごめん、ジェニファー……でも私、あまりにも精神的ダメージが大きすぎて……」

『がんばるにゃ、明姫！　このジェニファーがいつでも支えになるにゃ！』

「うん……ありがと、ジェニファー……」

　つぶやくように言うと、竹澤たけざわさんはきゅっとジェニファーを抱きしめる。その、お世辞にもかわいいとは言い難がたい人形を。

　そんな様子を呆ぼう然ぜんと見ていた俺おれに向かって、

「……わかってるわよ、自分でも変だっていうのは」

　と、竹澤さんはそんなことを言った。

「へ……？」

「人形に話しかけて精神の安定をはかるなんて……滑こつ稽けいで気持ち悪くて怖いと思ってるんでしょう？　いいわよ、べつに。そういうふうに思われるのには慣れているから」

　慣れている。

　そんなふうに言いながら、竹澤さんは傷ついたような表情を見せていた。

「…………」

　確かに、最初はちょっと怖いと思っていたが……

　怖いというのなら――俺のドＭ体質のほうがもっと怖い。

　だから。

「べつに、気持ち悪いなんて思ってませんよ」

「……え？」

　竹澤さんは驚いた顔を俺に向ける。

「確かにちょっと変わってるなあとは思いましたけど……誰だれにでも変わってる部分っていうのはあると思うし」

　俺の周りには、そんな人ばっかりだし。

　それに、

「ボランティア部の部員の人が言ってましたけど……竹澤さんは本当は気が弱くてネガティブな性格だって……」

「……っ」

「そんな性格なのに、ボランティア部の部長なんていう大任を投げ出さずに続けているというのは……本当にすごいことだと思います」

　俺が竹澤さんみたいな性格で、部活の部長なんていう大任をまかされたら、たぶん嫌になってすぐ逃げ出してしまうだろう。

　それなのに、竹澤さんは踏ん張ってがんばっている。

　それは普通にすごいと思った。

　尊敬できると思った。

「そんな、がんばっている人を――気持ち悪いとか、そんなふうには思えないですよ」

　思えないし、思うような自分でありたくない。

「…………」

　竹澤たけざわさんは俺おれから顔を逸そらし、黙り込んでいる。

　やがて、

「そんなことを言ってくれたのは……あなたがはじめて……」

　ぽつりとつぶやくように言った。

　それから。

　竹澤さんはすくっと立ち上がると、俺のほうは見ないまま、

「……もう行っていいわ」

「え？」

「もう解放してあげるって言ってるのよ。さっさと自分の部室に戻りなさい」

　俺はぽかんとしながら、

「い、いいんですか？」

「ええ。……なんだか、今日は人に優しくしたい気分なのよ。運がよかったわね」

「はあ……」

　確かに運がいい。

「じゃあ、俺はこれで……」

　竹澤さんの気が変わらないうちに、さっさと退散しよう。

　書庫を出るとき、こんな声が聞こえたような――

『明あ姫き、どうしたにゃ？　……泣いてるのかにゃ？』




　そして、一週間後――

　ついに勝負の日がやってきた。

　俺たちがいまいるのは、決戦の場所である体育館。

　勝負の開始時間になったら、ボランティア部と第二ボランティア部が同時にバンド演奏を開始する。

　演奏が終了したら、お互いのステージ周りに集まった観客の人数を計測し、その人数の多いほうが勝者。

　勝者は敗者の部活名を自由に変えることができる。

　こちら側の特設ステージ――

　中央には石動いするぎ先輩が陣取り、その右側にはギター担当の俺がいる。左側にはベースの女装バージョン辰吉たつきち。先輩の後ろにはドラム担当の結野ゆうのが。

　俺は、向かいにあるボランティア部側の特設ステージのほうに視線を向ける。

　ボランティア部は五人編成。

　ボーカル、ギター、ベース、ドラム、キーボード。

　部長である竹澤明姫さんは中央でボーカルを担当していた。

　――体育館には、けっこうな数の生徒たちが集まっている。

　事前に『特別ボランティアライブを開催する』と告知したからなのだが……

　春休み中だからもっと少ないと思っていた。意外と予想より多い。百人近くいるのではないだろうか。

　俺おれは体育館にある時計にちらりと目線を送る。

　勝負の開始時間は、午後三時ジャスト。

　開始まであと五分ほどだ。

「……ふう」

　俺は深く息を吐く。

　人前で演奏するのは今日がはじめて。

　やっぱ、緊張する。

　それに……

　一週間程度の付つけ焼やき刃ばの練習で、ボランティア部に勝てるのか……

　大差で負けて恥を掻かくだけなのでは……

　結野ゆうのも俺と同じようなことを考えているような顔をしている。女装辰吉たつきちでさえ、今日は少しおとなしい気がする。

　と――

「――みんな、しょっぱい面つらしてんじゃねーわよ！」

　先輩が怒ど号ごうを放はなった。

　皆の背筋が反射的に伸びる。

　石動いするぎ先輩はにやりと笑みを浮かべると、

「……大丈夫よ」

「え？」

「この勝負、絶対に勝てる。あたしには秘策があるわ」

「秘策って……なんですか？」

「それはまだ秘密よ。――とにかく、勝負する前から負けちゃったような顔してんじゃないわよ」

「美み緒おの言うとおりだ」

　と、ステージの端に立つみちる先生が言ってくる。

「勝負はやってみないとわからない。それに、現時点で私たちのほうが絶対に勝まさっているものが一つある」

「それはなんですか？」

　俺が尋たずねると、みちる先生は、

「衣装を含めた――部員のビジュアルレベル」

　と、きっぱり告げた。

　――俺おれたち四人はいま、全身に巻き付けるようにして黒いマントを羽は織おっている。フード付きの黒いマントを。

　このマントの下には、みちる先生がバンド勝負用に特別に用意した衣装が隠されている。勝負の開始時間と同時にマントを脱ぎ捨て、その衣装をお披ひ露ろ目めする予定だ。

「こういう形式の勝負において、ビジュアルというのはかなり重要だ。もしかするとそれだけで勝てるかもしれない」

　と、みちる先生。

　それだけで勝てるというのは言い過ぎかもしれないが、ビジュアルが重要なのは俺も同意見だ。

　特に石動いするぎ先輩の超絶的なかわいさは嫌でも人の目を引く。

「そ、そうですよね！　わたしたちにだって勝機はありますよね！」

　自分たちを鼓こ舞ぶするような意味も込められていたのだろう、結野ゆうのが勢いよく言った。

　……そうだよな。

　勝負する前から負けを認めるなんて、愚おろかすぎる。

「とにかく……全力を尽くすまでだ」

　たった一週間だけど、死ぬほど猛練習した。

　その練習で得たものを、ここですべて吐き出すまでだ。

　俺は深呼吸する。

　そして――

　ジャスト三時。

　勝負開始の時間となった。




　開始と同時――

　ボランティア部のキーボードによる前奏がはじまる。

　流れるような心ここ地ちよいメロディが体育館に響き渡る。

　俺たち第二ボランティア部は、

「うらあああっ！」

　という先輩の声とともに、まとっていた黒いマントをはぎ取った。

　黒いマントの下にあったのは――

　みちる先生特製の、ド派手でカラフルな衣装。

　プロのミュージシャンがテレビやライブで映えるように作ったような、普段の生活では絶対に着ようとは思わないような、原色をちりばめた服にリボンやネックレスなどの装飾品をつけた、渾こん身しんの力作だ。

　カラフルでド派手なのだが、このライブの舞台上ではまったく違和感のない衣装に仕上がっている。さすがみちる先生だと思った。

　その衣装の派手さに目を引かれた生徒たちがこちらのほうに注意を向け、「あの衣装カッコイイ！」「すごくかわいい！」という声を上げる。

　特別衣装に変身した俺おれたちは、演奏を開始する。

　俺たちのオリジナル曲。

　最初は俺のギターから。

　エフェクターで音色を変えたギターサウンド。激しいコードストロークで空間に刻みを入れるように音をかき鳴らす。

　……よし、なんとか失敗せずにできてる！

　もちろん緊張はずっとしている。

　が、いまのところ、指先が固いと感じたり膝ひざが震え出すようなことはない。

　むしろ適度な緊張感が全身を高こう揚ようさせている。

　もっと緊張してテンパると思ってたのに意外だな。

　これも、いままで第二ボランティア部で様々な修しゆ羅ら場ばをくぐってきたおかげだろうか。

　俺のギターに、すぐさま結野ゆうののドラムと女装辰吉たつきちのベースが加わる。

　巨人の心音のようなドラムのバスドラと、冷静にリズムをキープするベース音。

　石動いするぎ先輩は、

「よっしゃ行くわよ！　あたしの歌を聴けーっ！」

　スタンドに固定されたマイクに両手を添えながら、

「歌のタイトルは――〈First Wish〉」

　と観客たちに言ってから。

　すうーっと全身に呼気を溜ため……

　――炸さく裂れつさせた。

「――っ!?」

　観客が、向こうのステージにいるボランティア部の面々が、息を呑のんだ。

　大気に稲いな妻づまを走らせるような、石動先輩の声――

　カラオケボックスで歌ったときのような、ただボリュームがあるだけの声ではない。練習を積んだいまの先輩の声は激しいながらも抑よく揚ようがあり、色彩があり、感情があった。

　サビから入る俺たちのオリジナル曲。

　体育館のボルテージを強制的に上昇させる。

　演奏する俺たちのテンションも上がっている。

　結野のドラムが、女装辰吉のベースが、俺のギターが、先輩の声と絡み合うことによってさらに力を増している。

　向こうのボランティア部のオリジナル曲は、メロディアスな前奏をわりと長くとっている曲調で、まだボーカルは加わっていない。

　その影響もあってか――観客は俺おれたちのステージに集まりはじめている。

　よし、掴つかみは上じよう々じよう……

　というか最高なんじゃないか？

　先輩のコードストロークも演奏に加わる。最初、先輩はボーカルだけの予定だったのだが、もう一人ギターがいたほうが音に厚みが加わるとみちる先生に言われて、ギターも必死に練習したのだ。

　ボーカルの練習に、歌詞の創作に、ギターの練習。

　ほんと、先輩は俺たちの中で一番がんばっていた。

　こういう勝負事のときの先輩の集中力と努力量はマジですごいと思う。

　四人の演奏が一体感を増していく。

　俺も気持ちよくギターをかき鳴らす。

　いまの俺たちの演奏……練習のときよりも完かん璧ぺきなんじゃないか？　本番で練習以上のものが出せるなんて、俺たちってすげえ。と、自画自賛する。

　が、やがて。

　ボランティア部の部長、竹たけ澤ざわ明あ姫きさんの声が――

　大気の色を染め変えた。

「……っ!?」

　今度はこちらが息を呑のむ番だった。

　透き通る。

　どこまでも透き通る。

　これは……

　昨日今日はじめた素人しろうとの声じゃない。

　幼い頃ころから声楽かボーカルのレッスンを受けてきた人の声だ。

　その声を彩いろどるギター、ベース、ドラム、キーボードもこちらとは比べものにならないほどハイレベル。素晴らしい演奏だった。

「く……」

　俺は思わず呻うめいてしまっていた。

　大差で負けている――というわけではない。

　おもに先輩のボーカルのおかげだが。

　だが。

　総合的な完成度の差が、徐々に観客数に反映され……

　すでに過半数以上の観客が、あちらのステージのほうに足を向けている。

「ち、ちくしょう……」

　俺おれは必死にギターをかき鳴らす。

　みんなも全力で演奏する。

　が、やはり観客はあちらのほうに流れていく。

　この流れを変えることは……

　おそらく、もう……

　そのとき――俺の背筋にぞくりと快感が！

「……っ!?」

　こ、これは……はあ、はあ、はあ……

　見ると。

　石動いするぎ先輩が怖い目つきで俺のほうを睨にらんでいた。

　――てめえ、簡単に諦あきらめてんじゃねえぞ。

　と、先輩の瞳ひとみはそうおっしゃっていた。

　そうは言ってもですね……このままの流れだと……

　そこで俺はあることを思い出した。

『あたしには秘策があるわ』

　確か……先輩はそんなことを言っていた。

　あれは、戦う前からすでに負けオーラを放はなっていた俺たちを鼓こ舞ぶするためについた嘘うそだったのだろうか。

　いや、先輩にそんな器用な言い回しはできない。たぶん。

　ということは。

　本当にそんな秘策が……

　やがて、俺たちの曲が間奏に入る。

　間奏は俺のギターソロ。

　練習で一番苦労したところだ。

　失敗しないようにしないと。俺は丁寧かつ激しくギターソロを演奏する。

　向こうのボランティア部の曲も間奏部分に入る。

　その光景が目に映ったのは本当に偶然だった――

　間奏の部分にボーカルパートはない。自分以外のメンバーが間奏を演奏しているとき、竹澤たけざわさんが横を向きながら微かすかに体を丸め、『なにか』を胸元から取り出した。

　それと同時。

　ぎらり、と石動先輩の瞳が鋭利な光を放つ。

　石動先輩は右手にピックを持ったまま、右腕を体に絡ませるような構えを取る。

　まるで手裏剣を投げるときのような体勢。

　そして――

「でやあああああああああああああああああああ！」

　気合いの声とともに、そのピックを投とう擲てきした。

「えええええ!?」

　俺おれは驚きの声を上げる。

　先輩、なにしちゃってるの!?

　放はなたれたピックはまっすぐ向こうのステージに向かい――

「――っ!?」

　竹澤たけざわさんが胸元から取り出した『なにか』を貫通した。

　竹澤さんの手から落ちるその『なにか』というのは……

　小こ憎にくたらしい顔をした人形――だったもの。

「あ、あれは……」

　竹澤さんの人形『ジェニファー』……の残ざん骸がいだった。

　ジェニファーはピックに顔面を貫かれ、破裂しちゃっている。

　中に入っていた綿が脳みそのように飛び出ていた。

　竹澤さんが両目を大きく見開く姿が、俺のところからも見えた。

　でも、どうしてライブ中にジェニファーを……

「これが……秘策よ……」

　ライブ中にもかかわらず、先輩が言ってくる。俺はギターソロをしながら話を聞く。

「あんたと一緒にボランティア部の部室に侵入したとき……じつは、こっそり盗聴器を仕掛けておいたのよ。みちる姉ねえに借りた盗聴器を」

「へ……？」

「その盗聴器で、あいつらボランティア部の連中が言ってたのを聞いたの。根暗で気が弱くてネガティブな竹澤は、演奏の前はジェニファーと話して元気づけてもらわないとステージに立つ勇気が出ない。でもその効果も間奏ぐらいまでで切れてしまう。だから、ボランティア活動での演奏のときは、間奏の途中にこっそりジェニファーを取り出し、ジェニファーに勇気づけてもらってるんだって」

「そ、そうだったんですか……」

　というか盗聴って……

　しかも、俺とボランティア部の部室に入ったときに仕掛けたって……いったいいつの間に……

「それを知ったあたしは、奴やつが人形を出した瞬間に、ピックで狙そ撃げきしようと思ったの。そしてジェニファーを亡き者にしようとしたのよ」

　言って、先輩は向こうのステージに目を向ける。

「それは見事に成功したようね……」

　竹澤たけざわさんは――

　ステージの上に四つん這ばいになり、大変なことになっちゃっているジェニファーに向かって叫んでいた。

「ジェ、ジェニファー、しっかりして！」

『明あ姫き……なぜか唐とう突とつにお別れのときが来てしまったようだにゃ……』

「そ、そんな……イヤよ！　絶対にイヤ！」

『ジェニファーがいなくなっても……元気で過ごしてほしいにゃ……』

「無理よ！　私、ジェニファーがいないと……」

『あ、明姫……グッバイ、だにゃ……』

「ジェ、ジェニファー……？　じぇにふぁあああああああああああああ！」

　竹澤さんはジェニファーの残ざん骸がいを抱きしめ、ステージの上で号泣している。

　ほかのボランティア部の面々もうろたえて演奏を中止している。

　観客たちも呆ぼう然ぜんとしている。

　……なんというか、とってもシュールな光景でした。

　俺おれたちも一時的に演奏を止やめ、

「先輩……なんか、すごい罪悪感を感じるんですが……」

「き、奇遇ね、あたしもよ……まさかあんなに悲しむとは思わなかったわ……」

　俺と先輩は汗を流しながらつぶやいた。

　だが――

「…………」

　しばらくして、竹澤さんはすくっと立ち上がる。

　そして。

　竹澤さんは両手をおなかに当て、深くしんみりした声で、

「ああ、ジェニファー～っ♪　私は、あなたのおかげで、ここまで歩いて来れたーっ♪　私はあなたとの思い出を胸に、茨いばらの人生を歩き続ける～っっ♪　おお、ジェニファー、ジェニファー、ジェニファー……フォーエバー♪　フォーエバーラ～ブ♪」

　なんかジェニファーの歌を歌いはじめた！

　アカペラで！

　無駄にすげえ歌唱力で！

　竹澤さんのオリジナルジェニファーソングに合わせて、ボランティア部の面々が即そつ興きようで伴奏を組み立てる。さっきまで演奏していた曲と比べたら完成度はほど遠いが、とりあえず合わせているのがすごい。

　呆然としていた観客たちも、竹澤さんの魂の歌声に再び引きつけられていく。

「な……っ!?」

　先輩が激しくうろたえる。

「ジェニファーさえ殺やればあっちは演奏できなくなって簡単に勝てると思ったのに……ま、まさかジェニファーを失った悲しみを歌で表現するとは……」

「せ、先輩、どうするんですか？」

　秘策は尽きた。

　これからどうすれば……

　先輩はちょっと考えたあと、

「……歌声に魂はこもってるけど、全体的な曲の完成度は落ちた。普通に勝負するよりかは、まだちょっとマシになったはず。あたしたちの演奏でも勝負できる」

　と、つぶやくように告げる。

「でも、いまの流れは悪すぎる……これはもう、あたしたちも賭かけに出るしかないわね」

「賭け？」

「そうよ」

　先輩はうなずく。

　そして第二ボランティア部のメンバーに向かって、

「こっちも演奏を再開するわよっ！　ブタロウのギターソロの頭から！」

「は、はい！」

「了解しましたわ！」

　結野ゆうのと女装辰吉たつきちがうなずく。

　俺おれのソロの頭からか……まあ、ギターソロは中途半端なところで中断しちゃったし、頭から再開するほうがわかりやすいか……

　俺はギターを構える。

「――ブタロウ」

　どうしたのだろう。先輩はとても真剣な目で俺を見つめてきた。

「な、なんですか？」

　そんな端正な顔で真剣に見つめられると、ちょっとドキリとしてしまう。

　先輩は言った。

「あんたのブーストに賭ける……そのインパクトでこの悪い流れを変えてちょうだい」

「え？」

　俺の……ブースト？

「ブーストってなんのことですか？」

「あんたの――ドＭブーストのことよっ！」

　先輩は叫ぶと――

　エレキギターを振り回し、俺おれの背中をぶっ叩たたいた。

「あ、あびゃああああああああああああああああああああああ!?」

　超ちよう弩ど級きゆうの衝撃に――俺のドＭ体質が一瞬で目覚めちゃったのでしゅわあああああ！

「にゃらば！　にゃぼんにゅわはあああああ――っっ！　あちょぽお！」

　石動いするぎ先輩はマイクスタンドに手を添えながら、

「ヘイ、ドＭ野郎！　変態ギターカモン！　うまく演奏できたら、この美み緒おさまがとっても痛くて気持ちいい極上のおしおきをプレゼントしてあげるわよ！」

「マ、マジっしゅか!?　マジっしゅかああああああああああああああああああ！」

　完全ドＭ状態によって脳みそが超ちよう覚かく醒せいしたオイラは――

「ヘヒョ！　ヘヒョヘヒョヘヒョ！　イエーイ！」

　あにょあにょ気持ち悪い笑みを浮かべながら、タップダンスを踊るかのように両足をカツカツ高速で打ち鳴らし、その変態的な足の動きを維持したままエレキギターを激しくかき鳴らす。

　み、みみみ、美緒たまの極上のおしおきをおいしくいただくために、ボクちゃんはがんばりましゅるよ～っっ！　ロッケンロールッ！

「あ、あの第二ボランティア部のギタリストすげえ！　なんであんな激しく動きながらギターを弾ひけるんだ!?」

「ギターを弾くと同時になぜかタップダンスまで!?　人間離れした技ぎ巧こうだ！」

「今度は両りよう脚あしを全開にしてジャンプしながらのタッピングトリル!?　着地したらすぐ連続バク宙!?　あいついったい何者なんだよ!?」

「す、すごいはすごいけど、表情が気持ち悪すぎるような気が……」

　悦楽状態の俺の姿を見た観客たちが、第二ボランティア部のほうに集まってくる。

「よし、流れが変わったわ！」

　先輩がうれしそうに言う。

「でも、ブタロウのハイパー状態は長くは続かない！　いまはいい感じに作用してるけど、いつ気持ち悪いだけの変態に成り下がるかわからないし！　これをきっかけにして、演奏で勝負するのよ！」

　先輩がそう告げたと同時に俺たちの曲の間奏が終わり――

　再び、先輩のシャウトが体育館に響き渡った。




　そして――

　両者の演奏が終わり、勝負は終了した。

　俺、石動先輩、結野ゆうの、辰吉たつきち、みちる先生はいま第二ボランティア部の部室にいる。

　俺たちだけではなく、竹澤たけざわさんをはじめとしたボランティア部の五人も。

　両者のステージの前に集まった観客の数は、なんと……

　43対43。

　つまり、引き分けというわけだ。

「ちっ……あと一人、こっちに呼び込むことができれば……」

　先輩は悔くやしそうに告げる。

　いや、負けなかっただけすごいと思うけど……

　たった一週間しか期間がなかったんだ。

　この結果は本当に奇跡だと思う。

「それにしても……先輩、ひどいじゃないですか……」

　俺おれはジト目で先輩を見つめる。

「あんな大勢の生徒がいる前で俺のドＭ体質を覚かく醒せいさせるなんて……」

「あ、あれは、その……」

　先輩は珍しくうろたえた様子で、

「勝負に夢中になりすぎたというか、ステージの上だったら大たい概がいのことをしてもパフォーマンスで済む気がしたというか……わ、悪かったと思ってるわよ……」

「まあ、大事に至いたらなかったからいいですけど……」

　とか言ってしまう俺も甘いなあ……

「ひどいといえば……あっちの人にしたことのほうがもっとひどいですけど……」

「…………」

　先輩は気まずそうに目を逸そらす。

「ひっぐ、うぇぐ、うう、ジェニファー……じぇにふぁああ……」

　竹澤たけざわさんは部室の床にぺたんという感じで座り込み、顔面が破裂しちゃったジェニファーを抱きしめながら、しくしく泣いている。

「……つーか、あれはただの人形なんだから、ほかので代用すればいいじゃない」

「あの人形じゃないとダメらしいんです。僕たちにもよくわからないんですが、部長なりの理由があるらしくて……あと、あの人形はなにかの限定品らしくて、もう手に入らないみたいで……」

　と、ボランティア部の部員の一人が言う。

「じゃあ弁償とかも無意味なのか……うーむ……」

　先輩は難しい顔をしながら、右手で頭を掻かく。

　じつはけっこう気にしているようだった。

「ああ、ジェニファー……かむばっく……」

　ジェニファーを失った悲しみがあまりにも深すぎるせいか、竹澤さんは改名勝負のことなどどうでもよくなっているようだ。

　それにしても、このままだと気まずい。

　うーん、どうしたものやら……

「あ、そうだ」

　俺おれはあることを思いついた。

　それを確認するため、携帯電話を取り出す。

　そして、ある人に電話をする。

「――はい、布が破けて綿が飛び出て縫っても元の状態には戻らなそうな……え、大丈夫ですか？　じゃあお願いしていいですか？　ありがとうございます、この借りはまたいつか……」

　通話を切り、携帯電話をしまう。

　それから。

　俺は竹澤たけざわさんに近づき、

「あの、竹澤さん……」

「う、うぐ、えっぐ……」

「その人形、直せるかもしれません……というか、たぶん直せます」

「え？」

　竹澤さんは顔を上げ、涙で潤うるんだ瞳ひとみで俺を見る。

「俺の友達に、ＩＱ２００以上の天才少女がいて、いまその人に訊きいてみたんですけど、布が破けて中身が飛び出てるぐらいだったら完全に直せるって……そういう発明品があるって……」

　俺がそう言うと。

　竹澤さんは呆ぼう然ぜんとしたような顔で、

「ほ、ほんと……？」

「ええ」

　俺はうなずいたあと、

「だから、俺を信じてその人形を預けてくれませんか？」

　優しくほほ笑みながらそう告げた。

　繊せん細さいな人みたいだから注意深く接しなければ。そう思ったから、できるだけ優しい表情を作って言ってみたのだが……反応はどうだろうか……？

　竹澤さんは――

　なんか両目を大きく見開き、俺を見つめている。

　そして。

「…………」

　無言で破裂した人形を預けてくる。

　そっと、優しい手つきで、手渡してくる。

　ボランティア部の部員の一人が「ぶ、部長がジェニファーを誰だれかに預けるなんて……っ！」と驚いた声で言っているのが聞こえた。

　俺おれはホッと安あん堵どの息を吐く。

　よかった、信用してくれたみたいだ。

　でも、どうしたのだろうか。

　竹澤たけざわさんの顔は微妙に赤くなっているように見えた。

　俺に人形を預けたあと、竹澤さんはすくっと立ち上がり、

「ジェ、ジェニファーを直してくれたとしても、私たちが被こうむった迷惑を帳消しにはしないわよ！」

　当初のように威勢のいい感じに戻り、告げた。

　そして、微妙に赤い顔のまま部室の扉のほうに早足で歩いていく。

　部室の扉に手をかけると、チラッと部室の中を――というか俺の顔を見て、

「今回は引き分けに終わったけど……またいずれ、改名勝負を挑みに来るわ。首を洗って待ってなさい」

　そう言うと、部室から出て行った。












「ぶ、部長！」

「待ってください！」

　残りのボランティア部の面々も竹澤たけざわさんを追って部室を出て行く。

「やれやれ……」

　俺おれは人形を抱かかえながら、ふうと息を吐く。

　いろいろあった改名勝負だったけど、とりあえず一段落ついたな……

　そのときだった――

　なぜか殺気を感じたのは。

「ブタロウ……」

「タロー……」

　いつの間にか俺のそばに近づいていた石動いするぎ先輩と結野ゆうのが、笑顔で俺を見つめていた。

　笑顔なのだが……

　その笑顔からはなぜか殺気を感じて……はあ、はあ、はあ……

「あんたって奴やつはほんとにもう……救いようがないほどに八方美人というか無自覚に節操がないというか……」

「女の子がすごく落ち込んだり傷ついたりしてるときに優しくされると、どういう感情を抱いだくかもうそろそろわかってもいい頃ころだと思うのに……」

　先輩と結野はにこにこしている。

　だというのに、この殺気はいったい!?

　しかも、べつに俺はなにも悪いことはしていないというのに！

「い、意味がわからない……はあ、はあ、はあ……」

　俺は――

　かつてない恐怖を感じながら、はあはあと息を荒らげていた。





えむえむっ！小劇場　その４




「天才である柊ひいらぎさんは、これまでいろんな発明品を開発してきたんですよね？」

「はいです。発明品をいっぱい作ってきたです」

「その発明品の中で『これはマジで失敗したなあ』ってやつはありますか？」

「……あるです」

「なんか急に暗い顔になりましたね」

「あれは……ノアの黒歴史です……」

「いったいどんなものを作ってしまったんですか？」

「砂さ戸どく――あ、ある大好きな人物の外見と性格を反映させた、人型のロボットです」

「そんなものを……大好きな人物って、好きなアイドルとか俳優とか？」

「ま、まあ、そう思ってくれて構わないです」

「それが失敗の発明品？　設計を間違って動かなかったとかですか？」

「違うです……ロボットはちゃんと動きはしたです。でも、その人物の性格というか習性にはちょっとというかかなり変人的な部分があって、それを忠実に性格に反映させようと思ってプログラムを組んだですが、それが暴走しちゃって……」

「どうなったんですか？」

「ぜ、全裸になって気持ち悪いダンスをしながら、女子校の授業中の教室に突入していってしまったのです……そして教室の女子たちの変態を見るような視線を浴びながら、すんごくイイ笑顔でコサックダンスとかを踊り出して……ノアは仕方なく、そのロボットを遠隔操作で爆破したです……」

「全裸でコサックダンスをしていた人物がいきなり爆発……教室の女子たちは死ぬほど驚いたでしょうね……」

「なんであんなモノを作ってしまったのか……ほんと黒歴史です……」

「た、確かに。ちなみに、その外見と性格を反映させたという人物は誰だれのことなんですか？」

「……やっぱり、砂戸くんはあり得ないほど鈍どん感かんです」





えむえむっ！小劇場　その５




「ああ、幼女はほんとにかわいいよぉ、ハァハァハァ……」

「日村ひむら……おまえは学校の廊下でいきなりなにを言い出すんだ？」

「すみません、砂さ戸どくん。ちょっと脳内で幼女の姿を妄想してたら、つい声が出てしまって……」

「おまえは本当にいろんな意味で危険なやつだな……」

「砂戸くんは、僕のことをちょっと誤解してると思います」

「誤解？」

「はい。僕は小さい女の子が大好きですが、それは小さい女の子に対してちょっとアレげな方面の興味があるとか、そういうことではないんです」

「…………」

「かなり疑わしい目で見てますね。でも本当なんです」

「まったく信じられねえ……」

「たとえばですね。もし、小さい女の子が僕の前にやってきて『お兄ちゃんにあたしのスカートの中を見せてあげる！』と言ってきたら、僕はどんな行動に出ると思いますか？」

「即座に土下座して頼み込む」

「……やはり砂戸くんは僕のことを誤解しています」

「違うのか？　じゃあ、どんな行動に？」

「僕は……その女の子の頬ほおをひっぱたきます」

「暴力で従順にさせてからスカートの中を見るのか!?　おまえいくらなんでも鬼き畜ちくすぎるだろ!?」

「違います！　頬をひっぱたいて『見知らぬ男性にそんなことを言っちゃダメだ！　相手が僕だからよかったものの、それが危険な人だったらどうするんだい？　これからは注意するんだよ』と、厳しく叱しかりつけるんです。その女の子のために、あえて厳しく」

「ウソくせえ……」

「僕の幼女に対する愛情は、海よりも深いんです」

「あっ！　窓の外にいる幼女のスカートが風でめくれてる！」

「どこ!?　どこですか、砂戸くん!?　そんなビッグチャンスはめったに――あ……」

「…………」

「…………」

「…………」

「……砂戸くん」

「なんだ？」

「ウソをつくなんて、ひどいじゃないですか」

「言いたいことはそれだけか？」












第四話　太陽がサンサンと惨劇







　俺おれは水着を着て、海にいた。

　砂浜の波打ち際ぎわに立っていた。

「あ、あれ……？」

　俺は頭を抱かかえる。

　確かいまって春休みじゃなかったっけ……？

　と――

「ブタロウ、なにをぼさっとしてるのよっ！」

　横から聞こえてきた声に反応し、そちらを見る。

　そこには。

　第二ボランティア部の部長、石動いするぎ美み緒お先輩が立っていた。

「あ……先輩……」

　先輩は赤いビキニタイプの水着を着ている。

　太陽の光を反射する真っ白な肌。

　小さくてかわいらしいおへそ。

　小さくてかわいらしいお胸。

「……ブタロウ、いまなんか失礼なこと考えなかった？」

「と、とんでもない！　はあ、はあ、はあ……」

　俺は微妙に気持ちよくなりながら首を横に振る。

　ちょっとドＭ体質が反応しちゃうほど、いまの視線は怖かった。

　というか、なぜ考えていたことがわかっちゃったのだろう……

　以後は気をつけないと。

「というか、先輩」

「なによ？」

「いまって……春休みですよね？」

「そうよ」

「だったら……どうして、俺たちは海にいるんですか？」

「なにを寝ぼけたことを言ってんのよ」

　先輩は両手を腰に当てながら、呆あきれた口く調ちようで、

「今日はまだ春だというのに真夏なみに暑かった。で、あたしたちは部室でへばってた。そのときあたしが冗談で『こんな暑いんじゃあ、海にでも行きたいわね』って行ったら……みんなその気になって、この海にまでやって来たんじゃない」

「そう……だったっけ？」

　なんかそこらへんの記憶が曖あい昧まいだ。

　たぶん暑さで脳みそが溶けかけていたのだろう。

　そのとき――

「タロー？　変な顔してどうしたの？」

　結野ゆうのが俺おれのほうに近づき、言った。

「あ、結野……」

　結野は白いワンピースタイプの水着を着ている。

　水着を着ると目立つけど……

　やっぱ、結野ってけっこう胸が大きいよな……

　結野はもじもじしながら、

「あ、あの、タロー……」

「なんだ？」

「この水着、どうかな？　似合ってる？」

　上目遣いで、恥ずかしそうにしながら、尋たずねてくる。

　なんか、その仕草が異様にかわいい。

　俺は素直に、

「ああ、似合ってる。すげえいいと思うぞ」

「ほ、ほんと？」

「本当だ」

　俺はうなずきながら言う。

「うれしいな……」

　結野は微妙に顔を赤くしながら告げる。

「なんだか……ちょっとおもしろくないわ……」

　隣では、先輩が少し唇を尖とがらせていた。

「どうせ、あたしの水着姿は似合ってないわよ……」

　珍しく、すねたような感じで言ってくる先輩。

　俺は驚きながら、

「え……そんなことないですよ」

　普通に思ったことを言っていた。

　先輩の水着姿だって、その、えっと……充分にかわいらしい。

　訊きかれなかったから答えなかっただけで、すごく似合ってると思う。

「だって……あたし、胸が小さいし……」

「まあ、それは確かにそうですが――」

「てめえそこは否定しやがれよこのやろおおおおお！」

「ひ、ひぎゃあああああああ！」

　先輩は俺おれにコブラツイストをかけてきた。

　あ、あひいいいい！

　失言でしたすみませんでもキモチいいいいい！

「君たちはなにを騒いでいるんだ」

　言いながら姿を現したのは、みちる先生。

　みちる先生は紫色のビキニタイプの水着を着ているのだが……

　その上に、白衣を着ていた。

「あの、みちる先生……海に来てまで白衣を着てるんですか……？」

「ああ、なんとなくな」

　なんとなく……

　この人は本当に変わった人だな……

「日焼け対策にもなるし、いいだろう」

「はあ、そうですか……」

　まあ、べつにどうでもいいけど。

「そんなことより、あっちにほかの奴やつらもいるから、来るといい」

「ほかの奴ら？」

　俺たち第二ボランティア部の面々以外に誰だれか来てたっけ？

　俺はみちる先生が視線を向けたほうに目を向けた。

　そこには――

　間宮まみやさん、柊ひいらぎさん、辰吉たつきちがいた。

　三人はビーチボールで遊んでいた。

「なんであの三人が……」

「どうせ海に行くんなら人数が多いほうが楽しいって言って、あいつらも呼んだんじゃない。あんた今日は本当にボケボケね」

　と、石動いするぎ先輩。

　そうだったかな……

　やべえ、マジで脳みそが溶けてるのかも。

　俺は改めて三人のほうに視線を向ける。

　間宮まみやさんはピンク色のビキニ。これは普通の水着だ。

　そして柊ひいらぎさんは……

　なぜか、スクール水着を着ていた。

「な、なぜ柊さんはスクール水着を……」

「私が着るように頼んだのだ」

　みちる先生が言った。

「彼女にはあの水着が一番似合う。そう確信していたからな」

「…………」

　頼んだというより、ほとんど脅迫みたいな感じだったんだろうな……

　かわいそうな柊さん。

　でも、すみません。

　正直な感想を言うと、めちゃくちゃ似合っていて違和感がないです。

「ここに日村ひむらがいたら大変なことになっていただろうな……」

　俺おれはつぶやく。

　日村というのは、簡単に言えばロリコン野郎である。

　だから、いまの柊さんの姿を見たら、すごい興奮しちゃっていただろう。

「今日は来てないみたいだけど……あいつがいたらいろいろめんどくさいので、いなくてよかった」

　俺は心からそう言った。

　――あと、もう一人。

　それは辰吉たつきちだった。

　奴やつは……

　女装をしていた。

「こんなところに来てまで女装しやがって……ん……？」

　女装辰吉はワンピースタイプの水着を着ているのだが――男のくせになんちゅう水着を着てるんだという驚きよりも、さらに大きな衝撃が……

「え……？　あ、あれ？　あいつのあれ……本当に女装か？」

　潮風に乗って舞う艶つややかな長い黒髪と、女性らしい丸みを帯びたボディライン。

　そして……リアルすぎる胸のふくらみ。

　とても男が女の格好をしているようには見えなかった。

　あれはもう完全に女性……ではないのか？

　俺が呆ぼう然ぜんとしていると、

「ああ、あれか」

　みちる先生が言った。

「どうしても彼のごまかしではない水着姿を見たかったのでな。だから、性転換手術を受けてもらった」

「せ、せせせ、性転換手術!?」

「ああ、そうだ。彼――いや、いまは彼女だったな。彼女もノリノリで性転換手術を受けてくれた。いまの葉は山やま辰たつ吉きちは完全に女性だ」

「…………」

　えーっと……

　あれ、なんだこれ？

　なんかもうわけがわからない……性転換手術……？

　奴やつはついにその領域まで……

「まあ、そんな些さ細さいなことはどうでもいいではないか」

「さ、些細なこと!?」

「それよりも、みんなでビーチバレーをして遊ぼう」

「それはナイス案ね、みちる姉ねえ！」

「はい、ビーチバレーやりましょう」

　先輩と結野ゆうのが続けて言う。

　ちょ、ちょっと二人とも！

　辰吉たつきちの性転換手術のくだりをそんなさらっと流していいのか!?

　というか、俺おれはいまの辰吉とどう接していいかわからない！

　楽しくビーチバレーなんかできるはずがない！

「し、親友が……いつの間にか女の子に……」

　俺がかなりの精神的ダメージに苦しんでいると――

「あああああ!?　あ、あれは……」

　先輩が急に大声を出した。

　なんだ？

　今度はなんなんだ？

　先輩は海のほうを指差している。

　そこには――

「な……っ!?」

　高い水の壁――十メートルくらいの高さの波が。

　恐ろしい高さの波が、海岸に迫ってくる。

「あ、あれは！　十年に一度この海岸に向かってくるという伝説のビッグウェーブ『リヴァイアサン』に間違いないわ！」

　先輩が戦せん慄りつを含んだ声こわ音ねで言う。

「サーファーのあいだでは伝説となっているビッグウェーブ！　あれに乗ることができたら、どんな願いごとでも叶かなうという言い伝えがある……」

「せ、先輩……なぜそんな情報を知ってるんですか……？」

「ブタロウ！」

「な、なんですか？」

　先輩は鋭い視線で、

「あの伝説のビッグウェーブ……『リヴァイアサン』に乗ってきなさい」

　俺は「えええええ!?」と驚きの声を放はなち、

「乗ってきなさいって……サーフィンで乗ってこいってことですか!?　む、無理ですよそんなの！　俺、サーフィンの経験まったくないし……」

「あの波に乗ることができたら、どんな願いごとも叶うのよ！　もちろん、あんたの『ドＭ体質を治したい』っていう願いも！」

「ただの言い伝えでしょう!?　そんなもんに命は賭かけられないし、第一、サーフィンの板もないじゃないですか!?」

「大丈夫よ！」

　先輩は大きくうなずく。

「サーフィンの板はないけど、代わりにこれがあるわ！」

　言って、先輩が俺おれに渡してきたのは――

　ビート板だった。

「これであの『リヴァイアサン』を制覇してきなさい」

「おまえはアホかあああああああああああ！」

　こんなビート板であんな巨大な波に挑めるわけないだろうが！

「てめえなんだその口の利き方はさっさと逝いってこーい！」

「ぎゃひーん！　『逝ってこーい』の漢字がおかしいいいいい！」

　先輩に蹴けり飛ばされ、俺は海の中に突入する。

　べちゃあと大の字になって海に浮かぶ俺。

　その横にぽいっとビート板が投げられる。

「え、えひゅーえひゅー……ハッ!?」

　快楽状態から我に返って顔を上げると――

『リヴァイアサン』がすぐ目の前に……

「あ、あああああ……」

　ビッグウェーブは俺の体を呑のみ込み――

「あ、ああああああああああああああああああああ！」

　くっちゃくっちゃのビッシャビッシャにされ――

「ああああああああああああああああああああああああああああ！」

　そこで、目が覚めた。




「……ぬはっ!?」

　慌あわてて上半身を起こす。

　ここは俺の部屋。

　俺が横になっているのは、自分の部屋のベッド。

　そして俺の目の前には――

　姉貴と母さんがいた。

　姉貴と母さんは……

　二人とも手にヤカンを持ち、俺の全身にちょびちょびと水をかけていた。

　そのせいで、俺の体もベッドも水みず浸びたしになっていた。

「お、おまえら！　なにやってやがる!?」

「た、太郎たろうちゃん!?」

「起きてしまいましたか!?」

　姉貴と母さんは慌てた様子で俺から離れる。

「いったいなにをしてるんだって訊きいてるんだよっ！」

「それは……」

「えーっとですね……」

　二人は微妙に気まずそうにしながら、

「た、太郎たろうちゃんの下半身に水をかけて、お漏もらししたと勘違いさせて……」

「そのお漏らしの場面を発見して『お漏らしのことをバラされたくなかったら私と結婚してください』と脅迫する作戦を立ててたんですけど……」

「太郎ちゃんの体にちょびちょび水をかけるのが、なんだか楽しくなってきて……」

「ええ……背徳的な気持ちよさを感じてしまって……」

「それで、目的も忘れて水をかけ続けちゃったの……」

「かけ続けちゃったんです……」

「おまえらはアホかああああああああああああああ！」

　俺おれは全力で怒鳴った。

　激怒した俺は、二人を部屋の外にたたき出す。

「はあ……やれやれ……」

　俺は頭を抱かかえる。

「おかしいと思ったんだよな……春休み中に海水浴だなんて……」

　姉貴と母さんが俺の体に水をかけたりしたから、俺はあんな夢を見ちゃったんだろう。

「ほんと、マジであの親子は頭がおかしい……」

　俺はため息をつく。

　それから、ちょっと考えたあと――

　俺は携帯電話を取り出した。

「あ……もしもし、辰吉たつきちか？　いや、用があるってわけじゃないんだが……おまえ、近いうちに性転換手術をしようとか考えてないよな……？」





えむえむっ！小劇場　その６




「わたくしはタツミ・アントワネット！　ダイアモンド級のパーフェクトビューティー貴族ですわよ！　わたくしの美しさの前では、天にたゆたう七色のオーロラさえも安っぽい生地のカーテンにしか見えなくなる！　なぜならそれ以上にわたくしのお姿のほうがお美しく可か憐れんで輝いているからですわ！　オーホッホッホッホッホッ！」

「とりあえずおまえは一度病院に行け」

「残念庶民が意味不明なことを言ってますわね。まあそれはともかく――えいっ！」

「のあああああ!?　お、おまえ、なんでいきなり抱きついてくるんだよっ!?」

「ふむ……まだまだですわね、わたくしの美少女力は。もっと精しよう進じんしなくては」

「と、とにかく離れろよ！」

「いきなり凡民に抱きつき、その顔の赤くなり具合を見て、わたくしの美少女力を審査する……より美少女な女性に抱きつかれたほうが顔が赤くなるはずですので」

「び、美少女力を審査!?」

「でも、まだまだですわ。もっと顔を赤くさせないと、わたくし的には満足できない。抱きつかれた瞬間に、顔面が溶岩のように真っ赤になって耳と鼻と口から蒸気を立ち昇らせながら、至福の表情で気絶するくらいじゃないと自分に合格点を与えられませんわ」

「おまえはなにを言ってんだ!?　つーかおまえは美少女以前にそもそも男だろうが！」

「フッ……」

「な、なにがおかしいんだよ!?」

「その『男』に抱きつかれて耳まで真っ赤にしてるあなたに、どんな説得力があると？」

「こ、ここ、これは、いきなりだったからちょっと驚いただけというか、その……」

「うふふ……あなた、かわいいですわね……」

「だ、だから、いい加減に離れろよーっ！」





えむえむっ！小劇場　その７




「間宮まみやさん」

「なによ、砂さ戸どくん」

「間宮さんのマッサージは……その、なんというか、ほとんどマッサージじゃないよな、絶対に」

「失礼なことを言うわね。ちゃんとしたマッサージに決まってるじゃない」

「だって、奥義とか四十八の超絶マッサージ術とかあるし……なんかもう格闘漫画のノリっぽいような……」

「重ねて失礼なことを言うわね。間宮流マッサージ術は、基本的には普通のマッサージよ。そこは譲れないわ」

「そ、そうなのかな……」

「ちなみに、間宮流マッサージ術を会え得とくするための最初の修行は、指で煉れん瓦がに穴をあけることからはじめるのよ」

「やっぱりマッサージじゃねえよそれ！」












第五話　ああ熾し烈れつなり間宮まみや流！







　わたしの名前は花はな片ひら未み依い。

　わたしはいま、汚い地べたの上でうつぶせになってる。

　えぐえぐ泣きながら。

　そして――

　真っ赤な色のチャイナ服を着ながら。

「う、ううう……しくしく……」

　全身が痛くてボロボロでまったく動けない。ぐすん。

「花片コンツェルンの一人娘で、世界でも有数のお金持ちであるわたしが、こんな無ぶ様ざまな姿で地べたに……」

　わたしは地面に染みこむほどの涙を流しながら、つぶやいた。

「あ、あの貧乳っ子め……絶対にゆるさないんだから……」




　――三十分ほど前のこと。

　わたしは、前々から憎にくしみを抱いだいていた相手である石動いするぎ美み緒おに復ふく讐しゆうする計画を実行しようとした。

　復讐のためにいろいろ危険な具材を入れて作ったシューマイ――名付けて『フクシューマイ』を石動の奴やつに食べさせようと思って、石動がいる第二ボランティア部の部室に訪れたの。

　わたしだとバレないように、宅配便の配達員を装よそおって。

　フクシューマイを石動に届ける。アホである石動は『応募した覚えはまったくないけどきっとなにかの景品が当たったのね！』とか都合のいい解釈をして、届けられたフクシューマイを食べる。

　石動、泡を吹きながら気絶する。

　その不ふ憫びんな姿を見下ろしながら高笑いするわたし。

　復讐計画は見事に成功しました。

　めでたしめでたし。

　そうなるはずだったのに……

　石動いするぎはわたしの変装をなぜかすぐに見破ると、烈火のごとく怒り、わたしをボコボコにした。

　そのあと、部室にいた頭のおかしい保健医が、

『迷惑な計画を企くわだてた罰としてこのチャイナ服を着てもらおう。そして写真撮影をさせてもらおう』

　とか言って、強引に服を脱がされ、チャイナ服に着替えさせられ、そしていろいろ恥ずかしいポーズで写真を撮られた。おもに胸を強調するような感じのポーズで。

　さらにそのあと貧乳石動が、

『おまえの揺れるブタ乳を見てたらまたムカついてきたのでもう一回殴るわ』

　とか言って、写真撮影される前よりもさらにボコボコにされた。

　ボロ雑ぞう巾きんのようになったわたしは、ゴミのように部室の外に捨てられた。

　そんなわけで――

　いまわたしは、地べたにうつぶせになりながら泣いているのである。




「ぐす……でも、なんで宅配便の配達員を装よそおったことがすぐにバレちゃったのかな……」

　怪しい行動はまったくしていなかったはずなのに。

　サインをもらうための伝票と間違えて一千万円の小切手を出しちゃったこと以外は。

「ほんとに不思議……」

　わたしは地面に倒れながら首をかしげる。

「それにしても……憎にくい……」

　両りよう拳こぶしを握りしめながらつぶやく。

「石動の奴やつが憎くて憎くて仕方ないわ……この憎しみはプライスレス……」

　いつの日か、絶対に奴に復ふく讐しゆうしてやる。

　そんなことを思いながらふらふら立ち上がる。

　部室の前から離れようとしたとき。

　見覚えのある女子生徒が第二ボランティア部の部室に入っていくところを目撃した。

「あれは……」

　あのツインテールの女の子は――

「間宮まみやさん？」

　一年生で、わたしと同じ料理部に所属している間宮由ゆ美みさんだ。

　同じく料理部に所属している葉は山やま辰たつ吉きちくんという男子に片思いをしている女の子だ。

　わたしもけっこう葉山くんと仲がよくて、今回の復讐に使う予定だったフクシューマイを作るときも、葉山くんに協力してもらったのだ。

　おもに味見役として。

　フクシューマイを食べた葉山はやまくんは見事に卒倒してくれた。

　たぶんいまも家庭科室で倒れていることだろう。

　でもまあ、命には別状はないと思う。しばらくは目覚めないだろうけど。

「それにしても、間宮まみやさんがどうして第二ボランティア部に……」

　気になったわたしは、こっそり部室の中を覗のぞくことにした。

　部室の扉をそーっと開ける。

　すると。

　そこには――

「え――!?」

　驚きの光景が広がっていた。

「て、てめえ間宮！　いきなり部室にやってきて、問答無用であたしにマッサージを……ふは、くうう……」

「最近誰だれにもマッサージをやってなかったから、腕が鈍なまっているような気がして……だから美み緒おさんにマッサージをして鈍った腕を取り戻そうと……」

「ク、クソ迷惑なことするんじゃ――は、う、うわ……んんん……」

「うふふ……悦楽に耐えてる美緒さんの顔、とってもかわいいわ……」

「ふあん、はあ……ひ、ひや、もう……んあ……っ」

「ハァハァハァ……み、美緒さん、我慢しなくていいのよ……もう快楽の虜とりこになっちゃいなさいよ……」

「あ、んああはふあ……っ!?　あああん、んんん……っ！　ふにゃ、あ……」

「美緒さん、最高でしょう？　わたしのマッサージは最高でしょう？」

「んんんんん、あああ、ああふあああぁぁあぁ……っっ！」

　間宮さんは背後から石動いするぎの体を抱きしめている。

　抱きしめながら、気持ち悪いほどなめらかに動く両手で石動の全身をまさぐっている。

　彼女の言葉から察するに、それはマッサージであるらしいのだが……

　それはもうマッサージとかいうレベルを遥はるかに超えているように見えた。

「そういえば……」

　わたしはハッと思い出す。

「わ、わたしも間宮さんのマッサージを受けたことがあったんだった……」

　葉山くんと一緒に温泉旅行に行ったときのこと。

　葉山くんに片思いしている間宮さんは、葉山くんを温泉旅館まで連れ去ったわたしに対して怒りを露あらわにし、わたしたちの向かった温泉旅館までやってきた。

　その途中で足をくじいたとかで動けなくなった間宮さんは、マッサージチェアの中に入ってわたしがそれに座るのを待つというアホな罠わなを仕掛けた。わたしはその罠に見事にはまってしまい、間宮まみやさんのマッサージを受けることになって……

「あのときは確か、間宮さんがわたしの大きな胸を揉もむことに夢中になってくれたおかげで、彼女のマッサージから逃れることができたんだっけ……」

　それにしても――

「ま、間宮さん、すごい……」

　間宮さんにマッサージされている石動いするぎは、内うち股またの格好で全身をぷるぷる震わせ、顔を赤くし、瞳ひとみに涙を滲にじませながらだらしなく口から舌を出している。涎よだれまで垂たらしている状態だった。そんな石動の姿を、あの頭のおかしい保健医はデジカメで激写していた。

　あの石動が……

　傍ぼう若じやく無ぶ人じん、最強最悪、貧乳大将の石動が……

　間宮さんのマッサージに為なす術すべもなく屈している。

「本当にすごいわ……」

　わたしは感動しながらつぶやいていた。

　やがて――

「ふう……堪たん能のうしたわ」

　間宮さんは満足そうに告げる。

　その視線の先には。

　くたっと力なく横たわる石動の姿が。

　石動は間宮さんを見上げながら、

「こ、このクソマッサージ野郎……絶対殺す……」

「美み緒おさん、また今度もマッサージさせてね。それじゃあ」

　間宮さんはツヤツヤした顔で言うと、部室の扉のほうに向かう。

　わたしは慌あわてて扉から離れ、桜の木の陰に身を隠す。

　間宮さんは鼻歌を歌いながら扉を開け、部室を離れていった。

　わたしは――

「……うん」

　大きくうなずくと。

　間宮さんのあとを追った。

　今日はもう学校には用がない様子。間宮さんは校門を抜ける。

　そこで、

「ま、間宮さん！」

　わたしは大声で間宮さんを呼び止めた。

　間宮さんはぴたっと足を止め、後ろに振り返る。

　わたしの顔を見る。

　その瞬間。

　機嫌よさそうだった間宮まみやさんの顔が明らかに険けわしくなった。

「あなたは……花はな片ひら未み依い……」

　低い声で言う。

　間宮さんはあんまりわたしのことが好きではないらしいのだ。葉山はやまくんに馴なれ馴なれしいから苛いらつくとか、そんな理由で。

　いつもなら、間宮さんの鋭い眼光に怖おじ気けづいていただろう。

　でも、いまのわたしは覚悟が違う！

「間宮さん……あなたにお願いがあるの」

「お願い？　あなたがわたしに？　というか、なんでチャイナ服を着てるの？」

「そこには触れないで」

　言ってから。

　わたしは強いまなざしで間宮さんを見つめ、

「お願い！　わたしに――間宮さんのマッサージを教えて！」

　と、大声で告げた。

　間宮さんはきょとんとした顔になって、

「は……？」

「お願いします！　わたしはどうしても間宮さんのマッサージを会え得とくしなきゃいけないの！　石動いするぎ美み緒おに復ふく讐しゆうするために！」

　――そう。

　石動の体も心も蹂じゆう躙りんした間宮さんのマッサージ。

　あのマッサージだったら……

　あれを会得できたら……

　絶対に石動に復讐できる。

　だから。

　わたしは間宮さんに頭を下げる決意をしたのだ。

「美緒さんに復讐……」

「そうよ！　わたしは石動の奴やつが憎にくくて憎くて仕方がないの！　でも、いまのわたしじゃあ、石動に復讐する力がない……」

　悔くやしいけど、それが現実。

　わたしは必死な表情で、

「間宮さん、わたしに力を貸して！」

「間宮流マッサージ術を、あなたが会得……」

　間宮さんはつぶやくように言う。

「も、もちろんタダとは言わないわ！」

　わたしは言うと――

　衣服にある全部のポケット、服の袖そでや襟えり元もと、スカートや靴下から……

　一瞬で札束を出現させた。

　札束の鎧よろいで身を包んだような感じになったわたしは、その札束を見せつけるようにずいっと間宮まみやさんに近づき、

「お礼にこのお金をあげるから、わたしにマッサージを教えて！」

「…………」

　間宮さんは両腕を組みながらの無表情。

　あ、あれ？

　あんまり反応がよろしくない？

　もしかして、これじゃあ少なかった？

「だ、だったら！」

　わたしは右手を高く掲かかげ――

　ぱちん、と指を鳴らした。

　すると。

　どこからともなくヘリのローター音が響いてくる。

　近づいてきたヘリが、わたしたちの真上でホバリングする。

　そして。

　ヘリは地上に向け、一メートル四方ほどの四角い箱を落とした。

　四角い箱はわたしの真横あたりに落下する。

　どずん、と地面が震動。

　落下の衝撃で箱が解体されるように開く。

　その箱の中から――まばゆい黄金の輝きが。

　箱に入っていたのは……

　金の延べ棒だった。

　金の延べ棒が大量に積まれていたのだ。

「間宮さん！」

　わたしはその大量の延べ棒のほうを手で差し、

「ここにある金の延べ棒をぜんぶあげるわ！　だから間宮さんのマッサージをわたしに教えて！」

　お金に換えたら一生遊んで暮らせるぐらいの価値がある金きん塊かい。

　これに心を動かされない庶民なんていないはず！

　わたしはプライスレスな自信に満ちた顔で、間宮さんを見つめる。

　間宮まみやさんは、

「……はあ」

　と、ため息をついた。

　え？

　いまのため息はどういう意味なの？

　間宮さんは軽く首を横に振りながら、

「――無理よ」

「へ？　無理って、それは……」

「間宮流マッサージ術は一いつ子し相そう伝でん。誰だれにも教えることができない」

　い、一子相伝？

　マッサージなのに？

「誰にも教えることができないし……そもそも間宮の血を引いていないあなたがいくら修練を積んでも、間宮流マッサージ術を会え得とくすることはできないわ」

「そ、そんなのやってみなきゃわからないじゃない！」

「わかるのよ。間宮流は特別だから」

　間宮さんは真剣な顔で、

「間宮はその血でマッサージをするの」

　と、告げた。

　この子、なに言ってるの？

　血でマッサージって……

　まったく意味がわからない。そのノリはいったいなに？

　わたしはぽかんとする。

　そのときだった。

「――っ!?」

　間宮さんの顔色が鋭く変化する。

　神しん速そくの動きで横に飛ぶ。

「……？」

　わたしは首をかしげようとして――気付いた。

　間宮さんがさっきまで立っていた場所。

　そこに。

　ボーガンの矢が刺さっていたことに。

　間宮さんはキッと目つきを細め、とある方向に視線を向ける。

　間宮さんの視線の先。

　民家の塀へいの上に――

　変な人がいた。

「…………」

　わたしは絶句する。

　民家の塀へいの上に立つ人物……その人はなぜか……

　――頭部に鉄製の仮面を付けていた。

　フルフェイスのヘルメットに装飾を付けたような形の鉄仮面を。

　鉄仮面を付け、いたるところに鋲びようのついたレザージャケットを羽は織おり、眼下に向けてボーガンを構えた、男か女かもわからない謎なぞの人物。

　とてつもなく変な格好をした人だった。

　変態的だと言ってもいい。

「変態的というか……ただの変態よね、きっと」

　わたしは思わずつぶやいていた。

　状況から見て、あの人がボーガンの矢を放はなったのだろう。

　間宮まみやさんに向かって。

　鉄仮面の人は、

「よくかわしたわねええええええ、由ゆ美みいいいいいいいい！」

　と、意外にもハスキーな女の人の声で言った。

　女の人というより、まだ十代の女の子の声――そんなふうに感じた。

　たぶん、わたしとあんまり年が変わらないくらいの……

　間宮さんは鋭い視線のまま、

「――蛇子じやこお姉ちゃん」

　と、つぶやくように言う。

　蛇子……お姉ちゃん？

　お姉ちゃんってことは、もしかして……

　蛇子さんという女の子は、ひらりと塀の上から飛び降りる。

　間宮さんは両腕を組みながら、

「いきなりボーガンで狙そ撃げきしてくるなんて、危ないじゃない」

「由美いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　蛇子さんはボーガンの先で間宮さんを指すと、

「どうしてあんたが間宮流マッサージ術の後継者なのよ！　蛇子さまは認めない！　蛇子さまは絶対に認めないわ！」

「ほんとしつこいわね、蛇子お姉ちゃんは……相変わらず一人称が『蛇子さま』で気持ち悪いし……」

　間宮さんはうんざりした様子でため息をつく。

「あんたよりも蛇子じやこさまのほうが後継者にふさわしい！　というわけで、あんたを倒してこの蛇子さまが間宮まみや流マッサージ術の後継者になるわあああああああああああ！」

　蛇子さんは絶叫すると――

　人外の動きで間宮さんに襲いかかってくる。

　間宮さんは、

「やれやれ……」

　なんかめんどくさそうな表情を浮かべたあと、

「間宮流マッサージ術奥義――間宮百ひやく列れつ拳けん――っ！　まみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみまみやあっ！」

「あびゃびゃびゃびゃああああああんぼべえええあああアアアあああああぼううらぼちょらんぱああああああああるるるお――――っっっ!?」

　気合いの声を放はなちながら両手を繰り出し、蛇子さんの全身を超速でマッサージした。

　蛇子さんの動きが人外だとすると、間宮さんの動きは神の領域。

　蛇子さんは派手に背後に吹っ飛び、倒れる。

「く……こ、この蛇子さまが……」

　が、すぐに立ち上がると、ボーガンを構えながら、

「で、でも、蛇子さまはまだ負けてないわ！　勝負はこれから――」

「勝負はもうついているわ」

「え？」

　間宮さんはゆっくりと右の人差し指を上げ、蛇子さんに向けると、

「おまえはもう――マッサージされている」

　と、低い声で告げた。

　その瞬間――

「え？　う、ああ、ひゃあ……っ!?」

　蛇子さんの全身がぶるぶると震えはじめ、

「あ、ああん、うひゃあんあ……ふあぁっ、んんんああああああああああああっっ!?」

　悦楽の叫びを上げながら、地面に沈んだ。

「ひ、ひでぶぶ……」

　全身をピクピクさせながら悶もん絶ぜつする。

　蛇子さんは、見せ場らしい見せ場もなく、気絶してしまった。

　間宮さんは深くため息をつくと、

「まったく……いい加減にしてほしいわ……」

「あ、あの、間宮さん……」

　わたしはおずおずと尋たずねる。

「あの人はいったい……」

「あの人は蛇子じやこお姉ちゃん。血のつながった実の姉よ」

　やっぱり……

「わたしはね、四人姉妹なのよ、で、わたしは四女で末っ子」

「四人姉妹……お姉さんが三人も……」

「そう。蛇子お姉ちゃんは四人姉妹の三女で、わたしの一つ上なのよ」

　一つ上……

　蛇子さんはわたしと同い年だったのね。

「さっきも言ったとおり、間宮まみや流は一いつ子し相そう伝でん……」

　間宮さんは遠くを見るような目をして、告げる。

「わたしたち四人は幼い頃ころからずっと間宮流マッサージ術の修練を積んできた。それはそれは苦しい修練を。でも、間宮流を継げるのは一人だけ。そして、わたしがその後継者に選ばれた」

　間宮さんは気絶する蛇子さんのほうを見下ろし、

「蛇子お姉ちゃんはそれが納得できないらしくて、月に一回くらいのペースでわたしに襲いかかってくるのよ。でも蛇子お姉ちゃんは驚くほど弱いからいっつも返り討ちにあう。ほんと、ダメな姉だわ。間宮流は素手が基本なのに武器とか使って卑ひ怯きようだし」

「確かに、ボーガンは卑怯よね……」

「蛇子お姉ちゃんは昔から卑怯だった……わたしとのマッサージ組み手の予定がある前の日に、わたしに賞味期限が一ヶ月も過ぎたアンパンを食べさせようとしたり、わたしの寝る布団を水で濡ぬらして寝しょんべんしたと勘違いさせて精神状態を乱そうとしたり……」

「あ、あの、間宮さん。蛇子さんについて一つ質問があるんだけど」

「なに？」

「蛇子さんは……どうしてあんな鉄仮面をかぶっているの？　防御力を高めるため？」

「……違うわ」

　そこで、間宮さんの表情に少しだけ憂うれいの気配が。

　もしかしてわたし……

　訊きいてはいけないことを訊いちゃったのかも……

　蛇子さんは昔の修練が原因で顔に傷を負おってしまった。それを隠すために常に鉄仮面を付けている。その傷を付けたのが間宮さんであるとか……

　間宮さんは告げる。

「蛇子お姉ちゃんが鉄仮面を付けているのは……」

「つ、付けているのは……？」

「蛇子お姉ちゃんの顔が、とんでもなくかわいいからよ」

「……へ？」

　とんでもなく……かわいいから？

　間宮まみやさんは微妙に悔くやしそうな顔をしながら、

「蛇子じやこお姉ちゃんは性格が最悪だしマッサージ術の腕もヘボヘボのくせに、あり得ないくらいにかわいい顔をしてるの。美み緒おさんと同レベルくらいに」

「石動いするぎと同レベル……そ、そこまでの……」

　あいつの容姿が神かみ懸がかっていることはわたしも認めている。

　それと同レベルって……プライスレス……

「だから、蛇子お姉ちゃんが素顔で街を歩けば、ナンパ目的の男どもや芸能プロダクションのスカウトやらがわんさか声をかけてくる。それがわずらわしいからって理由で、蛇子お姉ちゃんはあの鉄仮面を付けるようになったのよ……鉄仮面を付けてからは警察によく声をかけられるようになっちゃったみたいだけど……」

「そ、そうだったんだ……」

　まさかそんな理由だったとは……

「わたしはほとんどの部分で蛇子お姉ちゃんに勝ってるけど、容姿だけは絶対に勝てない……それが悔しくてしかたないわ……」

　ぐぎぎ、と呻うめきながら告げる間宮さん。

　私は改めて気絶する蛇子さんのほうを見やる。

　石動レベルのかわいさか……あの鉄仮面の下にどんな顔が隠されているのか見てみたい、わたしは心からそう思った。見せてくれるなら一億円くらい払っちゃうかも。

「……あー、無駄な労力を使ったわ。帰ろ」

　言って、間宮さんが桜さくら守もり駅のほうに向かう。

　わたしは慌あわてて、

「ま、待ってよ間宮さん！　お願いだからわたしにマッサージを教えて！」

「あなた、まだそんなこと言ってるの？　説明したでしょ、間宮流は一いつ子し相そう伝でんだって。その血を引いていない者には決して会え得とくできないって」

「で、でも……」

　ここで諦あきらめてしまったら、石動に復ふく讐しゆうすることが……

　間宮さんはずんずん歩いていく。

　もう一度だけ頼もうと思い、間宮さんの隣に並んだとき――

「――由ゆ美み」

　背後から間宮さんを呼ぶ声が。

　間宮さんはハッとして振り返る。

　わたしも同じように背後を向く。

　そこにいたのは――

　淡あわい色の髪を背中まで伸ばした女性だった。

　雪のように肌の色が白く、すごく美しい容姿をしているのだが、なんだかとても儚はかなげな印象を受ける。左目の下に小さな泣きぼくろがあった。あと、左手になにかぎっしり荷物の詰まった紙袋を提さげている。

　間宮まみやさんは両目を見開きながら、

「時夜ときよお姉ちゃん……？」

　と、言った。

　わたしは間宮さんのほうを見ながら、

「時夜お姉ちゃん？　もしかして、この人も間宮さんの……」

「ええ、わたしの姉よ。四人姉妹の次女」

　と、間宮さん。

「時夜お姉ちゃんは、わたしたち四人の中で一番マッサージの素質があった……でも、ある病気のせいで間宮流マッサージ術の後継者候補から外れることになった……」

「病気……」

　確かに、時夜さんの持つ儚げな雰ふん囲い気きは病人のそれに近いものがある気がした。

　時夜さんは穏やかで優しげなほほ笑みを浮かべながら、こちらに近づき、

「久しぶりですね、由ゆ美み」

「う、うん、久しぶり……」

　間宮さんは呆ぼう然ぜんとした様子でうなずく。

「でも、時夜お姉ちゃんどうしたの？」

「ちょっとこの近くまで来る予定がありまして……」

　そこまで言って、時夜さんの優しげだった表情が少しだけ硬くなる。

「由美に……忠告をしようと思ったんです」

「ちゅ、忠告？」

「はい」

　時夜さんはうなずく。

　と――

　ふいにその瞳ひとみがわたしのほうに向き、

「この方は？」

「えーっと……同じ学校で同じ部活に所属してる人」

　……なんか、すんごい適当な説明ね。

　名前すら紹介してくれないし。

　時夜さんは深々と頭を下げると、

「はじめまして、間ま宮みや時とき夜よと申します。由ゆ美みがいつもお世話になっております」

　と、すごく丁寧に言ってくれた。

　隣で間宮さんが「べつにお世話になった覚えはないけど……」とかつぶやいている。

　わたしはぺこりと頭を下げ、

「はじめまして、間宮さんと同じ料理部でお金持ちの花はな片ひら未み依いです」

「花片未依さん……花片さんは、どうしてチャイナ服を着てらっしゃるの？」

「それは訊きかないでください」

「そんなことより、お姉ちゃん。わたしに忠告って……」

　間宮さんが言う。

　時夜さんは深刻な顔で、

「お姉さまが……あなたに勝負を挑もうと考えています……」

「ええっ!?」

　間宮さんが驚いた表情を浮かべる。

「一番上のお姉ちゃんが……」

「ええ」

「どうして……蛇子じやこお姉ちゃんじゃあるまいし……」

「お姉さまは、間宮流マッサージ術の後継者を決める最後の試合であなたに負けて以来、血の滲にじむような修練を続けてきました。そしてようやく、由美に勝てるという確信を抱いだいた、だから由美に勝負を挑む……そうおっしゃっていました」

「あの人も、まだ間宮流マッサージ術の後継者の座を……」

「いえ。あの方の目指す場所はさらに高み――」

　言うと、時夜さんは右手の人差し指の先でまっすぐ真上を指し、

「あの方が目指すのは天……あなたを倒し、すべてのマッサージ使いを支配し、天を握ることを野望としているのです」

「天を握る、か……あの人の考えそうなことだわ……」

　間宮さんは薄い笑みを浮かべる。

　天を握るって……

　いったいなにを言ってるの？

　この人たち、漫画の読み過ぎじゃないの？

「だから、気をつけてくださいね。わたくしが言いたかったのはそれだけです」

　時夜さんは穏やかに告げる。

「では、わたくしはもう帰りますね。この戦利品を堪たん能のうしたいですし」

　言って、時夜さんは左手に提さげていた紙袋を軽く掲かかげる。

　すると。

　荷物の重量に耐えられなかったのだろう、紙袋の底が破れ、中に入っていたものが地面の上に落ちてばらまかれた。

「ああ!?　わたくしの命より大切なものが！」

　時夜ときよさんは地面に落ちたそれらを慌あわてて拾い集めようとする。

　地面にばらまかれた『命より大切』だというもの――

　それは薄い本だった。

　何十冊もの薄い本……

　しかも、その表紙のほぼすべてに、男の子キャラのイラストが描かれてある。

　特に、男の子キャラがいとおしそうに見つめ合っているものや、抱き合っているようなものが多い。

　間宮まみやさんは深く深くため息をつき、

「時夜お姉ちゃん……また同人誌の即売会に行ってきたのね……」

「ええ。この付近でオンリーイベントがありまして」

　時夜さんはにっこり笑いながら続ける。

「わたくしが大好きな『小さく振りかぶって』というアニメに出てくるキャラクターたちだけを描いた同人誌ばかりが売られているオンリーイベント……その即売会に行ってきたんです。それはそれは素晴らしい即売会で……神のような同人誌がたくさんあって……本当に最高でした……」

　時夜さんはうっとりした表情を浮かべている。

「わたしへの忠告はそのついでだったというわけね……」

　間宮さんはもう一度ため息をつく。

　なんか……

　いつの間にか、話題が意味不明な次元に突入している。

　わたしは困惑しながら、

「ま、間宮さん、同人誌とか即売会っていうのは……」

「時夜お姉ちゃんは病気なのよ……ボーイズラブ大好き症候群という名の……」

　間宮さんは告げた。

「男の子どうしが愛し合うというシチュエーションやそういうのを描いた漫画や小説が大好きって属性を持つ女性……そういう人たちは腐ふ女じよ子しって呼ばれているらしいけど、時夜お姉ちゃんはがっつりそれなのよ。病的なほどに」

「ふ、腐女子……」

　そのキーワードはなんかテレビとかで聞いたことがあるような……

　もちろん詳しくは知らないけど……

「お姉ちゃんは数年前からそれにハマっちゃって……それが原因で、間宮流マッサージ術の後継者候補から外されちゃった……というか自分から外れたわけ。マッサージの修行をするよりＢＬ同人誌を読んでるほうが楽しいからって」

　病気ってそういう意味の病気だったんだ……プライスレス……

「ちなみに『小さく振りかぶって』で一番好きなカップリングはハナ×タジです。ミハ×アベも捨てがたいですけど」

　訊きいてないし、聞いても意味がわからない。

　わたしがいろんな意味で呆ぼう然ぜんとしているときだった。

　どこからともなく――

「ヒヒイイイイイイイイイイイイイイイイン――――ッッッ！」

　という音が聞こえてきた。

　間宮まみやさんと時夜ときよさんが同時にハッとする。

　え？

　いまのって……

　なんか馬の鳴き声っぽい感じだったような……

　そ、そんなわけないよね！

　だって、こんなところに馬がいるはずなんて――

「……っ!?」

　――いた。

　馬がいた。

　黒い、巨大な馬が、蹄ひづめで地面を掴つかむように踏みしめながらこちらにやって来る。

　そして。

　巨大な黒い馬の背には――一人の女性がまたがっている。

　長身で、くせっ毛を長く伸ばした、美しくも精せい悍かんな顔立ちをした女性。

　馬上の彼女は、全身に無骨な鎧よろいをつけていた。

　幻まぼろしではない。

　それは現実の光景だった。

「…………」

　わたしはもうプライスレスな思考停止状態に陥おちいっていた。

　えーっと……

　もう、なにからツッコめばいいのか……

　馬がわたしたちの目の前まで近づいてくる。

　馬上の女性は間宮さんを見下ろし、

「由ゆ美み！　久方ぶりであるなっ！」

　と、迫力のある声で告げた。

　間宮まみやさんは彼女を睨にらむように見上げ、言う。

「羅ら刹せつお姉ちゃん……」

　ら、羅刹お姉ちゃん……？

　つまり、この人が間宮四姉妹の長女。

　名前は間宮羅刹さん。

　羅刹って……

　なんてすごい名前なの……

　羅刹さんは、

「由ゆ美みよ！　私はおまえを倒し、間宮流マッサージ術の後継者となる！　さらにはすべてのマッサージ使いを私の配下に置き、あまねく支配する！　それはすなわち、天を握ると同義！」

「羅刹お姉ちゃん……なにを馬ば鹿かなことを言ってるのよ……」

　うん、わたしも間宮さんの意見に激しく同意。

「それに……」

　間宮さんは不敵な笑みを浮かべ、

「羅刹お姉ちゃんじゃあ、わたしには勝てないわ。なぜなら……わたしは、間宮流マッサージ術の正統後継者なんだから」

「フハハハハハハ！　こやつ、ほざきよるわ！」

　羅刹さんは豪快に笑う。

　それから、

「これを見ても――同じ口が叩たたけるか！」

　馬上にいる羅刹さんは、間宮さんに向けて右の手のひらを突き出した。

　その瞬間――

「――っ!?」

　間宮さんは背後に吹っ飛んだ。

　ずざあああああと地面に倒れる。

「えっ!?」

　わたしは驚きの声を上げる。

　いま……なにをしたの？

　羅刹さんは間宮さんには触れていない。

　ただ、間宮さんに向けて右手を突き出しただけ。

　だというのに――

　間宮さんは突き飛ばされたように後ろに倒れた。

　しかも……

「う、くう、んああ……っ!?」

　地面に倒れる間宮まみやさんは、微妙に気持ちよさそうな顔をしていた。

「フハハハハハハ！　無ぶ様ざまな姿よのお、正統後継者！」

　羅ら刹せつさんが哄こう笑しようの声を上げる。

　間宮さんはふらつきながら立ち上がると、

「く……い、いまのは、まさか……」

「うむ、闘気オーラよ」

　羅刹さんは大おお仰ぎようにうなずく。

「手のひらから放はなたれた闘気によっておまえの体をマッサージした」

「闘気でマッサージ……間宮流の極意を、あれほどの威力と精度で……」

　間宮さんは硬い顔でつぶやく。

「この闘気によるマッサージを身につけるため、私は命を削るような修行に己おのれの身を投じた！　いまの私は、由ゆ美み、おまえよりも遥はるかに強いっ！」

　羅刹さんは自信満々に告げる。

　間宮さんは――

　にやり、と笑みを浮かべた。

「――ハァ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、右の手のひらを馬上の羅刹さんに向ける。

「――なっ!?」

　羅刹さんの顔色が変わる。

　羅刹さんの体が背後に吹っ飛び、馬上から地面に倒れた。

　仰あお向むけに倒れた羅刹さんは上半身を起こし、

「い、いまのは、闘気……？　しかも、私レベルの威力と精度の――あ、あふぅうっ!?」

　つぶやいたあと、気持ちよさそうに身をよじる。

　間宮さんは自分の右手を見つめながら、言う。

「わたし、闘気マッサージってあんまり好きじゃないのよね。マッサージはやっぱり直じかに触ってやりたいから」

　間宮さんはまっすぐ羅刹さんを見み据すえ、

「好きじゃないからあまり使ってこなかったけど……でも、もちろん極きわめてはいるわ。ま、正統後継者なんだから当たり前なんだけど」

「フッ……さすがよのお、由美……」

　倒れる羅刹さんのそばに黒い馬が寄り、労いたわるように鼻先を近づける。

「案ずるな、黒こく揉もみ号ごう。私は大丈夫である」

　言って、羅刹さんは立ち上がる。

　間宮まみやさんはなにやら両手を構えながら、

「羅ら刹せつお姉ちゃん。命を削るような修行で闘気オーラによるマッサージを身につけたって言ったわよね。じゃあ、その闘気によるマッサージだけを使って勝負してあげる。それで負けたら、お姉ちゃんももう完全に敗北を認めるでしょう？」

「私は負けぬ！　絶対に！」

　羅刹さんはくわっと両目を見開くと、

「ふぬあっ！」

　離れた場所から、固めた右みぎ拳こぶしを間宮さんに向けて突き出す。

　わたしの隣に立つ腐ふ女じよ子しの時夜ときよさんが「ああっ！」と声を上げたあと、

「羅刹お姉さまの放はなった闘気の槍やりが由ゆ美みの顔面に当たる――いえ、その寸前で由美は闘気を見切り、闘気の槍を避よけました！　今度は由美の闘気がお姉さまに……あああ！　お姉さまは避けず、あえてその鍛きたえ抜かれた肉体で闘気を弾はじきました！　……でも、二人はまだ全力を出していません。勝負はこれから……」

　と、なんか解説っぽいことを言い出す。

　素人しろうとのわたしには、二人の放つ闘気がまったく見えない。

　ていうか……

　いまさらだけど、闘気ってなんなの？

「はあああああああああああああああああああ！」

「うぬああああああああああああああああああ！」

　高く跳躍した間宮さんと羅刹さんが、空中で交差する。

　交差する瞬間に闘気の拳をお互いの体に叩たたき込んだ――らしい。時夜さんの解説によれば。二人ともかなりのマッサージを喰くらったが微妙に致命傷は避けている――らしい。時夜さんの解説によれば。

　地面に着地した二人は。

　同時に地面に膝ひざをつく。

「く……思った以上にやるわね、お姉ちゃん……」

「ぬううううう！　この羅刹が地に膝を……っ！」

　えーっと……

　これって確か、マッサージの勝負よね……

　と――

「二人とも、もうやめてください！」

　解説役だった時夜さんがいきなり大声で叫んだ。

「このままだと二人とも体が壊れてしまいます！　それに、由美もお姉さまも間違ってる！　マッサージは相手を快楽で打ち負かすためにするものじゃない、誰だれかを気持ちよくするために行おこなうものです！」

「時夜ときよお姉ちゃん……」

「時夜……」

　間宮まみやさんと羅ら刹せつさんが時夜さんの顔を見る。

　羅刹さんはぎろりと時夜さんを睨にらみ付け、

「腐くさった趣味にうつつを抜かし後継者争いから退いたおまえが知ったような口を！　……だが、おまえの言っていることも一理ある」

「そうね……確かに、マッサージの本質は誰だれかを気持ちよくすること……」

「では、勝負の趣向を変えるか。――おい、そこのなぜかチャイナ服を着ている女」

　言いながら――

　羅刹さんは、わたしのほうに視線を向けた。

　その視線の迫力にびくりと全身を震わせる。

　わたしはかなり怯おびえながら、

「ナ、ナンデショウカ……？」

「おまえを勝負の道具として使うことにしよう。こっちに参れ」

　そう告げると、羅刹さんは「カモン」とジェスチャーするような感じで右手をクイっと自分のほうに向けた。

　すると。

「あ、あれ……!?」

　意思に反して――

　体が羅刹さんのほうに向かってしまう。

　い、いったいどうして……

「闘気オーラです。闘気で花片はなひらさんの体を操あやつっているんです」

　と、時夜さんがわざわざ解説してくれる。

　羅刹さんの闘気で体を操られたわたしは、間宮さんと羅刹さんのいる位置のちょうど中間あたりに立たされる。

　わたしは不安になりながら、

「あ、あの……わたしを勝負の道具に使うっていうのは……」

「いまから、私と由ゆ美みが闘気でおまえの全身をマッサージする！」

　と、羅刹さんは大声で告げる。

「わ、わたしの全身をマッサージ……？」

「うむ！　それで、どちらの闘気マッサージのほうが気持ちよかったか審査しろ！　おまえがより気持ちいいと思ったマッサージ術の使い手をこの勝負の勝者とする！　由美、おまえもそれでよいか？」

「わたしはどんな条件でも、状況でも、絶対に勝つわ！」

「我が妹ながらあっぱれな心意気である！」

「ちょ、ちょっと待って!?　わたしの意思を無視して勝手に――」

　わたしが慌あわてて言おうとした途中――

「では勝負スタートだ！　――ふぬああああああああああああ！」

　羅ら刹せつさんが右の手のひらを突き出し、わたしに闘気オーラの塊かたまりをぶつけてくる。

「あ、あひゃあああああああああん!?」

　わたしの全身が痙けい攣れんする。

　闘気が――見えない手が、わたしの体をマッサージする。

　それはとても気持ちよくて……

　ああ、なんかもう理性が剥はがれていく……っ！

「くっ、先手を取られたわ！　――せいやあああああああああ！」

　間宮まみやさんが同じように右手を突き出してくる。

「おひおひおひおひやああああああああにゅうううう!?」

　羅刹さんのマッサージによって気持ちよくなった肉体に、間宮さんの闘気マッサージが加わり、わたしの体はさらに気持ちいいことにいいいいいいい！

「ふぬああああぁぁああああああううううおおおおおおお――っっ！」

「はいやあああああああああぬうういいいあああああああ――っっ！」

　羅刹さんと間宮さんが、右手だけではなく左手も使い出す。

　二人は目の前の空気をこねるように、両手を素早く動かす。

　鬼気迫るような表情で。

　間宮さんと羅刹さん。二人の闘気の手が、わたしの体をメチャクチャな勢いでマッサージする。大気に潜んだ不可視の手が、わたしの頭を、顔を、首を、肩を、腕を、胸を、おなかを、お尻しりを、股こ間かんを、太ももを、膝ひざを、ふくらはぎを、足首を――全身の至いたるところをマッサージしちゃって――

「あ、あああああああああああああああああ!?　んんんんんんんんああああふう！　ひぃや、も、もももも、もうやめ、あひゃにゅううんぷお！　おぱおぬ、にゅるにゃはあ、ちゃぽいいいぽおお……っ!?　こ、こここのままだと、わたひぃ、わたひぃ……あああああああああああああああああプライスレス！」

　闘気に翻ほん弄ろうされるわたしは、その場で不格好なダンスを踊るように体を激しく揺らす。

　闘気の手に支えられ、倒れることすらできやしない。

「どう!?　わたしのマッサージのほうが気持ちいいでしょう!?　さっさとわたしの勝ちを宣言しなさい！」

「笑止！　私のマッサージのほうが気持ちいいに決まっておる！　チャイナの女、素直にそう言え！」

　そ、そんなこと言われても、二人のマッサージが混ざり合っちゃってどっちが優れてるとかまったくわからないというか、もうまともに思考できる状態じゃあないというか……あ、ああああああ、お願いです十億円あげるからもうやめてえええええええええ！

　こ、ここ、このままでは気持ちよすぎて狂ってしまう！

　わたしが本気でそう思ったときだった。

　唐とう突とつに――

　わたしの全身は闘気オーラのマッサージから解放された。

「……え？」

　わたしの全身を包む浮遊感。

　この浮遊感は、以前に感じたことがあったような……

「まったく……やれやれですわ」

　と、そんな声が耳元で聞こえる。

　わたしの胸がドキリとする。

　こ、この声は、まさか……

　わたしは弾はじかれたように顔を上げる。

　そこには、長い髪に涼しげな目元をした美しい女性が。

「あ、あなたは……」

　――憧あこがれのお姉さま！

「お、おお、お姉さま!?　どうしてここに!?」

　わたしは心の底から驚く。

　いま、わたしは、お姉さまにお姫様だっこするような感じで抱かれている。

　温泉旅館のときと同じように。

　お姉さまは、

「あなたがまたあの貧乳庶民に復ふく讐しゆうしに行って……どうせ失敗するでしょうからと思って、気合いを入れて救出しに行くためにこのタツミ・アントワネットの格好に変へん化げして来たのですが、状況は予想の遥はるか斜め上を行ってましたわ……フクシューマイの後遺症のせいで来るのが遅くなってしまいましたし……」

　なにやらぼそぼそとつぶやいたあと、ため息をついた。

　お姉さまは――

　また、わたしをたすけに来てくれたんだ。

　間宮まみやさんと羅ら刹せつさんの闘気オーラマッサージの狭はざ間まで翻ほん弄ろうされるわたしを、かっさらうようにして救出してくれた。

　うれしい……

　本当にうれしい……

「あ、あなたは!?」

「勝負を邪魔する貴様は何者か!?」

　と、間宮さんと羅刹さんが声を上げる。

　わたしは顔だけを二人のほうに向かせながら、

「お、お姉さま、わたし……なんかよくわからないけど、間宮さんとお姉さんのマッサージ勝負に巻き込まれちゃって……」

「なんとなくそんなことだろうと思いましたわ。見た感じで」

「み、見た感じでわかっちゃったんですか……？」

　そ、それはすごいと思う。

「まあ、わたくしも彼女の変態的なマッサージ術についてはちょっとだけ詳しいんですのよ……」

　と、お姉さまはつぶやくように言う。

「そんなことより――あの二人から逃げ切りますわよっ！」

　お姉さまは叫ぶように告げる。

　見ると――

「まだ勝負はついてないんだから、ここで花片はなひらさんがいなくなるのは困るわ！」

「その通り！　私たちの勝負に水を差した罰として、貴様にも勝負の判定人になってもらおう！」

　間宮まみやさんと羅ら刹せつさんが必死の形相でわたしたちを追いかけてきていた。

「やばいですわね……」

　お姉さまの表情に焦あせりが見える。

「このままでは、すぐに追いつかれてしまいますわ……」

　間宮さんと羅刹さんは、闘気オーラマッサージ勝負でかなり疲れたのか、あまり動きにキレがなかった。

　それでも、わたしをお姫様だっこしながら駆けるお姉さまよりは速い。

　間宮さんと羅刹さんがわたしたちに近づいてくる。

　もう少しで追いつかれる――というところで。

「――えっ!?」

「――なっ!?」

　間宮さんと羅刹さんは同時に足を滑らせ、派手に背後に転んだ。

　ずでん、と半回転するような感じですっころぶ。後頭部を地面に打ち付ける。

「へ……？　二人はどうしたんですの……？」

　お姉さまはきょとんとした顔で後ろを見やっている。

　わたしは小さな声で、

「お金持ち忍法……諭ゆ吉きちスリップの術……」

「え？」

　――わたしがひそかに地面にばらまいた一万円札。

　わたしたちを追うことしか考えていなかった間宮さんと羅刹さんは、足もとの一万円札に気付かず、その上に足を乗せてしまい見事に転んでしまったのだ。

　お姉さまは両目をぱちぱちしながら、

「あなたの仕し業わざですの？」

「えへへ……」

　わたしは照れ笑いをしながら、

「たまにはお金も役に立つでしょ？」

　と、言った。

　お姉さまは苦笑しながら、

「お金をそんなことに使ってはいけませんわ。……まあ、今回はたすかったので、特別にゆるしますわ。でも本当に今回だけですわよ」

「はあい」

　わたしは素直に返事をする。

「さ、あの二人が起きあがってくる前に、遠くに逃げますわよ！」

　お姉さまはそう告げると、わたしをお姫様だっこしたままダッシュする。

　マッサージの影響で歩くこともままならないわたしは、おとなしくお姉さまの胸に抱かれる。

　まあ、たとえ歩けたとしても『歩けない』って嘘うそをつくと思うけど……

「一つ気になることがあるのですけど……」

　お姉さまが言った。

「あなた、どうしてチャイナ服を着ているのでして？」

「え、えっと……」

　まさかお姉さまにまで訊きかれるとは。

「そ、それはその、深い事情があってというか、その……」

　あの頭のおかしい保健医のせいで、お姉さまにまで変に思われてしまって――

「でもまあ――」

　お姉さまはクスリと笑みを浮かべ、

「なかなか似合っていて、かわいいですわよ」

「…………」

　顔が熱くなる。

　照れとうれしさで、どうしようもなくなる。

　わたしはプライスレスな喜びに胸を震わせながら、

「あ……ありがとう……」

　なんとかそれだけを告げた。

　そのときは、ほんのちょっとだけ……

　ほんのちょっとだけだけど――

　心の中で、あの頭のおかしい保健医に感謝したりした。
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　どうも、松まつ野の秋あき鳴なりです。今回は９・５巻ってことで番外編風味っぽく見せている気がしますがいつもとまったく同じじゃねえかという意見もあります！　まあそこは気にしないでくださるとありがタイガーです！




　僕は専業作家なのでありますが、専業作家というのは本当に人と会う機会がない。

　人と会っていないと表情を変化させる必要がなくなるので、表情が消えていきます。もちろんそうならない作家さんも多いと思いますが、僕はそうなっちゃうのです。

　これではいかん！　このままだと人の前で笑顔を作れない人間になってしまう！

　そう思った僕は、寝る前に『笑顔素す振ぶり』をすることにしました。

　眠る前に鏡の前に立ち――無表情から満面の笑顔、すぐ無表情に戻し、そしてまた満面の笑顔……というふうに、鏡の前で笑顔を作るのです。それを何度も繰り返す。それが笑顔素振り。硬化した顔面の筋肉をほぐし、人前で自然に笑顔を作れるようになるための訓練です。それを毎日50セットしようと決めました。これが意外とキツい。顔面の筋肉がヒクヒクとなり、すごくつらい。でも僕はがんばって続けました。

　が、いくら素振りを続けても実戦の機会が訪おとずれません。実戦でバットを振る機会がありません。僕は悟りました。笑顔素振りをする前に、まずは友人を作らなければならないのだと。そうしないと、人と会う機会自体が作れないのだと。

　笑顔素振りは最後のほうには泣き顔のようになって……僕はその訓練を終了することにしました。ああ悲しい、なんて悲しい話。




　そんな悲しい話はおいといて、謝辞でございます。

　今回も神の領域のイラストを描いてくださったQP:flapperの小原おはらトメ太た様とさくら小春こはる様、ありがとうございました。担当のＳ様、編集長のＭ様、ありがとうございます。装丁を担当してくださった松井まつい様、校正様、営業の皆様方、ありがとうございます。

　最後はもちろん読者様に。本当に本当にありがとうございます。

　ではでは、次巻でお会いできればうれしいです。
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